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巻頭カラー図版1

第136次調査区全景（北から）

径 荏
第130次調査出土和同開称（表、 2: 3) 第130次調査出土和同開称（裏、 2: 3) 

,., f'li 
第5次調査出土馬具（表、原寸） 第5次調査出土馬具（裏、原寸）



巻頭カラー図版2
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畿
第133次調査出土釦処理前

＂ 

第137次調査出土毛彫馬具処理前（上：表、下 ：裏）

第137次調査出土毛彫馬具（数字はP144の本文に対応）

第133次調査出土釦処理後（数字はPl43、144の本文に対応）

第137次調査出土毛彫馬具処理後（上 ：表、下 ：裏）

臨痕拡大写真1(左④の部分）

臨痕拡大写真2 (④の部分） 臨痕拡大写真3 (④の部分）



序

史跡東部では、これまでの調査で平安時代を中心とした斎宮跡の様相が明らかとなっているのに対

して、史跡西部では、飛鳥• 奈良時代の斎宮跡が所在したと考えられていますが、その解明が進んで

いませんでした。このため、飛鳥• 奈良時代の斎宮跡（「初期斎宮」）の解明を、平安時代の斎宮跡解

明に並ぶ当館の重点課題と位置づけ、その第一歩として、平成14年度から 5ヵ年計画でトレンチ調

査による範囲確認調査を開始しました。この第137次調査では、奈良時代の土坑から毛彫馬具が出土

するなど、当時の様相を考える上で、貴重な成果があがっています。

このほか、平成14年度は 2ヶ所の計画調査を実施しています。第136次調査は、史跡東部の寮庫

区画南部の状況把握を目的としたものです。また、第139次調査は、奈良古道の範囲確認を目的とし

たものです。それぞれの成果については、本文のなかで各担当が述べておりますのでぜひ御ー読くだ

さい。

これらの成果を見ますと、史跡斎宮跡ではかれこれ30年間余も発掘調査を継続しており、かなり

のデータが蓄積されているわけですが、それでも毎年の調査によって新たな発見や疑問点が出てくる

ことがよくわかります。地元明和町や三重県は言うまでもなく、日本国民共通の財産として、史跡斎

宮跡に関する「知の情報」を提供し続け、この激動の時代においてもなお絶やすことのない、いや、

このような時代だからこそ忘れてはならない「歴史に学ぶ姿勢」に、少しでも寄与できればと思いま

す。

史跡斎宮跡の保存と調査研究・整備にあたりましては、地元明和町在住の方々、明和町および関係

機関、斎宮跡調査研究指導委員をはじめとする諸先生方や文化庁から、有形無形の援助を頂いており

ます。この場をお借りして厚く御礼申し上げます。

2004(平成16)年 3月

斎宮歴史博物館

館長桂川 哲



例 言

ー 本書は、斎宮歴史博物館が平成14年度に国庫補助金を受けて実施した史跡斎宮跡発掘調査（第136・

137・139次調査） の概要をまとめたものである。

2
 
明和町教育委員会が、国庫補助金の交付を受け調査主体となって実施した史跡現状変更等に伴う

緊急発掘調査の第138次調査報告書は、別途明和町教育委員会が刊行している。

3
 
遺構の実測にあたっては、 日本測地系による国土調査法（旧国土座標） の第VI座標系を基準とし、

世界測地系の対応は、平成14年度については行っていない。方位は旧国土座標による座標北で

示している。

4
 
遺構時期区分の指標となる土器の分類と時期認定については、

査報告』

5
 

ー

SA; 柱列

SK; 土坑

斎宮歴史博物館 2001年）による。

遺構表示記号は次のとおりである。

SB; 掘立柱建物

SX; 土壊墓・墓

SD; 溝 SE; 井戸

「斎宮跡の土器」（『斎宮跡発掘調

SF; 道路 SH; 竪穴住居

SZ; 落ち込み• その他

6
 
遺物実測図は実物の4分の 1を基本とし、資料の性格に応じて変更したものもある。遺物写真は

とくに指定した物以外は縮尺不同である。

7

8

 

出土遣物の色調は、 日本色研事業株式会社発行『新版標準土色帖』 (1995年版）に拠る。

遺物の文字表現には、材質の差による漢字の偏に必ずしも従うことなく、 「わん」は「椀」、 「つ

き」は「杯」 を用いている。

，
 

本書の執筆は、泉 雄二•伊藤裕偉• 小濱 学・水橋公恵があたり、 目次および文末に記した。

編集は調査研究グループで行った。 また、発掘調査および資料整理については、西村秋子・杉原

泰子・八木光代のほか、次の学生諸氏の参加があった。

服部英世• 清野陽一• 阿部美保・奥野絵美・ 竹内絵里奈・ 山田真靖• 鈴木敦夫・大久保幸枝

（以上、三重大学）、井上紗織（専修大学）
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ー 調査の経緯と概要

史跡斎宮跡は、後に斎宮歴史博物館が建設された

古里地区での宅地開発計画に伴い昭和45年に発掘調

査が始まり、文化庁の補助事業として昭和48年から

開始した範囲確認調査を経て、昭和54年3月27日に

国の史跡に指定された。県は史跡指定に伴い斎宮跡

調査事務所を設置して発掘調査に当たり、平成元年

からは斎宮歴史博物館を建設し、史跡解明の計画調

査を継続して実施している。

斎宮跡の発掘調査は、これまでの発掘調査成果の

蓄積から、史跡東部に存在すると考えられる平安時

代の斎宮跡の解明を中心として進められてきたが、

史跡西部に所在すると想定されてきた飛鳥• 奈良時

代の斎宮跡を解明することも重要な課題として残っ

ており、この課題解明のため平成13年度には第132

次調査として面調査を実施している。

発掘調査

史跡東部の調査では、斎宮寮の中枢部である内院

地区の可能性が強い牛葉・鍛冶山地区の調査、その

最北端の寮庫推定区画について、これまでの数次に

わたる調査で区画の解明がほぼ終了しているが、こ

の両者の区画間の神殿推定区画については、西半部

の解明が進んでいるものの、東半部については不明

な点が多いため、平成13年度の第133次調査に引き

続き、本年度は第136次調査を実施した。

史跡西部の飛鳥• 奈良時代の斎宮跡の調査は対象

地域が広いため、効率を考えてトレンチ調査による

範囲確認調査を本年度から 5カ年計画で開始するこ

ととなった。今年度は斎宮歴史博物館南側の旧竹神

社周辺で第137次調査を実施した。なお、近鉄斎宮

駅北側の「斎宮跡歴史ロマン広場」と斎宮歴史博物

館を繋ぐ位置に存在する奈良古道についても不明な

点が多いため、幅員を明らかにするための第139次

調査を実施している。なお、各次数の調査内容につ

いては本文を参照されたい。

史跡整備

『史跡斎宮跡整備基本構想』に基づき、平成8年

度から開始した近鉄斎宮駅北側での「斎宮跡ロマン

広場」の整備は平成13年度に完了した。当該整備地

の位置は、史跡東部で確認されている東西7区画・

南北4区画の一辺120m程の方格地割の西北隅4区

画の場所を占めている。この整備事業は、西北隅四

区画の外周道路・溝等の整備のほか、平成11年度に

は体験学習施設「いつきのみや歴史体験館」、平成

13年度には体験館の北側に1/10史跡全体模型を造成

し、調査で区画の内容の判明している 3区画につい

ては1/10建物模型を設置している。

平成14年度の整備は、前年度の「1/10史跡全体模

型」内に設置した遺構の音声ガイダンス施設と同じ

遺構の説明板（「内院」・「寮庫」・「古道」・「大溝」・

「祓川」）を現地に設置し、 1/10史跡全体模型と史

跡の現地をリンクできるようにしたほか、近鉄斎宮

駅前に史跡の案内板を 1基設置した。

なお、平成14年10月2日に明和町総合体育館で第

37回全国史跡整備市町村協議会大会が開催され、大

会終了後、「斎宮跡歴史ロマン広場」および斎宮歴

史博物館の視察を行った。

2
 
調査体制

史跡斎宮跡の調査・整備に関する業務は、斎宮歴

史博物館調査研究グループが担当した。当報告に関

わる組織は以下の体制で行った。

平成14年度

泉 雄二（主幹兼グループリーダー）・伊藤裕偉

（技師兼学芸員）・小濱 学（主事兼学芸員）• 水

橋公恵（技師兼学芸員）

平成15年度

泉雄二（主幹兼グループリーダー）•竹内英昭（主

査）・伊藤裕偉（技師兼学芸員）・小演 学（主事

兼学芸員）

-1-
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第I-1図 史跡斎宮跡位置図 (1: 50,000) 国土地理院発行 1/25,000「松阪」「明野」 （平成4年）より
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3 調査研究指導委員会議
の助言を得た。（順不同・ 敬称略、所属は平成14年

度当時）

斎宮跡の調査・整備について指導•助言を得るた

め、斎宮跡調査研究指導委員会議を実施している。

平成14年度は、第 1回を平成14年 7月18日（木）、

第 2回を平成14年11月15日（金）に開催した。指導

委員の方々は下記のとおりである (JI!員不同・敬称略）。

井上和人（奈良文化財研究所）、仁藤敦史（国立歴

史民俗博物館）、藤田盟児（名古屋造形芸術大学）、

平尾政幸((財）京都市埋蔵文化財研究所）、古川義

彦（関西文化財調査会）、上村安生（三重県生活部）、

大川勝宏（三重県教育委員会）、尾野善裕（京都国

立博物館）、木野本和之（亀山市教育委員会）、中野

敦夫（明和町斎宮跡課）、贄 元洋（豊橋市教育委

員会）、濱邊ー機（北勢町教育委員会）、山中 章（三

重大学）、渡辺博人（各務原市教育委員会）、大川

操•萩原義彦（三重県埋蔵文化財センター）・角正

芳浩（四日市教育委員会）•森川常厚（嬉野町教育

委員会）、尾崎 誠• 山岡奈美恵• 菅井裕子・渡辺

智恵美((財）元興寺文化財研究所）

上村喜久子（名古屋短期大学教授）

狩野 久（京都橘女子大学教授）

北原理雄（千葉大学教授）

佐々木恵介（聖心女子大学助教授）

鈴木 嘉吉（元奈良国立文化財研究所所長）

所 京子（聖徳学園岐阜大学教授）

八賀 晋（三重大学名誉教授）

町田 章（奈良国立文化財研究所所長）

渡辺 寛（皇學館大學教授）

なお、このほか本概報作成にあたり、下記の方々

調査次数 地区 面積(m) 調査日時 位 置

136 S10 460.0 14.5.14 ----14.8.13 明和町斎宮字西加座
137 G8•9, H8・9 700.0 14.8.19 -14.12.3 明和町竹川字中矩内
139 J 9, L9 92.0 15.2.4 ----15.2.12 明和町斎宮字塚山・字広頭ほか
138-1 S12 9.0 14.4.15 明和町斎宮
138-2 N6 74.0 14.4.23 -----14.4.30 明和町斎宮字篠林
138-3 T12 4.5 14.4.18 明和町斎宮
138-4 Kl3 2.5 14.5.13 明和町竹川

138-5 J 12 125.3 14.6.11 ----14.7.9 明和町竹川字東裏
138-6 L 12• 13 360.0 14.7.5 -14.9.27 明和町斎宮
138-7 011, P11 1.5 14.6.17 明和町斎宮字内山
138-8 K13 5.1 14.6.21 明和町竹川
138-9 T13 7.0 14.7.12 明和町斎宮
138-10 Kl3 3.4 14.7.19 明和町竹川字南裏

138-11 Q13 3.9 14.7.29 明和町斎宮
138-12 L7 0.8 14.8.2 明和町斎宮

138-13 Kll,Lll 11.0 14.8.20 明和町斎宮字広頭

138-14 PlO 22.0 14.8.21 明和町斎宮字御館

14.10.21 -
138-15 R7 50.0 

14.10.25 
明和町斎宮字西前沖

138-16 012, P 12 4.0 14.11.1 明和町斎宮字内山
138-17 Q6 6.0 15.1.17 明和町斎宮
138-18 M11 55.0 15.1.26 -15.2.3 明和町斎宮字広頭
138-19 013 4.5 15.1.21 明和町木葉山

138-20 
H8,L8,M9, 

1.8 15.2.10 斎宮、竹川ほか
Mll.P9 

138-21 I 13 3.7 15.3.10 明和町竹川
138-22 111 4.9 14.9.27 斎宮336番 1----334番 1

第 I- 1表平成14年度発掘調査一覧

-4-

（泉雄二）

土地所有者 現状変更名
保存地
区区分

明和町 計画発掘調査 2
明和町・個人 計画発掘調査 1・2 
明和町 計画発掘調査 l
個人 浄化槽設置 3 
個人 住宅新築 3 
個人 住宅新築 4 
個人 浄化槽設置 4 
竹川自治会 仮集会所建設 3
明和町 水道管改修 3 
近畿日本鉄道 支線設置 3 
個人 浄化槽設置 4 
個人 浄化槽設置 3 
個人 浄化槽設置 3 
個人 浄化槽設置 4 
明和町 水道管新設 3 

明和町
斎宮小学校バリ 4 
アフリー工事

明和町
無料休憩施

1 
設建設

個人 住宅建築 4 

個人 住宅改築 4 
個人 住宅建設 4 
個人 住宅建築 3・4 
個人 住宅増築 4 

明和町
測量基準点

1・2
の設置

個人 住宅建設 4 
明和町 水道管埋設 3 

ヽ
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II 第136次調査

(6 AS 10 

1 調査の契機と経過

第136次調査区は、史跡地内では東部にあたり、

調査地の地番は、明和町斎宮字西加座2717-3・7 

番地である。現況は畑地である。

今回の調査は、奈良時代末期から平安時代初期に

成立する斎宮の方格地割のうち、西加座南区画と呼

ばれる区画(I)の東半北西部分を対象に実施した。こ

れまでの発掘調査成果から、西加座南区画の西半は

「神殿」、北側に隣接する西加座北区画は「寮庫」、

南側の鍛冶山西区画は斎王が居住した「内院」に相

当すると考えられている。しかし、西加座南区画東

半については調査が進んでいなかったため、平成13

年度に公開された斎宮跡歴史ロマン広場1/10模型で

西加座地区）

も建物等の復元がなされていない。このため、平成

13年度以降の計画調査では、西加座南区画東半の空

間構成を解明することに重点を置くこととなった。

平成13年度の第133次調査では、南東部分を対象と

して調査を実施したので、平成14年度の第136次調

査では、区画の北側の状況を明らかにするべく、西

加座南区画東半の北西に発掘区を設定した。

調査は、平成14年5月14日に開始し、同年8月13

日に終了した。最終調査面積は460面である。調査期

間中、 5月30日には斎宮小学校児童の体験発掘（参

加者70名）を、 6月2日には「斎王まつり」にあわせ

た中間報告を、 7月21日には現地説明会（参加者84

名）を、それぞれ行った。 （水橋公恵）

第II-1図 第136次調査区位置図 (1: 2,000) ※破線は想定される方格地割側溝の位置
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3 遺構

調査の結果、平安時代前半を中心とした時期の掘

立柱建物8棟・柵（柱穴列） 1 列・区画溝 l 条• 土

坑多数のほか、近世以降の溝や現代の攪乱土坑など

を検出した。以下、主な遺構について記述する。

(1)掘立柱建物・柵（柱穴列）

調査区南半では多数の柱穴が集中して検出され、

8棟分の掘立柱建物と柵（柱穴列） 1条が復元でき

た。

SB 8536 調査区南半の北寄り、 S10区V 8• 9---.... 

y8・9グリッド付近で検出された東西 5間 (12.1 

m)X南北2間（約4.6m)の東西棟で、側柱建物で

ある。主軸はN89°E。柱掘形は、一辺約50------70cmほ

どの隅丸方形もしくは隅丸長方形を呈するものが多

い。柱穴の重複関係から、 SB8539よりも新しく、

S B 8537・8540・8541よりも古いことが判明してい

る。

S B8537 調査区南半の北寄り、 S10区V 8• 9---.... 

y8•9 グリッド付近で検出された東西 5 間 (11.2

m)X南北2間 (4.5m)の東西棟で、側柱建物であ

る。主軸はN87°E。柱掘形は、一辺約50------60cmほど

の隅丸方形を呈するものが多い。南西隅の柱穴につ

いては、埋土の断ち割り調査を実施し、検出面から

の深さが約70cmであることを確認した。柱穴の重複

関係から、 SB 8536・8538よりも新しく、 SB8540 

よりも古いことが判っている。

S B8538 調査区南半の北寄り、 S10区V 8• 9---.... 

y8•9 グリッド付近で検出された東西 5 間 (10. 5 

m)X南北2間 (4.4m)の東西棟で、側柱建物であ

る。主軸はN88°E。柱掘形は、一辺約50cmほどの隅

丸略方形を呈するものが多い。柱穴の重複関係から、

S B8537よりも古いことが確認できた。

S B8539 調査区南半中央、 S10区v9・10------y8・

9グリッド付近で検出された東西6間 (12.lm)以

上X南北 2間 (3.8m)の東西棟で、側柱建物であ

る。東側隣接地の第120次調査区には、このSB8539 

の棟の延長線上に、柱間が類似する柱穴がある。こ

の柱穴をSB8539とみれば、東西8間 (16.2m)に

なる。主軸はN82°E。柱掘形は、一辺約75cmほど

の整った隅丸方形を呈するものもあるが、やや不整

形のものが目立つ。

柱穴のひとつが、後述のSB8543と里複関係にあ

り、 SB8539のほうが古いように見受けられたが、

重複部分が小さいため先後関係を誤認している可能

性も残る。また、北東の柱穴の重複関係からは、 S

B8536よりも古いことを確認している。

S B8540 調査区南半中央、 SlO区v9・10,..,_.,y9・

10グリッド付近で検出された東西 5間 (12.3m) X 

南北2間 (4.8m)の東西棟で、南に 1間 (3.Om) 

の庇が付く側柱建物である。主軸はN90°S。身舎部

分の柱掘形は一辺約75,-,_.,11ocmほどの隅丸長方形、

庇部分の柱掘方は50X80cmほどの隅丸長方形を呈す

る。柱穴の重複関係から、 SB 8537・8538・8541よ

り新しく、 SB 8542・S A8545よりも古いと考えら

れた。

SB 8541 調査区南半中央、 w9・10,..,_., y 9・10グ

リッド付近で検出された東西4間 (9.7m) X南北2

間 (4.6m)の東西棟で、側柱建物である。主軸はN

90°s。柱掘形は一辺約60,..,_.,90cmほどの隅丸方形も

しくは隅丸長方形を呈する。柱穴の重複関係から、

S B8536よりも新しく、 SB 8540・8542よりも古い

ことが判っている。

10m 

第11-5図第136次調査区掘立柱建物・柱列配置図 (1: 200) 
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S B8542 調査区南半南寄り、 S10区w9・10"-'y

9• 10グリッド付近で検出された東西5間 (9.Om) 

X南北2間 (4.Om)の東西棟で、側柱建物である。

主軸はN90°S。柱掘形は一辺約40"-'50cmほどの隅

丸方形を呈するものが多い。柱穴の重複関係から、

S B 8540・8541よりも新しいことが確認できた。

S B8543 調査区南半南寄り、 S10区v9・10"-'y

9・10グリッドで検出された東西 5間 (12.Om) X 

南北2間 (4.8m)の東西棟で、側柱建物である。主

軸はN86°E。柱掘形は一辺約40"-'60cmほどの隅丸

方形もしくは隅丸長方形を呈するものが多い。現代

の攪乱に断ち切られた柱穴の断面観察によって、検

出面からは約25cmの深さを有していることが知られ

た。柱穴の重複関係からSB8542より古いことが判っ

ている。 SB8539とも切り合い関係にある。

S A8545 調査区南壁際、 S10区V10"-'y 10グリッ

ドで検出された柱穴列。調査中には掘立柱建物の北

辺部分に当たるのではないかと考えていたが、平成

15年度に実施した隣接地の調査（第140次調査）で、

南側へは続かないことが明らかになったので、建物

ではなく柵である可能性が高いと思われる。 N89°

Eの方向性で、東西方向に 5間分 (12.3m)を確認

している。調査区南端に位置していたため、ほとん

どの柱穴の南半部分を検出するには至らなかったが、

柱掘形は一辺約40cmほどの隅丸方形と考えられる。

検出面からの深さは、約25"-'37cm。柱穴の重複関係

から、 SB8540よりも新しいことを確認している。

(2)区画溝

S D6050 平成9年度に当調査区の東側隣接地にお

いて行われた第120次調査で検出された、西加座南

地区の北限溝。調査区北半のV6"-'y5グリッド付

近でその西側延長部分を確認した。検出面での最大

幅は1.3m、深さは約20cmで、断面は浅いU字形を

呈する。 N86°Eの方向性を有する東西溝で、 w5

グリッドでSK8516と切り合い関係にある。重複部

分が僅かであるため断定しがたいが、 SD6050が切

られているように見受けられた。埋土は、黒褐色粘

質土である。

遺物は小破片が多いが、北側へ開口部を向けて溝

底に据え置いたような状態で、土師器鼈1個体分（第

II-6図 1)が出土したことが特筆される。

-11-

(3)土坑

S K8510-8516 調査区北半、 SD6050よりも北側

のS10区v4・5、w4・5グリッド付近で検出さ

れた土坑群。東西10.5X南北6.0mの範囲に、大小

いくつもの士坑が重なり合う。検出面から40cmほど

の深さで底部が平らになるものや、深さ約110cmの

播鉢状のものなど、深さ形状ともバラエティーに富

む。埋土は、基本的に下層が地山ブロックを含む明

赤褐色土で、上層が黒褐色粘質土であるが、深い土

坑については完掘していない。

遺物は、いずれも上層から比較的多く出土する一

方で、下層からの出土はほとんど認められなかった。

S K 8520-8522 調査区中央西半、 S10区V7• w 

7グリッド付近で検出した重複する 3基の土坑。 S

K8520は一辺2.2mの隅丸方形で、検出面からの深

さ30cm。埋土は黒褐色粘質土。 SK8522は2.8X2.3

mの隅丸長方形で、同じく深さ30cm。埋土は上層が

黒褐色粘質土で、下層が地山ブロック混じりの暗褐

色粘質土。下層から遺物が多く出土した。 SK8521 

は、西側をSK8520に、東側をSK8522に切られて

おり、本来の東西方向の長さは不明だが、南北の長

さ2.3m、検出面からの深さ約20cmである。埋土は

黒褐色粘質土で、遺物は少ない。

S K8523 調査区中央、 S10区w6・x7グリッド

付近で検出した不整楕円形を呈する土坑。平面規模

は3.5mX2.5mで、検出面からの深さは約30cm。埋

土は黒褐色粘質士で、 SK8524の張り出し部を切っ

ている。

S K8524-調査区中央東壁寄り、 S10 区X• Y 7グ

リッド付近で検出した土坑。長径3.8mX短径2.8m

の不整楕円形で、北西側に張り出しを有する。張り

出し部分は別遺構の可能性も考えられるが、埋土に

顕著な差異が認められず、区分できなかった。検出

面からの深さは、最深部で約40cm。埋土は黒褐色粘

質土。

S K8529 調査区南半西壁寄り、 S10区v8グリッ

ド付近で検出された不定形の土坑。平面規模は長辺

約6mX短辺3mで、検出面からの深さ約20cm。中

央西寄りで底部が10cm程くぼむ。黒褐色粘質土の埋

土除去後、床面でSB 8536・8537・8538の柱穴が検

出された。



通番迪構名 追構のft格 次数 調l'f.11寺逍構名 地区 グリット 時期 斎宮編年 逍構の性格遥物・その他

SD 6050 区仙i溝 136 溝If) S10 ,-y5・6 存,fU,r人9各 I・4以降 方格地割西)J1111(南区画北辺道路側溝 應出上

SK 8510 _l: 坑 1:36 I. 坑28 S10 u・¥'4 平安前JUI頃 11-2頃 北側土坑群 不定形 土器は小）ヤのみ

SIく 8511 上坑 1:35 l.l/i22 S10 u・v4・5 斗''Ii:前期頃 ll-2頃 北側上坑群 イ＜定形

SK 8512 土坑 136 l.t!i26 S10 """ 、I'・安前）U! 頃 Il-2頃 北側上坑群 イ；定形上器は小片が多い

SK 8513 」：坑 136 !J/(27 S10 \\'•l 平安前JUI頃 Il-2頃 北側J.:坑群イ~it!fs

北側」：坑群 イ＜定形・大形 上器は1ネ滅した小Jヤ
SK 8514 上坑 136 砂'(2:i S10 ,. ・w4・5 'I''如lfJIUI頃 II-2頃

が多い

SK 8515 上坑 l36 L坑24 S10 w・x5 平安前）UI頃 IT-2頃 北側上坑群イ;;tlf~

SIく 8516 上坑 l:l6 I.J/i25 SJ() V•\\'5 ,, 匁（前WI頃 II-2頃 」t≪11J」；け(It)¥ イ勺,ti移

SK 8517 上坑 136 J.J/(29 S10 \I•\\'4 平安計1期頃 Il-2頃 小上坑

SK 8518 _l: 坑 1:l6 I. 坑:io S10 x4 平安1li1JUI頃 Il-3頃 製塩」：器/ILi.

SD 8519 溝 136 消20 S10 ,-y4 近(II:以降 SK851 l・8514より新 上器は小片のみ

SK 8520 上坑 1:36 L坑11 S10 v•w(う ·7 平安初期 Il-1 SK8521より新

SK 8521 上坑 1:36 J. 坑1:l S10 vEi ,7 'I'、女'WJVI TI-1 SK8520・8fi22より古

SK 8522 上坑 136 L坑I2 S10 u•\'(i·7 平安初期 II-1 SK8521より新

SK 8523 」：坑 1:35 l.li'OO S10 ". ・x6・7 平安卜）IJbl ll-1 

SK 8524 上坑 1:l6 U/il6 S10 x(i・7、y7 平’如j/j)UJ II~3 

SD 8525 溝 136 溝8 S10 Y7 平安巾!VI以降 Il・4以降 S1<8520・8521より新 S085:{lと同か？

SD 8526 溝 l:l6 溝18 S10 w7 ィ;1リl ィ＜明 上器は小片のみ

SK 8527 上坑 136 I .l/(l 7 S10 w7 'I'安以降 n以降

SD 8528 溝 1:l6 溝15 S!O x7 'I'安以降 II以降 小規校

SK 8529 上1/i 136 J_r/(6・14 S10 ,. •w8·9 'I匁‘如IIJUI II-3-4 3基の上坑が＇「（複か

SD 8530 溝 136 溝7 S10 ,・8 'I'・・ 如1,翡I以降 IT・-1以降 SK8529より新

SD 85:Jl 溝 136 溝5 SIO v9 平安以降 nr, 人II各 SD8525とj,;J. か？

SD 85:l2 溝 136 溝l S10 u5-IO 近世以降 土器は摩滅した小片多い

SD 8S:l:J 溝 136 溝4 SlO w9・10 +1リ］ イヽIり） 小規模 上器は小片のみ

SD 8534 溝 136 溝2 S10 X・y3-7 近l[t以降 土器は摩滅した小片多い

SK 85:l5 I. 坑 136 上坑3 S10 ¥'JO 平安 ri•ilUI Il<l SD8532より古鉄滓あり

SK 8546 Iヽ．坑 136 pit4 Sill w8 平安中期 n-,1 小土坑 J~ 器•括

第 II-1表第136次調査区遺構一覧
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通醤迫構名
整理時

地区 グリット ピット番号 ピット遺物の時期 述物時期
規模東酉fll)(m) 柱間

主軸
方位

備 考
追構名 x南北IGJ(m> （東西—南北） (N基携）

v8 Pl! 

v9 p37 p37 .... II以降

w8 p5・9 

S88536 建物l S10 x8 pl!・13 11-3? 5(12.1) X2(4.6) 2.4 -2.3 束西 Nl0 W 
5B8539より新

x9 p8 p8…・11・2以降 SB8537・8540・8541より古

y8 p!O•13 

y9 p!O・12 plO·•·•II 以降

v8 pl2 

v9 p6•40 p6・・・・112・3 

w8 p3•8 p8 …•II 以降
SB8536・8538より新

S88537 建物2 S10 w9 p5•6 p5 .... 11以降 ll-3 5(11.2) X 2(4.5) 2.2・2.4 -2.3 東西 N3°W 
SB8540より古

x8 p8・9 p8 …•II3 
全体にピットの上器多い

x9 p6・9 
v9-pit6に製塩土器

y8 p3•5 

v9 p7・24 

述物3
w8 p7 

SB8538 S10 ll-3? 5(10.5) X2(4.4) 2.1 -2.2 東西 N2°W SB8537より古
w9 p4 叫…・II2-
x8 p!O・14 

v9 p33 

v!O pl9 

wlO pl5 pl5…・II以降
x!O p26 

5B8536より古

建物4
S10 l・4? 

S88539 8(16.2) X2(3.8) 2.0 -1.9 束jlり N8°W 第120次調査区に延びる
TIO x8 p6 ll・l? 

x9 p4・12・14 
全体的に土器少ない

y8 p2の一部・7 p2• …n以降
y9 p9 

v9 p28・39 

vlO p14・17・20 pl4・・・・112-113 

wlO p3・7 

SB8540 建物5・9 S10 
x9 p7・13 pl:l···•II2- 113 

Il-3頃
5(12.3) X 2(4.8) 

2.4 -2.4・3.0 束西 NO゚
SB8537・8538・8541より新

p3・14・18・ 南面庇 SB8542•SA8545 より古
x!O pl4・・・・II 2-II 3 
19 

y9 p4・6 

ylO pll• 14 pl! •·•·II 2 

w8 p6 p6…・II 
w9 p7 

wlO pl• 11 pl! .... [I 3-

S88541 建物6 S10 x9 p!6 n -3頃 4(9.8) X 2(4.8) 2.4 -2.4 東西 NO゚ 5B8540・8542より古

xlO p6・27 

y9 p!2 pl2…・II 
ylO pl7 

wlO p2・9 p9・・・・II 3・4 

x9 p9 or plO 

SB8542 建物 7 S10 xlO p9• 10• 13 plO 0000II 4? II -4 5(9.0) X 2(4.0) 1.8 -2.0 東西 NO゚ S88540・8541より新

y9 p4·8• 14 pJ4 .... [l 4 

ylO p12の一部

v9 pl4• 27 

v!O p8•11•22 pll···•II 以降

w9 p3 

建物8
wlO p5 

SB854:l S10 
x9 p9 or 10 p!O…・II以降

I -4? 

II・l'/ 
5(12.0) X 2(4.8) 2.4 -2.4 束西 N4°W S88542より古

xlO pll 

y9 p5 

y!O p6• 7 

S88544 TIO 5(12.1) X 2(4.9) 2.4 -2.4 東西 N4°W 第 120次調査区内

vlO p5 p5 .... 11以降

wlO p!2 
SA8545 建物 JO S10 

xlO p9・16 

pl2…・II l 
II・4'/ 502.3)- 2.5 東西 NI0 W S88540より新

ylO plO 

第 II-2表 第136次調査区掘立柱建物一覧
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S K8535 調査区南西隅、 S10区vlOグリッドで検

出した士坑。平面形は長辺2.lmX短辺1.9mの隅丸

方形を呈する。底部は南半が一段深くなっており、

検出面からの深さは17cm。黒褐色粘質土の埋土除去

後、床面でSB 8540・8543の柱穴が検出された。

（水橋公恵）

4 出土遺物

第136次調査区からの出土遺物は、整理箱に換算

して約24箱である。内訳は、大部分が土器類で、少

量の金属製品がある。

ここでは主立った遺物について記述する。古代の

土器に関する分類・編年については、斎宮分類・編

年(2)および平城・長岡・平安京における編年（以下、

「都城編年」と呼称） (3)を参照した。

S D6050出土土器 (1. 2) いずれも土師器であ

る。 1は鼈形士器。高さ約34.7cmである。形態の基

本は、口縁部径約46cm、底部径約24cm、高さ約34cm

の鉢形を倒立させたものである。鉢形は輪積み成形

で、口縁部と底部のみやや幅の広い素地を用いてお

り、口縁部にヨコナデ、底部内面にヘラケズリが見

られる。左右の把手は、鉢形の状態であれば通常の

甑形土器の方向と共通する。以上のように、この土

器の基本形は甑形土器の製作と同じであるといえる。

焚口部分は、倒立させた鉢形の口縁部を半円形に切

除し、上部に庇を作り付けている。焚口部の前面両

裾には脚が取り付いている。 2は甕Aで、丸底にな

ると考えられる。

これらの土器は、鼈形士器の裾部形態から、斎宮

I-4期に相当すると考えられる。

S K8515出土土器 (3-5) 3は須恵器盤。摘部

が輪状になる蓋と形態が類似する。内面調整に比べ、

外面が丁寧であるため、その可能性もある。 4は土

師器杯Alで、口縁部があまり外反しないものであ

る。 5は底が狭く、口縁部の長い杯である。これま

での報告では杯Aに含めるものが多かったが、形態

的には明らかに別であるため、ここでは杯A3とす

る。口縁部外面に、弱いながらも 2単位のヨコナデ

が見られる。

これらは、概ね斎宮II-2期に相当するものである。

S K8516出土土器 (6-8) 6は土師器椀A。内

面に暗文が無いものである。 7は土師器杯Al。8

は須恵器で壷Gと考えられる。概ね斎宮IT-2期に

相当するものである。

S K8511出土土器 (9・10) 9は土師器椀A。ロ

縁部に油煙痕が付着しており、燈明皿として用いら

れたと考えられる。 10は土師器杯Al。口縁端部外

面が凹線状に窪む。これらは、概ね斎宮Ilー 2期に

相当するものであろう。

S K8514出土土器 (11・12) 11は土師器皿A2だ

が、口縁部は直線的に開いている。底部外面に墨書

があり、筆跡から「木」と考えられる。破損部があ

るので、単漢字かどうかはわからない。 12は須恵器

で壷Gと考えられる。これらは概ね斎宮Ilー 2期に

相当するものであろう。

S K8517出土土器 (13) 13は志摩式製塩土器であ

る。底部は残存していない。全体に、被熱で赤～青

変している。斎宮Il期の範疇と考えられる。

S K8535出土土器 (14,....,20) 14• 15は土師器杯A

2。14は剥離が激しく、調整等は不明。 15は口縁部

外面に2段のヨコナデが観察できる。 16,....,18は土師

器皿で、 16・17は皿Al、18は皿A2である。 19は

志摩式製塩土器。 20は灰釉陶器椀である。

これらは、概ね斎宮Il-3期に比定できると考え

られる。

S K8523出土土器 (21,....,35) 21,....,23は須恵器。 21

は杯B蓋、 22は杯A、23は長頸壺の体部と考えられ

る。 22はやや深手のもの。

24,....,35は土師器。 24は椀Aで、内面は粗雑な斜放

射状暗文と、見込みに螺旋状暗文を施す。 25も椀A

で、やや小形のもの。 26は杯A2、27,....,30は杯Al

である。 29はやや厚手で、口縁端部は内面を強くヨ

コナデすることで、窪ませている。内外面ともに「キ」

字形のヘラ記号を焼成前に刻んでいる。 27• 28は、

30よりも古い様相を残しており、同一遺構内の出土

遺物中に時期差があるのかも知れない。 31,....,33は皿

Al。

34は把手付の鍋で、斎宮では鍋Bに分類される。

35は鉢で、口縁端部はやや内側に傾斜している。

これらの遺物は、概ね斎宮Il-1期に相当しよう

が、いくつかは古い様相を残しており、全体として

はその前半期と考えられる。
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S K8522出土土器 (36--.....59) 36・37は須恵器。 36

は皿B蓋で、美濃須衛産と考えられる。 37は杯A。

3g--.....59は土師器。 38は杯Gで、内面に暗文が施さ

れないもの。 39--.....47は杯Al。40の内面には、「キ」

字形のヘラ記号が焼成前に刻まれている。 45--.....47は

やや大形のもので、小形のものに比べて形態的に古

い要素を残している。 48・49は杯A2。49の外面調

整はヨコナデとヘラケズリである。 50は椀Aと杯A

との折衷的な形態をなすもので、ひとまず杯Cの系

統としておく。精良な素地粘土を用いているようで

ある。内面には斜放射状暗文と、見込みに螺旋状暗

文を施している。 51も同様に、杯Cとする。

52--.....54は皿Al。53のみ口縁部が強く外反するが、

底部は54のみが丸みを持っている。 54は皿A2とも

共通するものである。

55--.....59は甕• 鍋類。 55は甕Bで、体部に 1箇所の

把手が取り付く。体部外面下半はハケメ、内面下半

はケズリである。 56• 57は甕A、58は長胴形となる

甕Cである。 59は鍋Bで、深手のものである。

これらの一群は、概ね斎宮II-1期に相当するが、

杯Aに古い様相が認められるので、そのなかでも古

相に相当するものであろう。

S K8520出土土器 (60--.....65) 図示したのは、いず

れも土師器である。 60は椀Aに類似するが、内外面

に粗雑なヘラミガキを施すもので、あまり例を見な

いものである。 61は杯Al、62は皿Alである。

63は受口状の口縁部となるもので、底部は抜けて

おり、内面外周をヘラケズリしている。内面にば煤

ないしは炭化物の付着が認められるので、製作手法

的な特長は甑である。ただし、口縁部がやや波打っ

た状態であるため、図は天地逆で、受口状の焚口笠

部となる、少し変わったカマドである可能性もある。

64は長胴形をなす甕C、65は甕Aである。

これらは、概ね斎宮II-1期に相当する時期のも

のであろう。

S K8529出土土器 (66--.....90) 66--.....78は土師器杯A。

底が丸みを持ち、口縁部が弱く外反する形態となる

もの。 66--.....71は杯A2、72--.....79は杯Alの系譜と考

えられる。 80は、分類上は杯に含める他無く、杯A

2としておくが、全体的な手法は皿A2にも類似す

る。類例が増加すれば、それらの折衷形として分離

ができる。 81も杯A2の系統であろうが、やや大形

のものである。 82も同様に、杯Alの大形のものと

しておく。

83・84は土師器皿で、 83は皿Alの系統、 84は系

統的に追えないもので、皿A3としておく。いずれ

も小形化しており、とくに83は、その後の小皿へと

つながる形態であろう。 85は土師器で台付皿。
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86-88は灰釉陶器で、 86は小椀、 87・88は椀であ

る。概ね齋藤孝正氏による編年(4)の折戸53号窯式頃

に相当するものであろう。

89は土師器甕、 90は灰釉陶器で短頸壺である。

これらは、斎宮IIー 3期でも新しい一群に相当す

ると考えられる。

S K8518出土土器 (91) 91は土師器で、杯A2で

ある。斎宮II-3期に相当する。

S D8534出土土器 (92) 92は灰釉陶器椀。美濃産

と思われ、東山72号窯式に併行するものであろう。

ただし、 SD8534は近世以降の遺構と考えられるの

で、この士器は混入と思われる。

S K8546出土土器 (93-99) 土師器類のみである

が、出土状況から一括性の高いものである。 93-97

は杯Aで、 95は杯Al、97は杯A3、他は杯A2の

系統であろう。 98は台付皿。高台が高く大きいが、

それに比して皿部は小さい。 99は椀。全体に薄手で、

外面は整形の後にハケメを施している。

これらは、斎宮II-4期に相当するものである。

S B8540出土土器 (100) 100は須恵器杯B蓋であ

る。摘部は腰高な宝珠形をなす。斎宮IIー 2期頃の

ものであろうか。

S B8537出土土器 (101) 101は士師器椀Aないし

は杯A2である。斎宮II-3期頃のものであろう。

S B8543出土土器 (102) 102は土師器杯Alであ

る。斎宮II-1期のものであろう。

S B8542出土土器 (103・104) 103・104は灰釉陶

器椀である。折戸53号窯式2型式から東山72号窯式

にかけてのものであろう。 104の高台内面には「衆」

の墨書が見られる。

その他ピット出土土器 (105-115) 建物としてま

とまらないピットから出土した土器をここにまとめ

た。 105は須恵器杯B蓋、 106-110は土師器で、 106・

107は杯Al、108は小皿、 109は杯A2、110は皿A
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1である。 106と107、および109と110はそれぞれ同

ーピットから出土した。 111-113は灰釉陶器椀・皿

類。 114は硯で、いわゆる「猿面硯」である。海部

に同心円当て具痕が見られ、外側縁は研磨されてい

る。 115は須恵器で、円面硯の海部である。墨痕が

よく残っている。

遺構外出土土器 (116-123) 遺構に伴わずに出土

した遺物をまとめた。 116は須恵器円面硯、 117は須

恵器杯B蓋である。 118は須恵器壷G、119は須恵器

捏鉢で、底部外面には貫通しない刺突をランダムに

施している。

120は緑釉陶器の椀で、全面に施釉が見られる。

121は円管状のもので、貫通しない穿孔が中央に見

られる。外面には螺旋状の凹線が巡っており、そこ

に緑釉の付着が認められることから、緑釉陶器の何

らかの破片と考えられる。素地は軟質である。

123は土師器鍋Bと考えられる。破片のため、把

手部は、遺存していかなった。

その他の出土遺物 その他の特徴的な遺物には、軽

石 (SK8529)、平瓦片 (SK8516)、記載内容不明

の墨書土器片 (SK8515)などがある。また、土錘

が10個体ほど出土している。

鉄器• 鉄製品類では、 SK8535から鉄滓が、 SK

8522からは鉄釘のほか、用途不明の鉄器片が出土し

次数 地区 グリット 遺構・層名
緑釉破片

備
数

136 S10 v5 包含層 1 

考

136 SlO v7 包含層 2 円管状の破片（第II-9図121)

136 S10 v8 SK8529 3 

136 SlO v9 pit6 2 

136 SlO v9 SK8529 1 

136 S10 w4 包含層 1 輪花あり

136 S10 w5 包含層 6 

136 S10 w6 包含層 2 

136 S10 w7 包含層 1 

136 S10 w9 包含層 1 

136 S10 xlO pit5 1 

136 S10 xlO pit26 1 

136 S10 x5 溝 2 1 

136 S10 x5 溝 2 1 

136 S10 x6 溝 2 1 

136 SlO x7 溝 2 1 

136 S10 x8 pit9 1 輪花あり

136 S10 x8 溝 2 1 

136 S10 ylO pitl 2 

136 S10 y5 包含層 1 

136 S10 y5 溝 2 1 

136 S10 y8 pitl 1 

136 S10 y9 pit12 1 

136 不明 不明 3 うち l点は図示（第II-9國120)

第11-3表 第136次調査区緑釉陶器出土地点・破片数一覧
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ている。

第136次調査区における緑釉陶器片の出士状況は、

第1Iー 3表にまとめた。総破数は37点である。これ

までの調査区と比べて、当調査区での量はとくに多

いというわけではない。 （伊藤裕偉）

5 まとめと検討

第136次調査区の成果と課題をまとめておく。

(1) 地形の状況

今回の調査区は、調査区南端部の標高が9.7m (遺

構検出面）で、北端はそれよりも約50cm低い9.2m

である。今回の調査区からは南東にあたる、平成13

年度に実施した第133次調査区では、北端が9.8m、

南端が9.lmである。第133次調査区の南端は、方格

地割西加座南ブロック南辺の区画溝（道路側溝）に

近い。このことから、西加座南ブロックの南北断面

は、南北端の区画溝（道路側溝）が低く、ブロック

の中央部分が高い状態にあることがわかる。

第133次調査区の南部では、黒色土の堆積が確認

でき、水脈が近い状況を確認していることから、元々

地形的に低い部分に道路が設定されたと考えられる。

それに対し、今回の第136次調査区では水脈が近い

ような状況は確認されていない。方格地割内部への

水被害を防ぐために、西加座南ブロック北部の道路

部分をやや下げるといった工夫がなされて

いる可能性が考えられよう。

（伊藤裕偉）

(2) 方格地割道路内土坑群

西加座南ブロックの北辺となる区画溝S

D6050の北部に、 SK8511をはじめとした

不定形士坑群が存在する。調査当初、これ

らの土坑は斎宮寮に関係しない時期の遺構

かと想定したが、近世の遺構埋土であれば

間違いなく含まれる基盤層のブロック土が

見られず、黒色土を基本としたものであっ

たことや、まとまった出土遺物こそ見られ

ないものの、斎宮寮廃絶以後の遺物が全く

見られないことなどから、斎宮寮機能時期

に相当する遺構である可能性が高いものと

判断している。



この土坑群から出土している土器類は、斎宮 I-

4期をP嵩矢に11ー 1,..._,,3期を中心としたものである。

つまり、出土遺物の状況からは、斎宮II-2期頃に

はこれら遺構の開削がなされていると考えられるの

である。斎宮における方格地割の形成時期は、斎宮

1-4期と考えられているので、成立後間もなく、

道路敷に土坑群が開削されたことになる。

方格地割道路敷が、成立後それほど時間を経ずに

機能停止している状況は、第133次調査でも確認さ

れている。方格地割の存在は、史跡斎宮跡を特長付

ける重要な要素として公表されているが、その実態

がいかなるものであったのかは未だ明確にはなって

いないといえる。当調査区で確認された土坑群は、

それを考察する上で非常に重要な資料となろう。

（伊藤裕偉）

(3)掘立柱建物の変遷

今回の調査では、掘立柱建物8棟と柵（柱穴列）

l列を確認した。 8棟の掘立柱建物は、どの2棟を

選んでも、必ず平面的に重複部分を有しているため、

柵 1列を除いて、複数棟の同時存在はありえないと

言える。したがって、この点を建物変遷検討に際し

ての前提とすることができるだろう。

さて、調査区内で検出された建物の新旧関係につ

いては先述したが、改めて建物どうしの切り合い関

係から、先後関係を確定できる分についてまとめる

と、次のようになる。

S B 8536• 8538→ 8537→ 8540→ 8542・S A8545 

(S B 8536・8538は同時存在ではないが、先後関係

不明）

では、残るSB 8539• 8541・8543はどこに位置付

けられるだろうか。まず、 SB8541について考えて

みたい。既に述べたように、 SB8541については柱

穴の切り合いから、 SB8536→ 8541→ 8540という先

後関係を確認できた。問題はSB 8538・8537との新

旧関係が明らかでないことだが、 SB 8536·8538• 

8537は、規模と主軸方位の共通性が極めて高く、ほ

ぼ同一位置で検出されていることを考えると、連続

して建て替えられた建物ではないかと考えられる。

一方、 SB8541と8540の間には、東西に柱間ー間分

位置的なずれがあり、庇の有無といった相違点も認

められるが、柱間間隔や主軸方位が非常に似通って

いる点に、連続性の高さを見出すことができそうに

思われる。したがって、若干の不安要素を含みつつ

も、 SB8536の柱穴を切ると見られるSB8541は、

S B8537よりも新しいと考えられ、先に示した建物

変遷の順序にSB8541を加えて、次のように考える

ことができる。

S B 8536・8538→ 8537→ 8541→ 8540 

→ S B 8542・S A8545 

つぎにSB 8539• 8543についてだが、 SB8539の

柱穴はSB8536に切られているので、 SB8536・8538・ 

8537が連続的な建て替えであるならば、 SB8536• 

8538のいずれよりも古いことになる。

では、最後に残ったSB8543については、どのよ

うに考えられるだろうか。かなりの不安要素を卒み

つつも、遺構検出時にはSB8539がSB8543に切ら

れているように見受けられたので、一応SB8539よ

り新出の建物と考えたいが、他の建物との先後関係

を遺構の切り合いから説明することは困難である。

しかし、 II-3期に位置付けられるSK8535の埋士

除去後、その床面でSB8543の柱穴が検出されてい

ることが、この建物の時期を考える手がかりとなり

そうである。

そこで、柱穴出士の遺物から、各建物の時期を検

討してみる。ただし、調査区内での遺構の重複は非

常に激しく、調査時に、一部新しい時期の遺構埋土

を掘り残したまま切り合い関係にある古い柱穴の埋

土を掘削している可能性も否定できないので、 1 . 

2点の小片での時期決定には慎重を期す必要がある。

S B8539 小片ばかりなので細かく時期を絞り込め

ないが、土師器はIIー 3期以前と考えられ、灰釉陶

器が小片も認められないことを踏まえれば、 II-1 

期にまで遡ることも考えられる。
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S B 8536・8538・8537 図示していないが、いずれ

からも灰釉陶器片が出土しており、施釉方法と高台

の形状が判るものは、いずれも刷毛塗りの三日月高

台である。過去の調査事例から、こうした特徴を有

する灰釉陶器はII-3期の土師器に伴う可能性が高

いと考えられ、これは伴出の土師器（第II-9図101)

とも矛盾しない。



SB 8541 小片ばかりなので細かく時期を絞り込め

ないが土師器はIIー 3期以前と考えられ、灰釉陶器

片が出士している。

S B8540 図示した須恵器蓋（第II-9図100)は、

II-3期以前のものと考えられるが、土師器杯の小

片の中には白くて薄手のII-4期的な要素をもつも

のが認められ、 II-3期,..._,II -4期の過渡期頃に位

置付けられる可能性が高い。

S B8542 図示した灰釉陶器のうち103(第II-9 

図）は灰釉が漬け掛けされており、過去の調査事例

から、こうした施釉方法の灰釉陶器は平安時代中期

以降の士師器に伴うことが知られている。また、伴

出の土師器には白くて薄手の杯が多く、こうした特

徴もこの建物を平安時代中期に位置付けることと矛

盾しない。

以上、 SB8543をのぞく掘立柱建物の時期を、柱

穴出土の遺物から検討してみたが、遺構の切り合い

から想定した建物変遷との間に大きな矛盾はないこ

とが判った。また、 SK8535とSB 8536・8538・ 

8537はいずれもII-3期に位置付けでき、ほぼ同時

期の遺構であると考えられ、これはSK8535とSB

8536・8538・8537の間に重複関係が認められないこ

ととも矛盾しない。したがって、 SK8535に柱穴を

切られるSB8543は、 SB 8536・8538・8537よりも

古い可能性が高いと考えられる。さらに、時期的な

形態変化の乏しい器形であるため、細かく時期を絞

り込みにくいものの、 SB8543の南西隅柱穴から出

土した土師器椀Aの類品を、 II-1期やIIー 2期に

位置付けられる土器群の中に比較的容易に見出しう

ることは、この推測の傍証となるだろう（ちなみに、

S B8543の柱穴のひとつから灰釉陶器椀の口縁部の

小片が出土しているが、これは先にも触れたように

調査時の遺物取り上げのミスかと思われる）。

すなわち、ここまでの検討結果をまとめると、第

136次調査で検出された建物については、次のよう

な変遷順序を想定できる。

S B8539→ 8543→ 8536・8538→ 8537→ 8541 

→ 8540→ 8542・S A 8545 

(S B 8536・8538は先後関係不明で同時共存せず、

S B8542とSA8545は同時共存する可能性あり。）

以上のことから、調査区内の建物変遷は大きく次

の4時期に区分することが可能ではないかと考えら

れる。

第 1期 建物の主軸方位が、真北と直交する東西線

から4"'8度ほどずれているSB 8539・8543の時期。

出土遺物からの時期決定が難しいが、 II-2期以前

に遡る可能性を有する。

第2期 建物の主軸方位が、真北と直交する東西線

とほぼ一致しており、ほとんど同一の場所で同規模

(5間X2間）の建物が連続的に建て替えられてい

る時期。 SB 8536・8538・8537がこの時期の建物。

柱穴出土の遺物から、 II-3期と推定される。

第3期 建物の主軸方位は第2期とほとんど変わら

ないが、建物の位置がやや南にずれる時期。この時

期の建物としては、 SB8541・8540が該当する。出

士遺物からみて、 II-3期の終わり頃から II-4期

にかかる時期かと思われる。
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第4期 建物の主軸方位も位置も第3期と大きく変

わらないが、柱間間隔が狭くなり、建物の平面規模

が急速に小型化する時期。 SB8542とSA8545が、

この時期に属する。出土遺物から、 II-4期と考え

られる。

さて、改めてこの変遷から気付くことは、第 1期

と第2期の間で建物の主軸方位が大きく変化してい

ることである。残念ながら、第 1期の建物SB8543 

とSB8539がいつまで遡るかを示す直接的な証拠が

ないため、この変化が起きた時期については一部推

測を交えざるをえないが、 II-3期以前であること

はまず問違いない。そして、 IIー 3期の幅の中で、

度々建物の建て替えが行われているらしいことを考

えれば、第II期の始まりがII-3期に大きく食い込

むことは考えにくい。したがって、建物主軸方位の

変化を伴う第 1期から第2期への転換は、 II-2期

もしくはそれ以前のことではないかと考えられる。

これが、ちょうど斎宮の離宮院への一時移転時期と

一致する可能性があることは注目に値する。つまり、

建物の主軸方位の変化は離宮院へ移転する前と、当

地に帰ってきた後の違いと評価できる可能性がある。

こうした建物主軸方位の変化は、今回の狭い調査

区で確認されるだけの現象ではないことである。以

前からこのような変化の方向性についての指摘はな



されており、今回の調査区周辺に限っても、同じ西

加座南区画の第133次調査(5)では、同様の方向性で

の建物主軸方位の変化が報告されているし、西側の

第120次調査(6)や同地区東半の第86次調査(7)などでも

その傾向を読み取ることができる。こうした事例の

多さから考えると、今後斎宮の研究を進める上で建

物主軸方位の検討が更に重要な課題となることが予

想されるが、詳細な検討はいずれ刊行される予定の

正式報告書に委ねることとし、ここでは問題点の指

摘にとどめておきたい。

（水橋公恵）

(4) S B 8543とSB8544の関係

第136次調査区で確認された SB8543は、 2001年

度に実施した第133次調査の概報(8)で指摘した、“「寮

庫」区画に類似する建物群”の 1棟に相当する。第

II -4図には、第120次調査区で検出されていた、

同じくこれに該当する建物を「SB8544」として表

示した。これは、第120次調査区の概報作成段階で

は、掘立柱建物としてまとめられていなかったもの

である。

S B8543とSB8544は、方格地割西加座南区画東

半部における当該建物群のなかで、東西2棟が並列

する状況が明確に認識できる、現状では唯一の地点

である。そのため、前年度の概報を補う意味で、こ

の2棟の関係を見ておく。

まず、 SB8543と区画溝SD6050との関係は、 S

D6050の溝底中心から SB8543の北側柱列までの間

が約1,350cmで、 1尺与30cm前後と見た際の45尺に

あたる。これは、 SB8544とSD6050溝底中心との

間の数値と同様である。

つぎにSB8543東側柱列とSB8544西側柱列との

間は約1,490cmで、尺換算では49.7尺となることか

ら、 50尺を基準にしたと考えられる。ただし、「寮

庫」と推定されている西加座北区画では、同様な 2

棟間の間隔はまちまちである。一定の計画性がある

としても、それほど厳密なものではない可能性があ

る。

S B8543は、前述のように時期的にはII-2期以

前と指摘できるにとどまるが、西加座南区画東半部

に、西加座北区画の「寮庫」と同じ時期に同様の区

画が形成される時期のあることは認めてよいと考え

られる。

（伊藤裕偉）

＜註＞
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(1)過去の報告書等では西加座南地区と呼ばれることが多

かったが、単に調査地点の字名をさす場合もあり、若

干の混乱が認められる。方格地割の単位については、

地区以外にブロックとも呼ばれており、統一された呼

称ではないが、ここでは、区画という名称を使用する。

(2)駒田利治・泉 雄二•倉田直純「斎宮跡の土器」（『斎

宮跡発掘調査報告』 I 斎宮歴史博物館 2001年）

(3)都城編年については、奈良国立文化財研究所編『平城

宮発掘調査報告』 XIV(1993年）のほか、古代の土器

研究会編『古代の土器 l 都城の土器集成』 (1992年）

を参照した。

(4)齋藤孝正「猿投窯出土の灰釉・緑釉陶器碗．皿類の変

遷」（『日本の美術』 No.409 越州窯青磁と緑釉• 灰釉

陶器 2000年 至文堂）以下、灰釉陶器についてはこ

の文献に拠る。

(5)斎宮歴史博物館『史跡斎宮跡 平成13年度発掘調査概

報』 (2003年）

(6)斎宮歴史博物館『史跡斎宮跡 平成9年度発掘調査概

報』 (1999年）

(7)斎宮歴史博物館『史跡斎宮跡 平成2年度発掘調査概

報』 (1991年）

(8)斎宮歴史博物館編註(5)文献に同じ。
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口緑9/12

二自然釉
k「明皿使用
四方に油煙

009-3 

009-4 

008-3 

(2~ 糾～内：ヨコナデ、外：オサエナデ 並 I軟 I黄橙7.5YR7/8 I口緑4/121粗製 008-4 

:i:~1;;;: : :::: : : ::::: 板I: I : 1::::::: 007-5 

007-2 

二
並I軟 I橙5YR6/8

並 I軟 1橙5YR6/8

並 I軟 1橙5YR6/8

並 I軟 1橙5YR6/8

口緑3/12

日緑
11/12 
I底部に黒化部あり

口緑3/12

日緑 I府は胤iミ_'.キ細孟形のヘラ、出I}
11/12 外面に煤付臀—· 
口緑4/12

u緑4/12

007-3 

007-1 

007-4 

008-2 

17.0 
2.1 
口～内：ヨコナデ．外：オサエナデ 並 軟橙5YR6/8

17.6口～内：ヨコナデ．体外：オサエナデ、 やや

2.2底外ユビオサエ
密
堅
橙5YR6/8

34.6口：ヨコナデ．外：ハケメ、内：（上）ハケ． 密

13.2 (下）ケズリ．把手：ナア 乳,・,f,j~ ,.,, .. 良 浅黄橙7.5YR8/6I IJ緑 5/12I口緑部に歪み

27.1 I]: ヨコナデ.I~ 外：(J:)タテ／＼ケ後ユピオサエナデ．（下） やや
11.7タテ/¥ケ後ケズリ、底外：ナデ．体内： /¥ケ、底内：ナデ 軟

密橙5YR6/8

25.4 o-内：回転ナデ、外：回転ケズリ、ツ
4.1マミ貼I寸回転ナデ 密 堅緻灰白 N8/0

10.7 
3.6 
体外～内：回転ナデ．底外：回転ケズリ 密 堅緻灰N6/0

12.3口：ヨコナデ、外：オサエナデ、内：ナ
3.8デ

13.6口～内：ヨコナデ.I本外：オサエナデ．
2.9底外：ナデ

口緑4/12 008・1 

口縁6/12 009・2 

口緑8/12 009・1 

口緑 1/12 017-4 

017-5 

密良
にぶい黄橙

式 6

口緑2/12

口緑3/12

口緑4/121内面に「キ」字形のヘラ記号

010-1 

016-2 

015-2 

胃口：ヨコナデ、内外：ナデ

l醤口：ヨコナデ、内外：ユピオサエ

やや密IややぶK堅緻I橙 5YR6/8 日緑5/12I色調の進う 2片が接合 015-1 

密 I良 I橙5YR6/8 口緑8/12 013-4 

第II-4表第136次調査区出土遺物観察表(1)
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め 出上追構 器種
法鼠

調整•技法の特徴 胎上 焼成 色 調 残存度(cm) 備考 登録ぬ

S10-w7 J:師器 ロ縁 13.6 
42 SK 8522 杯Al 器裔 3.0 

口～内：ヨコナデ、外：ユピオサエ 密 良 橙5YR6/8 u緑 6/12 015-5 

SIO・w7 土師器 口縁 13.6 
ロ～内：ヨコナデ、外 軽いオサエナデ4:l SK 8522 杯Al 器高 3.0 密 良 橙 5YR7/8 [」縁 5/12 015-4 

SJO-w7 上師器 ロ縁 13.6 
口～内：ヨコナデ、外 オサエナデ44 SK 8522 杯Al 器裔 2.9 密 良 橙 5YR6/8 口緑8/12 015-3 

45 
S10-w7 上師器 口緑 16.2 

[J : ヨコナデ（一部オサエナデ）
粗

SK 8522 杯Al 器高 3.2 長6
良 橙 5YR7/6 口緑9/12内面剥離 013-6 

46 
S10・¥¥'7 1:師器 口緑 16.9 口：ヨコナデ（一部オサエナデ）、内外：
SK 8522 杯Al 器裔 3.6ユピオサエ

密 良 橙 5YR6/6 u縁 8/12 013-5 

47 
S10-w7 :l: 師器 口緑 16.4 口：ヨコナデ、体外：ナデ、底外．ユビ やや 口緑
SK 8522 杯Al 器高 3.8 オサエ、内：ナデ 密

良 橙 7.5YR7/6 
11/12 

013-1 

48 
S10-w7 上師器 口緑 17.6 

口．ョコナデ、外：剥離、内：ナデ 密SK 8522 杯A2 器高 4.1 良 橙 5YR6/8 l」緑5/12外面剥離 016-1 

49 
S10-vw7 上師器 口縁 15.6 

IJ: ヨコナデ、体外：弱いケズリSK 8522 杯A2 器高 4.2 粗 良 橙5YR6/8 口縁5/12 013-3 

50 
S10-w7 J:師器 D縁 16.4 口：ヨコナデ、ヘラ、外：ナデ、内：ナデ、 粗

良
ロ縁

SK 8522 杯C 器高 7.1 暗文
内部 橙 5YR6/8 014-1 
しまる 10/12 

51 
S!O-w7 」：師器

口縁 16.1 内外：ナデSK 8522 杯C 粗 良 橙 5YR7/8 II縁 1/12 013-2 

52 
SIO-w7 土師器 口縁 20.3 u: ヨコナデ、外．オサエナデ、内・ ナ

密SK 8522 HUA 1 器高 2.2デ 良 橙 5YR6/6 口縁3/12 016-4 

53 
S10-w7 土師器 口緑 17.8 口：ヨコナデ、外：ユピオサエ、内：ナ 密
SK 8522 llllA I 器高 2.2デ 白粒少

良 橙 2.5YR6/8 IJ縁 2/12 015~5 

54 
SIO-w7 上師器

口緑 17.8 
rJ: ヨコナデ、体外：ナデ．底外：板ナ

SK 8522 llllA I デ風のケズリ、内：ナデ
密 良 橙 5YR6/8 LI緑 4/12 016-3 

55 
S!O・w7 」：師器

口緑 19.0 
u: ヨコナデ、外 （上）／＼ケメ，ナデ（下） I¥ケメ、内

粗
把手は 1ヶ所のみ

SK 8522 甕B II・) I¥ケメ、（下）ケズリ，把手（寸Ill挿人オサエナデ
良 灰白 2.5Y8/2 LI緑 8/12

外面に煤付着
019-1 

56 
S10-w7 上師器

口緑 17.0 ~I : ヨコナデ、内外： Iヽケメ 粗
にぶい黄橙

SK 8522 甕A 良
!OYR7/4 

LI緑4/12 017-2 

57 
SIO-w7 上師器

ロ縁 19.0 LJ : ヨコナデ、内外：ハケメ
やや密 にぶい褐色

SK 8522 痰A 白粒
良
7.5YR5/4 

n緑 3/12外illiに煤付着 017-1 

58 
S!O-w7 上師器

口緑 25.8 日：ヨコナデ、内外：ハケメ 粗
SK 8522 槻C 小石多

良 橙 7.5YR7/6 II緑 3/12外面に薄く煤付着 017-3 

59 
S10-w7 上師器

口緑 38.8 
~I: ヨコナデ、外：(I:)タテ/¥ケ、（下）ヨコI¥ケ、内，

SK 8522 鍋B (I:)/¥ケメ、（下）ケズリ、把手挿入ナデオサエ
粗 良 橙 5YR7/8 U緑 4/12把Fl寸鍋 018-1 

60 
S10-v7 上師器 ロ縁 9.7 LI-内：ヨコナデ後ミガキ、外：ユピオ 口縁6/12
SK 8520 椀A 器贔 3.8 サエ後ミガキ

密 良 橙 5YR6/8
底部 11/12

ヘラミガキを用いるが、粗雑 011-3 

61 
S10-,-7 上師器 口緑 14.1 

口～内：ヨコナデ、外：ケズリ 密 良SK 8520 杯i¥I 器高 2.4 
橙 2.5YR6/6 口緑4/12 011-1 

62 
S10 ,・7 上師器 口緑 16.4 口～内：ヨコナデ、体外：ユピオサエ、

密 良
U緑 l/12

SK 8520 皿Al 器麻 2.1 底外：ナデ
橙 5YR6/6

底部4/12
011-2 

6:l 
S!O-v7 J: 師器 口緑 38.l l」：ヨコナデ、外・（上）ハケメ、（下）

粗 良
にぷい橙 l..l緑 :J/12

SK 8520 巽形甑 器高 15.3 オサエナデ、内： 1ヽ ケメ、（裾）ケズリ 7 5YR7/4 底部4/12
内面に煤ないしは炭化物付がf 012-2 

64 
S10-v7 上師器

口緑 27.0 口：ヨコナデ、内外：ハケメ 粗 良
にぶい故橙

SK 8520 猥c IOYR6/4 
口緑2/12 012-1 

65 
S10ャ7 L師器 u縁 15.5 口：ヨコナデ後ミガキ、外：ユピオサエ、 密 良

にぷい黄橙
SK 8520 猥A ハケメ、内：ユビオサエ、板ナデ IOYR6/:l 

日緑2/12 011-4 

66 
SIO-v8 上師器 口縁 14.2 

ロ～内：ヨコナデ、外：ユピオサエ
内iliiに赤色顔料による記号？

SK 8529 杯A2 器裔 3.5 並 軟 橙 7.5YR7/6 I―J緑 3/12
（明赤褐 25YR5/8) 

004-5 

67 
SIO-v8 上師器 口緑 15.4 

LI-内：ヨコナデ、外：ユピオサエ 並 軟SK 8529 杯A2 器高 (3.4) 
橙 5YR6/6 口緑4/12 004-8 

68 
S10-vS 上師器 口緑 14.1 

IJ : ヨコナデ、以外不明
SK 8529 杯A2 器泊j 3.4 並 軟 橙5YR6/8 日系及9/12内外面剥i冶 004-4 

69 
S10ャ8 上師器 u緑 13.2 

調漿不明
SK 8529 杯A2 器高 2.6 並 軟 橙 7.5YR7/6 口緑3/12内外面剥格 004-6 

70 
S10-vS 上師器 口緑 13.2 

口～内：ヨコナデ、外：ユピオサエ 並 軟SK 8529 杯A2 器裔 2.5 
橙 IOYR7/6 II縁 9/12 004-1 

71 
S10-vS 上師器 ロ縁 13.6 

日～内：ヨコナデ、外：オサエナデ 軟SK 8529 杯A2 器高 3.1 並 橙 7.5YR7/Cl 口緑4/12 002-2 

72 
S10・v8 」：師器 D緑 13.7 

LI-内：ヨコナデ、外：ユピオサエ 並 軟
ロ縁

SK 8529 杯Al 器高 2.5 
橙 7.5YR7/6

12/12 
内外面摩滅顕著 005~2 

73 
SIO-v8 上師器 u縁 14.5 u-内：ヨコナデ、外：ユピオサエ 並 軟

U緑部に油煙痕 IJ縁部歪み
SK 8529 杯Al 器高 2.9 明黄褐 !OYR7/6 口緑3/12

外面摩耗
005-5 

74 
S!O-v8 上師器 '-'緑 14.0 口～内’ヨコナデ、体外 ユピオサエ、
SK 8529 杯Al 器rf/i 2.8 底外・ 不明

並 軟 橙 7.5YR7/6 9ノじ形 003-4 

75 
SIO・v8 l:師器 U緑 14.5 

口～内 ヨコナデ、外．ユピオサエSK 8529 杯Al 器r¥'li :i.o 並 軟 橙 5YR7/8 LJ糸求9/12 004・3 

76 
S!0-,・8 l:師器 U緑 14.2 

口～内：ヨコナデ、外：ユピオサエSK 8529 杯Al 器翡 2.9 並 軟 橙 5YR6/6 IJ$点5/12 005-1 

77 
S10ャ8 上師器 口緑 14.5 

口～内：ヨコナデ、外：ユピオサエSK 8529 杯Al 器甜 3.1 並 軟 橙 5YR7/6 l」象及 7/12 005-3 

78 
SIO-v8 土師器 u緑 15.4 

口～内 ヨコナデ、外：不明（ユピ痕）SK 8529 杯Al 器泊j 2.9 並 軟 橙 7.5YR7/6 LI緑 5/12外面摩滅 005-4 

79 
Sl0-v8 上師器 IJ緑 148 

口～内：ヨコナデ、外：オサエナデ
にぶい＆位

SK 8529 杯Al 器泊i 2.5 並 軟
I OYR7/4 

II緑 7/12 003-1 

80 
SI0-,-8 上師器 U緑 I 7.0 o-内：ヨコナデ、体外：ユピオサエ、
SK 8529 杯A2 器,¥li 3.2 底外：オサエナデ 並 軟 橙 7.5YR7/6 LI条ゑ8/12 003-2 

81 
S10-v8 上師器 日緑 16.0 日～内・ ョコナデ．体外：ユピオサエ、 にぷい凶橙 口緑
SK 8529 杯A2 器泊j 4.0 底外：オサエナデ 並 軟

IOYR7/4 10/12 
003-3 

82 
S10-vS 土師器 II緑 164 

口～内：ヨコナデ、外 オサエナデ
l」舷

SIく8529 杯Al 器れi :,.4 並 軟 橙 JOYR7/6
l 1/12 

内外面剥落 004-2 

第II-5表第136次調査区出土遺物観察表(2)
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N<,. lll_L: 追構 器種
法駄

調llを・技法の特徴 胎土 焼成 色 調 残存度 備考 登録No.
(cm) 

83 
S10・v8 上師器 口緑 12 8 

口～内：ヨコナデ、外 オサエナデ 並 軟
にぶい黄橙 口縁 003-5 

SK 85~9 IIILAl 祁uu,'占'" 17 10YR7/4 12/12 

84 
S10-v8 上師器 口縁 l:J.8 

口～内：ヨコナデ、外．不明
良
軟
にぶい凶橙

口緑8/12 005-6 
SK 8529 llllA3 器高 1.8 赤色粒 10YR7 /3 

85 
Sl0-v8 上師器 回古ム口 8.1 ョコ方向のナデ 粕緻 軟 明黄褐 IOYR7/6

rロ口Iム口
004-7 

SK 8529 台付llll I 1/12 

S10-v8 灰釉陶器
泊臨ロi角合' " 女

gs, 体外～内：ロクロナデ、底外：ロクロケ
並 硬質 灰貨2.5Y7/2

口縁4/12灰釉泊け掛け 002-3 86 
SK 8529 小椀

43 
ズリ 高台11/12底部ヘラ起こし37 

87 
SIO-v8 灰釉陶器

'沿I’"―’’I料今"糸ム二ネ'I9 i 166..~ 8 日 -rり• ロクロナデ、体外： (J:) Dクロナデ、（下）
並 硬質 灰白 2.5Y8/l

口縁 1/12灰釉禎け掛け 002-5 
SK 8529 椀 5.0 ロクロケズリ後ロクロナデ、底外・ ロクロケズリ 裔台4/12内面は全面灰釉

88 
SIO-v8 灰釉陶器

古""ムロ 7.2 
体外：ロクロナデ、底外：ロクロケズリ、 やや粗

硬質 黄褐 2.5Y5/3 高台4/12灰jj,,又、11利9祁@[/ヘ年貞耗けラ揖起けこ し 002-4 
SK 8529 椀 内：ロクロナデ 黒粒

89 
S10-v8 上師器

口緑 186 口：ヨコナデ、外：ハケメ、内不明
やや
軟
にぷい黄橙

口縁2/12 002-1 
SIく8529 槻 粗 10YR7/4 

90 
S10-v8 灰釉陶器

口縁 128 
ロ ヨコナデ外：タタキ、内’あて具

密 堅緻 灰白 2.5Y7/1 口縁2/12
口縁～外iliiに灰釉

002-6 
SK 8529 短頸壺 痕 IJ縁部歪み

91 
Sl0-x4 J::師器 口縁 14.1 口．ョコナデ、外．オサエナデ、内 ナ

密 良 紺橙 !OYRS/6 口縁8/12 021-8 
SK 8518 杯A2 器高 3.1デ

92 
S10・y9 灰釉陶器

邸沿ロ1系台,ゑr. 147..5 6 
体外～体内：ロクロナデ．底外：糸切り． やや やや 灰白 NS/0 口縁5/12

美談産か歪みあり 023-4 
SD 8532 椀 5.:S 底内：ナデ 密 良 釉．灰白 10Y7/2高台4/12

93 
S10-w8 上師器 口緑 11.9 口：ヨコナデ、外．オサエナデ、内：ナ や-や2!l.8l 良 橙 7.5YR7/6 口縁3/12 026-3 
SK 8546 杯A2 器高 2.9 プ- mm,b-6 

94 
S10-wS 上師器 口縁 12.1 u: ヨコナデ、外’オサエナデ、内：ナ

mや-mや,J2ヽ密.-1 " 良 淡貨2.5Y8/3
口縁 026-2 

SK 8546 杯J¥2 器高 2.7 プ- 11/12 

95 
S10-w8 土師器 口縁 12.3 [J : ヨコナデ、外：オサエナデ、内：ナ

や-,jやヽ2石粗mm 良 浅拭橙 IOYR8/3 口縁8/12 026-1 
SK 8546 杯Al 器裔 2.1 プ-

96 
S!O-w8 上(¥rli器 ロ縁 12.3 

口：ヨコナデ、内外：オサエナデ 密 良 浅此橙 10YR8/:l
口縁 026-6 

SK 8546 杯A2 器高 24 10/12 

97 
Sl0-w8 上師器 ロ縁 142 

口：ヨコナデ、内外 オサエナデ ~や小やl石密mm にぶい黄橙
口縁6/12内面焼き膨れ 027-3 

SK 8546 杯A3 器高 32 10YR7/a 

98 
SIO-w8 上師器 目縁 150 体外.・1. 具ナデ、底外：ナデ、内 ナデ、

密 良 浅破橙 7.5YR8/6
口縁3/12 026-5 

SK 8546 台付皿 器高 5 1 脚：ヨコナデ(惰11オサエ） 高台 8/12

SlO・w8 
上師器椀 泊困口廿,緑-t,:,, ; 149 ~ 

~I. ヨコナデ、体外： (!:)オサエナデ、（下）
n-皿粗小2.石0 良 浅此橙 7.5YR8/6

日縁 12/12 026-4 99 
SIく8546 ~- 高台貼付後ハケメ．底外：ナデ、内．ナデ 高台 12/12

100 SS I13 O x89 :.40 
須恵器杯 口縁 15.9 口～内：回転ナデ、外・ 回転ケズリ、ツ

ru-m密,)0ヽ."5 良 灰 N6/ 口縁 1/12 024-3 
pil I: う B蓋 器高 4.4 マミ貼付ナデ

101 SpHJ'・yI83
 _ J:師器椀A u縁 13.5 口：ヨコナデ、外：オサエナデ、内：ナ

.や-. べ,,"oヽ.'"石s ' 橙 7.5YR7/6 口緑8/12 025-5 
S 13 HS:H or杯A2 器高 3.5 プ、一

102 
SIO・vlO 上師器 lJ縁 14.3 

口 ヨコナデ、内外：ナデオサエ
密 にぷい黄橙 口縁

内外面剥落 025-2 p i t 2 2 
杯Al 器高 3.5 小石 IOYR6/4 10/12 S B 8fi,I:{ 

SIO-y9 灰釉陶器
, 沿LI,・,.昴,緑~ ,1, , 148 体外～内：ロクロナデ、底外 回転ケズ 密

やや 灰白 2.5Y8/2
高台3/12 024-4 103 I, i I ,1 

椀 閻 リ 不良 釉：浅黄 2.5Y7/3S 13 8!lヽI:t 

104 
SI O・・ vヽ!O 灰釉陶器

'出"・'ム'" 8.8 
体外：ケズリ風、底外：ロクロケズリ後 やImやmの沫ll 

良 灰白 N7/0 高台 8/12
施釉痕なし 024-1 p i I H 

椀 ロクロナデ 底外面に渇因「衆」S 13 8G42 ,jヽf;

105 
S10-w!O 須忠器 LI縁 13.6 口～内：ロクロナデ、外：ロクロケズリ、

"'-""1密0、.石5 良 灰 7.5Y6/l 完形 027-6 
pill2 杯B荼 茄,,,,.,,勺,,― 2.8 ツマミ貼付ナデ

106 
S!O-v8 上師器 口緑 141 口 ヨコナデ、外：ナデオサエ、内ナ -密05 浅虻橙 75YR8/6 

口縁
内外面剥落 025-3 

pit14 杯Al 器高 27 フ→ 111111小石 12/12 

107 
S!O・v8 上師器 口縁 16.8 日 ヨコナデ、 1本外， (I)ナデオサエ，（下）ユビ

mや-mや小o_s“ 密 橙 5YR6/6
ロ縁 025-4 

p1tl4 杯Al 器高 3.4 オサエ、底外：ナデオサエ、内：オサエナデ 10/12 

108 
S10-xlO 1: 師器 口縁 I I.I ロ～内：ヨコナデ、外：ナデオサエ、（本

密 浅凶橙 IOYR8/4
口緑

内外面摩耗• 黒変 027~2 
pit22 小llll 器高 1.9 内ナデ、底内：オサエ 12/12 

109 
S!O-v!O I淮Ii器 口緑 15.3 ロ～内：ヨコナデ、外：ナデオサエ、内： やI小沙,,粒わ密・ 橙 7.5YR7/6

ロ縁 内外面摩耗
027-5 

pit21 杯A2 器高 3.6 ナデ 12/12 底外面黒変

110 
S10-v!O _I.: 師器 ロ縁 15.7 

口～内：ヨコナデ、内外：ナデオサエ や-や0密.5 橙 5YR7/6
ロ縁 内外面摩耗

027-4 
pit21 IIILA 1 器高 2.1 mm,JヽTi I 1/12 底外面黒変

SIO-v8 灰釉陶器
,沿I,• ,I｝; 絃台泊i
J5.4 
体外～内：ロクロナデ、底外糸切り 密 良 灰 1~1 5Y7 /1 口緑3/12 027-1 111 8.1 

pit7 椀 6.2 

112 SJk1iIJ; ll"YH 
灰釉陶器 l,,,口.1ム口 7.7 ロクロナデ、 ,iii台貼付 密 良 灰白 5Y7/l

底部
内面に自然釉 024-5 

pit I l 椀 12/12 

Sl0-v9 灰釉陶器 『臨I,.二•,l,·斧o,l',ー汝li 、, 160 口～内：ロクロナデ、体外：（」'..)ロクロナデ， やや密 良 灰 1~1 2.5Y7 /1 裔台4/12 024-2 11:, 80 
p1t5 llll :rn （下）ケズリ、底外：ロクロケズリ後ナデ 小石少

114 
S10-v8 須恵器 硯面：あて具痕、出而：タタキ＋ケズリ、

並 ,r, 灰IとIN7/0 小片
須恵器甕を転用 025-1 

pit7 猿面硯 ―側面：ミガキ 硯面：墨痕、摩耗

115 
S!O-w8 須恵器 外：（心）ロクロケズリ、（周）ロクロナデ、

並 堅緻 灰白 N7/0 硯面3/12
外Jljjに提痕、洵部摩耗

006・1 
SK 8546 円面硯 内：ロクロナデ 内面自然降灰

116 
SIO-w6 須恵器

l」緑 l l.l ロクロナデ、鍔：貼付、線刻
やや やや

灰白 N7/0 縁 022-:l 
包含層 円面硯 密 良

117 
S!O-y6 須恵器 口緑 16.2 u-内．ミガキ、外：回転ケズリ、回転 やや やや 灰白 N7/0

日緑2/12 02:J-3 
撹乱坑 杯B蓋 器,:':i 2.8 ナデ、ツマミ貼付 密 良 釉：暗灰N3/0

118 
S10-v5 須恵器

底 5.2 
体外：回転ナデ、底外：糸切り、内：ヨ やや やや II2祈天.Sf/jjN、"4Rc/6m 0 / 6 底部6/12 02:l-5 

包含肘 壺G コナデ 密 良

119 
S10 須恵器

底 10.0 
回転ナデ、底部は棒状上具によるランダ やや やや

灰白 NS/0 底部 6/12 022-4 
排土 捏鉢 ムな刺突 密 良

120 
SlO 緑釉陶湘

',",.'_,,., '' 9.0 ロクロナデ、高台貼付、全而施釉 密 良 灰白 N7/0 高台 3/12 022-5 
排土 椀

121 
S10-v7 緑釉陶器

肛径 0,9 螺旋状の沈線がめぐる未貫通の穿孔あり 精緻 軟質 浅黄橙 lOYRS/3 外而は全面緑釉 02:i-1 
包含層 器種不明

122 
S10-w9 灰釉陶器

-',",, ・'ム'' 
78 体外：ロクロナデ、底外’糸切り痕、内： やや やや 灰白 NS/0 高台 9/12底内面に重ね焼痕 022-2 

包含層 皿 ’ ロクロナデ 密 良

123 
S10-w8 土師器

LI縁 30.0 
I]: ヨコナデ、外（上）ハケメ、 m ケズリ、 やや やや

浅黄橙 IOYRS/3 口縁4/12把Fは追存せず 022-1 
包含陪 鍋B 内：（上）ナデ、ハケメ、（下）ケズリ 粗 良

第 II-6表 第136次調査区出土遺物観察表(3)
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写真図版 II-2 第136次調査遺構(2)

SK8514付近（西から）
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第136次調査遺構(3) 写真図版 II-3 
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第136次調査 遺構(5) 写真図版 II-5 
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写真図版 II-6 第136次調査遺物(1)
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写真図版II-7 第136次調査遺物(2)
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写真図版II-8 第136次調査遺物(3)
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第136次調査遺物(4) 写真図版 II-9 
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写真図版11-10 第136次調査遺物(5)
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II1 第137次調査

(6AG8• H8• H9• I 9 中垣内地区）

1 調査の経緯と経過

第137次調査は、多気郡明和町竹川字中垣内地内

で史跡斎宮跡の西部地域に位置している。調査区の

周辺では、斎宮跡発見の端緒となった古里遺跡B地

区（第3次調査）や飛鳥時代のものと考えられる東

西の方向に延びる柵が検出された第100次調査など

が行われているものの、史跡西部については、未だ

解明の途上といえよう。

史跡西部の解明のために、平成14年度を皮切りに

5年の予定で、これまで調査の入っていない部分を

基本として、幅4mのトレンチを入れることとした。

斎宮跡で設定している旧国土座標に乗った地区に沿っ

て調査は設定した。なお、旧竹神社周辺については、

立木の制約があり任意に調査区を設定した。調査面

積は700rrl、調査は平成14年8月19日に開始し、同

年12月3日に現地作業は終了した。現地説明会は同

年11月2日に行い、 150名の一般参加があった。

2 調査区の層位

基本的には、表土あるいは耕作土を除去後、上か

ら褐灰色土 (5YR4/1)、黒褐色土 (10YR3/1・遺物包

含層）、橙色土 (7.5YR7 /6・ 遺構検出面）となる。

場所によっては、橙色土に褐灰色土 (10YR4/1)が

混入している状況であった。調査区の東側ほど遺構

検出面への到達が深くなるようである。周辺の地形

をみても、谷地形と考えられる部分が調査区の東側

である。

橙色土上面において、多くの遺構を検出した。こ

の層は明確に遺構が検出できる層位であって、この

層より上の黒褐色土上面での検出も可能と思われる。

しかしながら、遺構検出面と遺構埋土が、黒褐色の

同系統の色調であるため、黒褐色土上面での検出を、

一部で実施したが判別は困難であった。

3 遺構

今回の調査区では、飛鳥時代から近世のわたる遺

-37-

構群を確認した。ここでは、主だったものを紹介す

る。紹介しなかった遺構については、後掲の遺構・

掘立柱建物・竪穴住居の一覧表（第ill-1----5表）

を参照願いたい。

(1)古代の遺構

a 掘立柱建物・柱列

S B8668 調査区南部分内で、南側については柱列

東西2間分が確認でき、北側部分については柱穴lヶ

所を確認した。この柱穴全体を検出できていて、柱

掘形が長辺95cm、短辺75cmの隅丸方形を、柱痕跡は

長辺31cm、短辺19cmの楕円形を呈している。調査区

外に延びていくようで、南北2間、東西2間以上の

掘立柱建物が想定できよう。建物の方向はN3°W 

であった。柱穴出土遺物は小片ばかりで判断に苦し

むが、斎宮 I期前半のものと思われる。

S B8669 調査区西部分内では東西 l間分の柱列を

確認した。柱穴のすべてを確認できたものは 1ヶ所

で、柱掘形が長辺84cm、短辺78cmの不整円形を呈し、

柱痕跡は確認することができず、もう一つの柱穴で

は確認することができ、長径25cm、短径20cmの惰円

形を呈している。掘立柱建物ならば調査区外の北に

延びていくものと考えられる。建物の方向はNO0 

であった。柱穴からの出土遺物が小片ばかりで判断

に苦しむが、斎宮 I期前半のものと思われる。

S B8670 調査区西部分内では東西2間分確認した。

柱穴全体を確認できたものは 1ヶ所で、柱掘形が長

径l.lm、短径0.65mの楕円形を呈し、柱痕跡は、

径22cmの円形を呈している。調査区外の南北どちら

かに延びていき、掘立柱建物になると思われる。建

物の方向はN29°Eであった。柱穴からの出土遺物

が小片ばかりで判断に苦しむが、斎宮 I期前半のも

のと思われる。

S B8671 調査区西部分内では東西2間分の柱列を

確認した。柱穴全体を確認できたものは2ヶ所あり、

柱掘形が長辺60----70cm、短辺55----65cmの隅丸方形を

呈し、柱痕跡は 1ヶ所で検出することができ、径

12cmの円形を呈している。調査区外の南北どちらか
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第137次調査区
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第Ill-2図 第137次調査区大地区・グリッド図 (1: 1,000) 
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゜
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1 表土

2 5YR4/1褐灰色土土器混入

3 10YR3/1黒褐色土包含層

4 10YR2/2黒褐色土退構埋土

9 10YR4/1褐灰色土に 7.5Y7/6橙色土が 17 10YR4/3にぶい黄褐色土 退構埋土 25 2. 5Y3/1黒褐色土
混じる、遺構埋土
10 10YR4/2灰黄褐色土に 7.5Y7/6橙色土が 18 10YR4/4褐H色土 遺構埋土 26 10YR5/4にぶし1黄橙色土に7.5YR6/8橙色土混入
混じる、退構坦土
11 10YR5/2灰黄褐色土に 7.5Y7/6橙色土が 19 10YR3/4暗褐色土 退構埋土 27 10YR2/3暗褐色土 退構埋土
混じる、遺構埋土
12 7. 5YR4/1褐灰色土 遺構埋土 20 10YR5/3にぶい黄褐色土遺構埋土 28 10YR7/1黒色土退構埋土

5 2. SYS/1黄灰色土遺構埋土 13 7. 5YR3/1黒褐色土遺構埋土 21 10YR2/2黒色土遺構埋土 29 7. SYRS/3にぶい褐色土

6 7. 5YR7/6橙色土に 10YR4/1 褐灰色土が 14 7. SYRS/3暗褐色土 遺構埋土 22 7. 5YR4/4褐色土 30 7. SYRS/4にぶい褐色土
混じる、退構検出面
7 SYS/1灰色土退構埋土 15 7.SYRl.7/1黒色土遺構埋土 23 10YR5/6黄褐色砂混土 31 10YR4/6褐色土

8 5Y4/1灰色土遺構埋土 16 7. 5YR2/1黒色土退構埋土 24 2. 5Y3/2黒褐色土 32 2. 5Y4/4オリープ褐色土

第111-3図第137次調査区土層断面図(1)(1 : 100) 
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第111-4図第137次調査区土層断面図(2)(1 : 100) 
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に延びていき、掘立柱建物になると思われる。建物

の方向はN20°Eであった。柱穴出土遺物が小片ば

かりで判断に苦しむが、斎宮 I期前半のものと思わ

れる。

調査区内では柱列を東西 2間分は確認す

ることができた。第97-2次調査で確認された柱穴

S B8672 

る。

2ヶ所と今回確認できたI-I8a2lpitlがそれであ

その柱列の方向を北西に延長し、今回の調査で

確認することができたG8 y 21pi t 3に向かって南

ヘ曲がっていくようである。今回確認できた部分に

ついては、柱掘形が長辺64~83cm 、 短辺45~55cmの

楕円形を呈し、柱痕跡は径18~2l cmの円形を呈して

いる。南北に 2間以上、東西2間以上の掘立柱建物

が想定できよう。建物の方向はN37°Eであった。

柱穴出土遺物が小片ばかりで判断に苦しむが、斎宮

I期前半のものと思われる。

調査区西部分内で東西6間、南北2間以

上を確認することができた。建物の方向はN20°E

であった。東西方向のものについては、第97-2次

調査で確認された柱穴4ヶ所と今回確認できた柱穴

3ヶ所がそれである。南北方向のものについては、

第97-2次調査で確認された柱穴2ヶ所と今回確認

できた柱穴 lヶ所がそれである。今回確認できた部

S B 8673 

分については、柱掘形が長辺71------93cm、短辺60------

65cmの楕円形または隅丸方形を呈し、柱痕跡は径18

------21cmの円形を呈している。柱穴からの出土遣物が

小片ばかりで判断に苦しむが、斎宮 I-2期のもの

と思われる。
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第 Ill-6図 第137次調査区 平面図(2)(1 : 200) 
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S B8674 調査区の制約もあり、東西2間分の柱列

を確認した。柱穴のすべてを検出できていて、柱掘

形が長辺85cm、短辺75cmの隅丸方形を呈し、柱痕跡

は径15cm以上の円形のものと考えられる。掘立柱建

物と思われる。建物の方向はN36°Eであった。柱

穴のひとつの柱掘形から斎宮 I-1期と考えられる

土師器杯が出士していて、その時期以降の建物と考

えられる。

b 竪穴住居

S H8572 調査区の制約やSX8575あるいは中近世

の溝に切られているため遺構の全容は判然としない

が、調査区北端で住居跡のコーナーと思われる部分

が確認することができたので、隅丸方形の竪穴住居

が想定できよう。東西4.0m、南北4.2m、深さは遺

構検出面から1Q--....15cmであった。壁周溝は、途中で

途切れるものの幅14--....30cm、深さは床面から 5--....8 

cmを確認することができた。建物の方向はN44°W

であった。床面の中央あたりは貼り床になっていて

硬化していた。埋土は黒褐色土の 1層で、遺物の出

土は確認することができなかった。隣接する SH

8574と、建物の方向がほぼ揃っている。同時期のも

のであろうか。

S H8573 調査区の制約があるため遺構の全容は判

然としないものの、隅丸方形の竪穴住居と想定でき
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第Ill-9図 第137次調査区 S B 8669·8670·8671平面• 断面図 (1: 100) 
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よう。 SD 8568・8569に切られ、 SK8577・8578と

重複している。調査区内で確認できるもっとも長い

部分で3.3mを数え、深さは20cmであった。壁周溝

は、途中で途切れるものの幅38,...._,4lcm、深さは床面

から 2,...._, 3cmを確認することができた。建物の方向

はN45°E。床面の中央あたりは貼床になっていて

硬化していた。 SD8567と重複する調査区東側に焼

土塊がみられたが明確に鼈跡とはいえない。埋土か

らは、斎宮 I-2 期と思われる士師器甕• 鍋の出土

を確認した。

S H8574 調査区の制約もあり、遺構の全容は判然

としないが、隅丸方形の竪穴住居と考えられる。東

西1.6m以上、南北2.6m以上、深さは遣構検出面か

ら18,...._,22cmであった。壁周溝は、途中で途切れるも

のの幅15,...._,33cm、深さは床面から 7,...._,llcmを確認す

ることができた。建物の方向はN31°Eであった。

埋土は黒褐色土の 1層で、土師器甕小片の出土を確

認することができた。

S H8576 埋土は黒褐色土 1層であった。 SD8567 

に切られている部分から調査区の南端部分にいたる

まで壁周溝は巡っていて、幅17-26cm、深さは床面

から 1,..,__, 5 cmの規模であった。この部分ならば、一

辺が4.0mの隅丸方形の規模が想定できるが、遺構

の東側がSD8568に切られていて全容は判然としな

い。深さは遺構検出面より16-23cmで、建物の方向

はN41°Eであった。 SD8569に切られている部分

以外は、床面が貼り床になっていて硬化している部

分を確認した。鼈跡を確認することはできなかった

が、 SD8567と重複する調査区東側に焼土塊がみら

れたが明確に鼈跡とはいえない。埋土からは、斎宮

I -2期と考えられる土師器杯・甕を、少量ではあ

るが確認した。

S H8585 S H8581・8586・8588や溝、柱穴が重複

し錯綜しているため遺構の形態など判然としない。
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貼床部分

2m 

第111-12図 第137次調査区 S H8572・8574平面・断面図 (1: 50) 
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切り合い関係から SH8586よりは新しくなるようで

ある。士師器皿• 小形甕• 甑などが埋土から出土し

た。これらは、斎宮 I-2,....,3期のものと考えられる。

S H8586 調査区の制約やSH8581• 8585• 8588と

の重複のため遺構の全容は判然としない。北東辺に、

東側の基底部の端部は土師器甑片により補強され、

ほぼ中央には小形の土師器甕が逆位に据えられてい

た鼈跡を確認することができた。逆位の土師器甕は

支柱石と同様の機能であったと考えられる。また、

鼈跡の前方には幅0.9m、長さ1.5m、深さ床面から

l
 

F 

4
-

ツ

@ ヅ
-9 .-

ーデ ーデ-r~ 

SH8606 

゜゚

上＿

二『

叶

j
-

2m 

第111-14図第137次調査区 S H8606・8607・8619・8641平面・断面図 (1: 50) 
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2 ,..__, 3 cmの浅い掘り込みを確認した。鼈跡の東側で

住居跡のコーナーと思われる部分が確認することが

できたので、隅丸方形の竪穴住居であることが想定

できよう。東西3.0m以上、南北3.0m以上、深さは

遺構検出面から12,..__,15cmであった。壁周溝は、途中

で途切れるものの幅30cm、深さは床面から15"-'25cm

を確認することができた。建物の方向は、 N45°E

であった。鼈跡周辺に遺物が集中していて、土師器

杯•小形甕・高杯が出土した。これらの時期は、斎

宮I-1"-'2期に比定できよう。

S H8588 調査区の制約もあり遺構全体は把握でき

ない。調査区の西端に焼土塊とコーナ一部分と壁周

溝の一部とみられるものを確認した。焼土塊は鼈跡

と思われ、調査区西端であったので、掘削は行って

いない。調査区内に検出できた部分は、東西0.8m

以上、南北3.6m、深さ17cmであった。建物の方向

はNl1°Wであった。埋土から、斎宮 I-2,..__,3期

と考えられる土師器皿・杯・甕・甑、須恵器杯蓋が

出土した。

S H8606 調査区の制約があるため遺構の全容は判

然としないものの、隅丸方形の竪穴住居と想定でき

よう。 SD8605に切られ、 SH8619・8641と重複し

ている。調査区内で確認できるもっとも長い部分で

4.6mを数え、深さは17cmであった。壁周溝は途切

れるものの幅13-----17cm、深さは床面から 4-----13cmを

確認することができた。建物の方向は、 N26°Eで

あった。埋土からは、斎宮 I-2-----3期と思われる

土師器杯・甕の出土を確認した。 SH8619では壁周

溝を、 SH8641では住居跡のコーナ一部分と途切れ

るものの壁周溝を確認した。ともにSH8606よりも

掘り込みが浅くなっている。切り合い関係について

は判然としない。

S H8607 調査区の制約があるため遺構の全体を確

認することができなかったが、隅丸方形の竪穴住居
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第111-15図 第137次調査区 S H 8604・8635平面・断面図 (1: 50) 
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と想定できよう。 SD8611に切られ、 SK8625と重

複している。調査区内で一辺4.3mであることが確

認でき、深さは14,.....,24cmであった。建物の方向はN

37°Eであった。壁周溝は確認することができなかっ

た。埋土から遺物の出土は確認できなかったが、重

複する遺構の出土遺物から判断して時期は斎宮 I期

のものと思われる。

S H8635 調査区の制約があるため遺構の全体を確

認することができなかったが、隅丸方形の竪穴住居

と想定できよう。 SH8604と重複している。東西

4.4m、南北3.0m以上、深さは36,.....,38cmであった。

SK8647 

_A_ 晶

ぷ~j
4' 

途中で途切れてはいるものの、幅16,....,23cm、深さは

床面から 3,....,4cmの壁周溝を確認することができた。

埋土から遺物の出士は確認できなかったが、遺構の

時期については形状から判断して斎宮 I期のものと

思われる。

S H8638 調査区の制約もあり遺構の全体は確認で

きないが、調査区内の形状から隅丸方形の竪穴住居

跡と想定できよう。 SK8630やSD8634に切られて

いるようである。東西3.6m、南北2.9m以上、深さ

13,....,23cmの規模であった。西側の基底部の端部は土

師器甕片により補強されていて、中央には平行する
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111-16図第137次調査区 S K8647、SX 8575・8644、S28561平面・ 断面図 (1: 25、1: 50) 
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ように 2ヶ所の支柱石がすえられていた鼈跡を確認

することができた。南東隅には貯蔵穴と考えられる

柱穴がみられる。壁周溝は確認することはできなかっ

た。埋土からは、斎宮 I-3期と考えられる土師器

皿・杯•高杯・甕• 鍋、須恵器杯蓋・壷小片が出土

した。

c 土坑

S K8564 長辺3.16m、短辺2.78m、深さ 8,..._, 14cm 

の不整円形を呈している。 SH8586と重複している。

埋土からは、土師器皿・杯• 高杯・甕• 鍋、須恵器

杯・杯蓋の出土を確認した。これらは、斎宮 I-1 

"-'3期に属すると考えられる。

S K 8565 S H 8585• 8586、SK8587と重複し錯綜

している状況なので、遺構の全容については判然と

しない。埋土からは、土師器皿・杯・甕• 鍋、須恵

器杯の出土を確認した。これらは、斎宮 1~2 期に

属すると考えられる。

S K 8584 S H 8585• 8586、SK8587と重複し切り

合いが錯綜している状況なので、遺構の全容につい

ては判然としない。埋土からは、斎宮 I-2期に属

すると考えられる土師器杯の出士を確認した。

S K8621 調査区の制約もあり遺構の全体は確認で

きなかった。 SH8631・S D8620・S B8570に切ら

れているようである。長辺3.4m、深さは52"-'55cm

の規模である。埋士からは、斎宮 I-2期と考えら

れる土師器皿・杯•高杯・甕、須恵器杯蓋・壷が出

土した。調査区が狭小であるため、土坑としたが、

溝となる可能性も否定はできない。

S K8647 長径2.5m、短径1.4m、深さ41"-'62cmの

長楕円形を呈している。埋土からは、斎宮 I-2期

と考えられる士師器皿・杯・ 甕・鍔付円筒土器、須

恵器杯蓋、毛彫馬具が出土した。出土状況としては、

土坑底部より遺物が浮いている状況である。投棄行

為が行われたと考えられなくもない。南にはSK86.59、

北にはSK8666があり、土層断面の観察からこの2

つ遺構より新しい時期のものと考えられる。 SK

8659との切り合い付近には焼土がみられた。

S K 8659 S K8647に切られている。長辺4.33m、

短辺0.52m以上、深さは26"-'33cmの規模があり、遺

構の形態から竪穴住居である可能性もある。 SK

8647との切り合い付近にある焼土は鼈の破壊された

-54-

跡とも考えられる。埋土からは、斎宮I-1-2期

と考えられる土師器皿・ 杯•高杯・甕、須恵器甕が

出土した。

S K8666 S K8647に切られている。長辺I.95m以

上、短辺0.92m以上、深さは21-39cmの規模が調査

区内であり、埋士からは、斎宮 I-1-2期と考え

られる土師器片、須恵器片、轡に関連する馬具が出

土した。

d 溝

S D8658 幅I.Im、深さ21-39cmの溝と思われ

る。 SB8673の建物方向とほぼ同一であることから、

区画溝のような機能があったのかもしれない。埋土

からは、斎宮 I-2期と考えられる土師器皿・杯・

甕、須恵器杯・甕が出土した。

S D8567 上面の幅がI.Om、深さ50cm、断面形が

箱状になっている溝である。南北の調査区外に延び

ていくようである。埋土からの遺物は少なく、山茶

椀、土師器類、緑釉陶器小片の出土が確認できた。

e 墓・地鎮遺構

S X8665 調査区の北壁に土師器長胴甕底部が顔を

出した状況で検出した。取り上げてみるともう一個

体が口縁部をあわせた形で横位に埋設されていたよ

うであった。合口の土器棺と思われる。調査区外と

いうこともあり完掘することは不可能であった。土

器は斎宮 I-2期に比定できよう。切り合いから S

K8643より新しい時期と考えられる。

S 28561 長径0.66m、短径0.38m、深さI0-14cm

の楕円形の土坑内に、若干斜位となった土師器甕の

口縁部の内側に正位で土師器皿を入れ込み、その上

から土師器椀を逆位に被せたものと考えられる。逆

位の土師器椀は口縁部と一部重なるもののずれた状

況で出土した。埋まっていく過程でずれてしまった

のだろうか。第95次調査SX6666や第99次調査sx
6900のような地鎮遺構であろうか。地鎮遺構とする

ならば斎宮跡で最も新しい時期のものといえよう。

これらの土器は斎宮皿ー 1期のものと考えられる。

(2)中世の遺構

S X8575 長辺1.45m以上、短辺0.78m以上、深さ

は13-17cmの土壊墓と思われる。隅の丸い長方形に

なると考えられる。調査区が途切れる部分に4個の

陶器皿、通称「山皿」が、最も北にある 1個が底部



通番追構爵号 性格 次数 調在時遣構名 地区 グリッド 時期 斎宮編年 辿構の性格・遺物・その他

sz 8561 上坑 I:l7 SK8561 H9 xl7 平安後～ ID-3 地鎮関連か。

SD 8562 溝 1:,7 SD8562 H9 yll -12 中世 黒色土器片あり。 SD856:lより新しい。

SD 8563 溝 1:37 SD8563 H9 y]] -12 中Ill 斎宮m期から室町までの」渇村が出」＾゜

SK 8564 土坑 1:J7 SK8564 H9 y8-9 奈良前～ I-1-3 上師器杯・!Ill.r:'li杯・猥•鍋、須忠器杯蓋．杯が出土。

SK 8565 上坑 1:37 Sfく8565 H9 y9 -10 玲芝1'.¥i'ifl- I-2 暗文が施された.l:f!ili器llll。

SD 8566 溝 l:l7 SD8566 H9 xl7 -19 平安後～ 111-2- 内側に巻き込むようなU縁端部をもつ土師器甕。

SD 8567 溝 137 S08567 H9 yl9 -y21 平安～ Ill 断面箱状。斎宮 I-2以降の上器が出土。緑釉。

SD 8568 溝 137 S08568 H9 y20 -21 近LIJ: 山茶椀7型式以降。

SD 8569 溝 137 SD8569 f-19 y21 近tu:- 遺物なし。 SD8568・8569より新しい。

SD 8570 溝 137 SD8570 H9 xl8 心り'I 上師器片少星。 SD8566柑ii削後検出。

SD 8571 溝 l:l7 SD8571 I・-!9 y14x15 近llt 斎宮 1期以降の」：器が出」.o

SX 8575 上J廣硲 1:37 SX8575 I-l9 xl5 鎌介 山Ill[(藤沢編年 5咽式）， 4個並んで出土。刀子も出土。

SIく8577 上坑 t:l7 SK8577 H9 yl9 奈良～ 追物なし。 SI-!857:lより新しい。

SK 8578 土坑 l:l7 SK8578 H9 y!9 奈良～ 造物なし。 S!-! 857:lより新しい。

SD 8579 溝 1:37 S08579 H9 yl3 -14 近l!t- 陶器片など。

SD 8580 溝 137 5D8580 H9 yl! 奈良 I 上師器、須恵器小片。 S1-1 8588より新しい。

SK 8582 土坑 137 SK8582 H9 y!O 奈良 I 士師器片少屈。

SK 8583 土坑 1:37 S118583 1-!9 yl4 奈良 I 土師器片少屈。

SK 8584 土坑 137 SK8584 H9 y9 -lO 奈良前 I-2-3 追物なし。 S11 8565掘削後検出。

SK 8587 上坑 137 SIく8587 H9 y9 ィ姐11/j 遺物なし。 SI-I8565 !!ii削後検出。

SD 8589 溝 1:37 SD 8589 H9 yl -2 「J1J1tl妥lり1 南伊勢系上師器鍋、羽釜中心。

SD 8590 溝 137 SD8590 H9 y5 中Ut- 陶器片など。

SD 8591 溝 137 SD859! 欠番。

SK 8592 l:坑 1:37 SK8592 H9 y5 ィ~l~J 迎物なし。 SD859:l掘削後検1H。

SD 8593 溝 J:l7 SD8593 H9 yo ィ~II/] 追物なし。

SK 8594 上坑 1:i7 SK8594 H9 y5 ,,1, 枇～ 斎宮 1期から中I!しまでの辿物が混じる。

SD 8595 溝 l:l7 SD8595 !-19 y4 虫1111- 山茶椀（藤沢編年7刺式） 11.1..L。1'/磁片あり。

SD 8596 溝 137 SD8596 1-19 y] -:, 室町～ 土師器llll、南伊勢系」．師器鍋。

SD 8597 溝 J:l7 SD8597 H9 y5 ィ;1リi

SD 8599 溝 137 5D8599 HS y]5 中l!1:- 土師器小片．陶器小J',-l!LI:。

SK 8600 土坑 137 SK8600 H8 y25 室町～ 斎宮 1期からiしいf-のJ:師器llll、南伊勢系上師器鍋、山茶椀IIJ上。

SD 8601 溝 137 SD8601 H8 y25 室町～ 薄—Fの：L師器 Ill[、南伊勢系 L師器鍋• 羽釜、山茶椀出土。

SD 8602 溝 1:J7 SD8602 H8 y24 ィ~,り］ 遣物なし。

SK 860:l 上坑 137 SK860:J 118 x24 不明 L肌i甘甘,1ヽltUJ」こ。

SD 8G05 溝 137 SD8605 118 t24 室町～ 南伊勢系上r:rli器鍋出上。

SK 8608 上坑 137 SK8608 JJ8 y24 室町～ 斎宮］関lから薄手の上師器llll、南伊勢系.I.:師限鍋、山茶椀出上。

SK 8609 上坑 137 SK8609 H9 y:l 

8610 137 SK8610 HS y24 S 1-1 86:l5 Iこ。

SD 8611 溝 137 SD8611 H8 u24 奈良～ 弥生叩UIから奈良の土器出」::o 

SK 861~ L坑 137 SH8612 118 q24 奈良前j)!JJ- I -2-:l l:r.rJi器杯・痰、須恵器片出上。弥生」：器人る。

SK 861:l l: 坑 137 SK86I:l HS q24 室町～ 倖i伊勢系」；師器鍋出土。ほとんどが」淮Ii器Jヤ。

第Ill-1表第137次調査区遺構一覧(1)
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通番遣構番号 性格 次数 調査時遺構名 地区 グリッド 時期 斎宮編年 遣構の性格・遺物・その他

SK 8614 上坑 137 SK8614 H8 p24 奈良前期～ I-2-3 土師器杯・皿・甕•鼈、須恵器杯・甕が出土。

SK 8615 土坑 137 SK8615 HS y21 室町～ 南伊勢系土師器鍋出土。ほとんどが土師器片。

SD 8616 溝 137 S08616 HS y20 室町～ 南伊勢系土師器鍋出土。ほとんどが土師器片。

SD 8617 溝 137 S08617 HS r24.s24 室町～ 南伊勢系土師器鍋出土。須恵器片も入る。

SK 8618 土坑 137 SK8618 H9 yl 奈良 土師器甕・、須恵器片が出上。

SD 8620 溝 137 S08620 H8 p24 不明 遣物なし。

SK 8621 土坑 137 SK8621 HS n24 奈良前期～ 1-2-3 土師器杯・杯蓋·皿•高杯·甕．須恵器杯・杯蓋・壷が出土。溝の可能性あり。

SK 8622 土坑 137 SK8622 H8 y25 室町～ 斎宮［期から南伊勢系土師器鍋、山茶椀出土。

SD 8623 溝 137 SD8623 HS y24 中世～ 薄手の土師器皿出土。ほとんどが土師器。

SK 8624 土坑 137 SK8624 HS 024 奈良～ 弥生中期から奈良の土器出土。 SK8600, SD 8601掘削後検出。

SK 8625 土坑 137 SK 8625 HS v24 奈良前期 I -2 土師器杯・甕出土。

SK 8626 土坑 137 SK8626 H8 p24 奈良 土師器1111・甕、須恵器杯出土。

SK 8627 土坑 137 SK8627 HS v24 遣物なし。

SD 8628 溝 137 S08628 HS y!6 中世～ 南伊勢系土師器鍋出土。

SD 8629 溝 137 5D8629 H8 yl5 室町～ 南伊勢系土師器鍋出土。

SK 8630 土坑 137 SK8630 H8 y20 奈良前期～ l-2-3 弥生後期から斎宮1期の土器が出土。

SK 8632 土坑 137 SK8632 HB y24 不明 弥生土器片あり。 SH8635掘削後検出。

SD 8633 溝 137 S08633 H8 s24 中世～ 陶器片あり。

SD 8634 溝 137 SD8634 H8 y18 中世～ 斎宮 1期の土器から山茶椀までが出土。炭多く入る。

SD 8636 溝 137 SD8636 H8 w24 不明 追物なし。

SK 8637 土坑 137 SK8637 HS x24 鎌倉～ 山茶椀、陶器甕片が出土。

SK 8639 竪穴住居 137 SH8639 HS 奈良 遺物なし。 SH8638と重複

8642 137 SH8642 HS j25 不明 掘削中に消滅。

SK 8643 土坑 137 SK8643 HS h24 奈良前期 I -2 S X 8665より古い。

SX 8644 土壊墓 137 SX8644 HS j24 室町～ 斎宮 1期から陣手の上師器皿が出土。

8645 137 5D8645 HS y21 揖乱。

SK 8646 土坑 137 SK8646 HS f23 奈良 土師器皿・甕出土。

SK 8647 上坑 137 SH8647 HS d22 奈良前期 1-1-2 SK 8657• 8666より新しい。毛彫馬具出土。

SD 8649 溝 137 S08649 HS f22 -124 室町～ 土師器小II[出土。

SD 8651 溝 137 S08651 H8 d22 平安？ 土師器甕・ 皿出土。

SD 8652 溝 137 SD8652 HS d22 不明 土師器甕.Oil出土。

SD 8653 溝 137 S08653 H8 g22・23 SD 8649と同一。

SD 8654 溝 137 SD8654 HS g23 不明 追物なし。

SD 8655 溝 137 5D8655 HS e23 奈良 土師器甕出土。

SD 8656 溝 137 SD8656 H8 d22 不明 土師器片、須恵器甕出土。

SD 8657 溝 137 S08657 HS b21 不明 土師器片出土。

SD 8658 区画溝 137 SK8658 H8 g24 奈良前期～ I-2-3 土師器杯• 皿・甕片、須恵器甕出土。

SK 8659 土坑 137 SK8659 H8 e23 奈良前期 1-1-2 土師器杯（赤彩あり）・皿・甕片、須恵器甕出土。

SK 8660 土坑 137 SK8660 H8 g22 奈良前期～ I-2-3 土師器杯蓋・甕片、須恵器杯・壷出土。

SD 8661 溝 137 SD8661 H8 d21 奈良？ 埋土はSD8658と同じ。

SK 8662 土坑 137 SK8662 GS V 20 奈良？ 土師器甕出土。

第Ill-2表第137次調査区遺構一覧(2)
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通番追構番号 性格 次数 調査時迫構名 地区 グリッド 時期 斎宮編年 遺構の性格・逍物・その他

SK 8663 上坑 137 SK8663 G8 x21 奈良？ 土師器杯・甕出J.:。

SK 8664 土坑 137 SK8664 G8 x21 奈良？ 土師器甕・甑出土。

sx 8665 土器棺墓 137 SX8665 H8 i24 奈良前期 I -I -2 合日。 SK8643より新しい。

SK 8666 土坑 137 SK8666 HS e・d22 奈良前期 1-1-2 上師器杯• 皿・ 甕片、須恵器片、轡部分の馬具出土。

SK 8667 土坑 137 土坑 l HS b・c 22 不明 遺物なし。第97-2次調査で検出し、番号は付いていない。

8676 137 欠番。

8677 137 欠番。

8678 137 欠番。

8679 137 欠番。

8680 137 欠番。

第111-3表第137次調査区遺構一覧(3)

通番追構番号 調査時番号 地区 グリッド
規模 (m)

(建N物基方準向） 深さ (m) 柱穴 カマド 時期 斎宮編年 特記事項
（東囲X南北）

SH 8572 SH8572 H9 xl5-16 4.0 X4.2 N44°W 0.10 -0.15 奈良 辿物なし。

SH 8573 SH8573 H9 y!9 3.0 + X2.6 + N 45°E 0.20 奈良前 I -2 土師器片少!u。

SH 8574 SH8574 H9 xl6 1.6+ X2.6+ N 31°E 0.18 -0.22 奈良 I 土師器片少凩。

SH 8576 SH8576 H9 y20-21 3.0 + X 1.4 + N 41°E 0.16 -0.23 奈良 I 土師器片少屈。

SH 8581 SH8581 H9 y!0-11 1.0 + X * N 1°W O.ll -0.17 奈良末 I -3-4 上師器片少禎。

SH 8585 SH8585 H9 y9-10 1.2 + X * NI O E 0.13 -0.15 奈良中 I・2-3 上師器片少駐。 SH8581と重複。

SH 8586 SH8586 H9 y9 3.0 + X3.0 + N 45°E 0.12 -0.16 北東 奈良前 I -1-2 上師器杯•1111• 晶杯・甕が出土。

SH 8588 SH8588 H9 y!0-11 0.8 + X3.6 + N 11°W 0.17 東 奈良末 I -2-3 
土師器杯・llll.甕・甑、須恵器杯蓋が出土。
SH 8581・8585・8675より新しい。

SH 8598 SH8598 H9 y4-5 l.2+X2.6+ N 35°E 0.06 -0.10 奈良 I 上師器盟、須恵器小片出土。

SH 8604 SH 8604 HS w• X 24 1.0+ Xl.8+ N9°E 0.26 -0.32 奈良 遺物なし。

SH 8606 SH8606 HS t24 4.4 + X 1.9 + N 26°E 0.17 奈良中 I -2-3 上師淵杯・ 甕出土。

SH 8607 SH8607 HS v24.w24 4.3 X4.3 N 37°E 0.14 -0.24 奈良 逍物なし。

SH 8619 SH8619 HS t24 1.8 + X * N 41°E 0.06 -0.07 奈良 SH 8606に切られている。遣物なし。

SH 8631 SK8631 H8 024 ＊ X2.4 + N 15°E 0.18 -0.25 奈良 追物なし。 SK8621より古い。

SH 8635 SH8635 HS y24 4.4 X3.0 + N 23'W 0.32 -0.38 奈良 SH 8610 と同•。

SH 8638 SK8638 H8 yl9 3.6 X2.6 + N 18°W 0.13-0.23 北東 奈良中 I -3 土師器杯•杯蓋 •IUL• 晶杯・甕•鍋．須恵器杯蓋・
壷が出J.:。瑠跡に2ヶ所の支柱石。

SH 8641 S!-18641 HS s• t24 3.4 + X 1.4 + N45°E 0.05 奈良 逍物なし。

SH 8648 SH8648 HS f23 2.6十 X0.6+ N 11°E 奈良
上師器甕• 須恵器片出上。ほとんど調査IX

0.12 -0.30 I 
外。

SH 8650 SH8650 HS a21 1.8 + X * N 39°E 0.12 -0.15 奈良
逍物なし。 ・部検出。 I.I<面硬化。第97-2 
次では検出されていない。

SH 8675 SH 8675 H9 y 9・10 ＊ X 1.0 + N0° 0.02-0.D7 奈良 辿物なし。 SH 8586・8588より古い。

第111-4表第137次調査区竪穴住居一覧
（規模のデータで「＋」の表記は「以上」、「＊」は未確認であることを表す。）
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を上にして出土した。調査区北端の壁に突き刺さっ

た状態で、刀子が顔を出していた。出土した陶器皿

については、藤沢編年5型式に相当しよう。

S X8644 長辺1.7m以上、短辺1.6m、深さは14......,

17cmの土壊墓と思われる。長楕円形か隅丸の長方形

になるものと考えられる。遺構の北東端で4......,5個

体の土師器皿が集中して、底部より少し浮いた状態

で出土している。埋士からは、先述の13世紀代と考

えられる土師器皿や斎宮I期のものと考えられる皿・

甕も出土した。

S K8600 調査区に制約があるため土坑としている

が溝である可能性も否定できない。長辺4.4m、短

辺2.8m、深さ25......,39cmであった。埋土からは、斎

宮 I期の土師器高杯・甕、須恵器杯・甕、山茶椀・

南伊勢系土師器鍋など中世後期の遺物も出土した。

S D8568 幅0.41"-'0.76m、深さ26......,38cmを調査区

内で確認した。溝と考えられる。調査区西端から東

南方向へ延び、調査区中央で、緩やかに90度近く南

西方向に曲がり調査区外へ伸びていく。西側部分が

深くなっていた。埋土からは、藤沢編年7型式に相

当する通称「山茶椀」や陶器甕が出土を確認した。

4 遺物

第137次調査区からの出土遺物は整理箱で50箱程

度である。内訳は、ほとんどが土器類である。金属

製品が若干出土した程度である。ここでは、主だっ

たものを紹介する。なお、遺物の観察については、

通爵迪構名 整理時追1/1l名 地区 グリット ピット番号 ピット追物の時間 建物時期

xl7 p9 （の範疇
I 

S88668 5B8555 H9 xl8 p3・4 

y!9 p3 

S88669 SB8556 HS f22 pl Iの範疇 I 

x20 p2 Iの範店

SB8670 5B8557 G8 x21 p4 I 

y21 p5 

SB8671 S88558 G8 x20 pl 1の範蘭 I 

GS y21 p3 Iの範疇
SB8672 SB8559 l 

97・2次 R8 p2・3 

GS y21 pl・2 Iの範疇

H8 c22 pl 

SB8673 SB8560 R8 pl・4・5 pl: I -2 l -2 

97 -2次 R9 pl• SK9 SK9: I -2 

S9 SK6 

SB8674 SB8570 H8 024 p3・5 1-1 1-1以降

第111-5表第137次調査区掘立柱建物一覧

後掲の遺物観察表（第皿ー6"'9表）に譲りたいと

思う。参照されたい。

遺物の所属時期については、古代の土器の関する

分類・編年は、斎宮分類・編年(I)及び平城•長岡京

における編年(2)を参照した。

(1)古代の遺物

S B8674出土遺物 (1) 1は土師器杯A。土器外

面の調整については磨耗など判然としないが、かす

かにヘラミガキであることがわかる。斎宮 I-1期

に相当しよう。

S H8586出土遺物 (2"-'5) 2は底部から口縁部

に向かい内弯気味に立ち上がる土師器杯G。3はロ

縁端部に面取りがみられ、丸底を呈する底部外面に

は直線状のヘラガキが 1条施されている土師器甕A

である。 4は口縁部が外反し底部が若干の丸底にな

る土師器鍋Aである。 5は杯Aを杯部に、中実の脚

部に、裾部が水平に延びる土師器高杯である。 1,.__, 

4は斎宮 I-1期に比定できよう。 5は斎宮 I-2

期の範疇であろう。

S H8573出土遺物 (6"-'8) 6は口縁端部が面取

りされ凹み、球形の器形の土師器甕Aである。 7は

口縁部が大きく外反し体部が丸く張り出す丸底の土

師器甕Aである。 6より細長い器形のものである。

8は口縁部が外反し、底部が平らになる土師器鍋と

思われる。これらは、斎宮 I-2期に相当するもの

であろう。

S H8576出土遺物 (9・10) 9は土師器杯A。土

規模 柱間
主軸

方位
備 考

東西間(m)X南北間(ml（東西ー南北） (N基準）

2十(4.4)X 2(4.4) 2.2 -2.2 東西 N3°W 

l十(2.0)X * 2.0 -* 束西 NO゚
2十(5.4)X * 2.7 -* 東西 N29°E 

2.4・3.6 -
2(6.0) X * 東西 N20°E 

＊ 

3十(6.0)XI十(2.0) 2.0 -2.0 東西 N37°E 

6(12.0) X 2十(4.0) 2.0 -2.0 東西 N20'E 

S867!3は掘立柱建物にならない。

2十(4.8)X * 2.4 -* 東西 N36°E 

（規模のデータで「＋」の表記は「以上」、「＊」は未確認であることを表す。）
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器外面はヘラケズリが施される。 10は口縁端部がつ

まみ上げられている土師器甕Aである。斎宮 I-3 

期に比定できよう。

S H8585出土遺物 (11,.._, 17) 11は口縁部が外傾気

味の土師器皿Aか。高杯杯部の可能性も否定はでき

ない。 12は小形の土師器甕A。13は口縁部が大きく

外反し体部が丸く張り出す丸底の土師器甕Aである。

14は口縁端部に面取りがみられる土師器鍋であろう

か。 15は土師器甑。把手部分が2ヶ所残存している。

16は須恵器蓋。宝珠つまみは残存しているもののロ

縁部が残存しておらず口縁部形態は不明である。こ

れらは、斎宮 I-2期に相当しよう。 17は土製土錘

である。

S H8588出土遺物 (18"-'23) 18・19は口縁部が外

傾気味の土師器皿A。20は大きく外傾した口縁部を

もつ土師器皿Bである。 21は口縁部が大きく外反す

る小形の土師器甕A。22は口縁部が大きく外反し、

頸部から体部にかけて段状になるほどのヨコナデが

みられる土師器鍋である。 23は須恵器蓋。扁平な宝

珠つまみをもつ天井部とカエリがない口縁部が残存
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する。 18....... 20・23は斎宮 I-2期に比定できよう。

21・22は斎宮 I-3期に相当するものか。

S H8606出土遺物 (24....... 27) 24・25は底部から口

縁部が内弯気味にたちあがる土師器杯G。26は小形

の土師器甕A。口縁部の屈曲はそれほど強くない。

27は大型の土師器甕Aである。これらは、斎宮 I-

2 ,.._, 3期に相当しよう。

S H8641出土遺物 (28) 28は底部から口縁部が内

弯気味にたちあがる土師器杯G。斎宮 I-2期に比

定できよう。

S H8638出土遺物 (29,..._,37) 29は口縁部が外傾す

る土師器皿Aである。 30は口縁端部が巻き込むよう

に肥厚している土師器皿Aである。 31は高杯杯部で

ある。口縁部が大きく外反するもので、内面には漆

状のものの付着がみられる。 32は土師器高杯脚部で

ある。脚内は中空で、裾部は水平に延びるようであ

る。 33・34は口縁部が大きく外反し、体部が球形の

小形の土師器甕Aである。 35は球形に近い器形の大

形の土師器甕A。36・37は口縁端部に面取りがみら

れる土師器鍋Aである。これらは、斎宮 I-3期に
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比定できよう。

S K8564出土遺物 (38-51) 38-42は土師器杯A。

38は外傾する口縁部の端部に面取りがみられる。 43・

44は口縁端部が内側に巻き込むように肥厚している

土師器皿Aである。 44は土器外面にはヘラミガキ、

内面には二重に螺旋状暗文が施されている。 45はロ

縁端部が水平に延びる土師器高杯の杯部と考えられ

る。 46は口縁部が大きく外反し、端部には面取りが

みられる土師器甕Cである。 47は土師器甑の口縁部

小片であろう。 48は天井部が残存していない須恵器

杯B蓋であろう。 49は口縁部にカエリがみられる須

恵器杯Aであろう。 50• 51は底部から直線的に口縁

部が延びる須恵器杯である。 49は斎宮 I-1期に、

44・46-48・50・51は斎宮 I-2期、 38-43・45は

斎宮I-3期に比定できるものと考えられる。

S K8565出土遺物 (52) 52は口縁部が外傾気味の

土師器杯Aである。これらは斎宮 I-2期に相当し

よう。

S K8584出土遺物 (53) 53は口縁部が外傾気味の

須恵器盤である。これらは、斎宮 I-2期に相当す

—c~J ~ l三~~==ニ-a9

~ 7:: ここ：：ここここ—_ジ盆

゜
7
 `

 

、、
ニー-＂ __ -＿ •• 

一h-i,-
.
 
-． -_. 

•9

• 

9
9
 

9
9
9
,
 

”
 

―

加

’

-

,

．

 

，
．
 

u
.
,
 

鰐

＿
 

プ‘

一―

沼

-= 
―一-]
/

 

二

‘‘
 

- < 

/
L
 

9

9

 

-

．

'

，
9
 

r
 r

、

＇ 

口
口

4
 

,

7

 

/
＼
＼

I

—
ー

1
H

―

―

 

一―ii
-

9

！
云

-―ー
1
,＇

T
 

,‘
 

/I' "『I
,, •,:' 

; ,, i 

ii,' I 

81 : SK8659 

／ーヘ79 

~ 

J
 

~
 
一

ゴ

[

'

/ 

------ -― 
， 
，ヘ

--ヽ，ー、 、, I ,-

I、;'
、 I,

- --
-

一—-- -

I 

----

' -_ ____, 
----, ヽ

, /' 

66-80 : SK8647 

82: SK8666 

―, 

20cm 

"- ...__ ....... 

,,, ,, 

ー□

- ・._. 三ミ

ilI忙

/,、'76

□三；
10cm 

第111-20図 第137次調査区 出土遺物実測図(4)(1 : 4 ※80・82は1: 2) 

-62-



るものと思われる。

S K8621出土遺物 (54......... 65) 54は口縁部が外傾気

味の土師器椀A。55はつまみをもつ天井部分だけ残

存している土師器蓋である。 56は深さがあまりない

土師器高杯杯部。 57・58は面取りされた脚部をもつ

土師器高杯Aである。 59は大形の土師器甕A。60は

土師器甕Cと考えられる。 61は天井部には宝珠ツマ

ミ、口縁部にはカエリがみられない須恵器杯B蓋で

ある。 62は須恵器杯A。底部から直線的に口縁部が

延びる。また、底部外面には「X」のヘラガキがみ

られる。 63は62と同器形のもので高台が付く須恵器

杯Bである。 64は口縁部が少し内弯気味の須恵器杯

Aであろう。 65は須恵器壺の底部高台部分である。

これらは、斎宮 I-2期に比定できよう。

S K8647出土遺物 (66......... 80) 66・67は土師器杯A。

ともに土器外面にはヘラミガキ、内面には暗文が施

されている。 68は口縁部が外傾する土師器皿Aであ

る。 69は口縁端部が内側に巻き込むように肥厚して

いる土師器皿Bである。高台部分が剥離したものな

のだろう。 70• 71は、口縁端部が面取りされ上方に

つまみあげられたような形状、外反する口縁をもつ

大形の土師器甕Aである。 72......... 75は、口縁端部が面

取りされ、外反する口縁、丸底になる小形の士師器

甕A。76は体部が最も張り出す部分に把手を2ヶ所

もつ土師器鍋Bである。 77は鍔付円筒形土器である。

78は口縁部が水平に延び、鍋のように底部に向かい

曲線を描くものである。土師器鉢であろうか。 79は

口縁部にカエリがない須恵器杯B蓋である。天井部

分は残存していない。これらは、斎宮 I-2期に比

定できよう。 80は毛彫馬具。帯飾金具と考えられる。

面懸、胸懸、あるいは尻懸の革帯に装着されていた

ものであろう。帯に留めるための鋲部分4ヶ所や鍍

金部分が残る。材質や製作技法については、自然科

学分析編に詳細に述べられているのでそちらに譲る

こととする。

S K8659出土遺物 (81) 81は土師器椀A。外傾す

る口縁部の端部に面取りがみられる。内外面には赤

色顔料が一部残存している。斎宮 I-1期に比定で

きよう。

S K8666出土遺物 (82) 82は面懸の轡部分に関連

する馬具である。衡の一部分か手綱と繋がる部分と

考えられる。

S X8665出土遺物 (83・84) 83• 84は、口縁端部

が面取りされ上方につまみあげられたような形状、

外反する口縁をもつ土師器甕Cである。土器棺とし

て使用されていたと考えられる。これらは、斎宮 I

-2期に比定できよう。

S 28561出土遺物 (85.....,87) 85・86はロクロ士師

器皿である。底部から口縁部にかけて直線的に延び

ている。 87は口縁端部が内側に巻き込むように肥厚

している土師器甕である。これらは、斎宮皿ー 1期

に相当しよう。

S D8567出土遺物 (88) 88は口縁端部が少し外反

する緑釉陶器椀である。

(2)中世の遺物

S X8575 (89.....,93) 89.....,92は底部から口縁部にか

けて直線的に外反する通称「山皿」といわれている

SX8665 (83・84) 
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陶器小皿である。 89の底部外面には「上」と墨書さ

れている。これらは、藤沢編年5型式(3)に相当しよ

う。 93は刀子の切先部分である。木質のものが一部

に付着しており、鞘の一部と考えられる。

S K 8600 (94,-..,,96) 94• 95は底部から口縁部にか

けて内弯している土師器皿である。器壁が非常に薄

いものである。 96は、粗製の土師器小皿。これらは、

伊藤編年皿 a期叫こ相当しよう。

S X8644 (97,-..,,101) 97は底部から口縁部にかけ

て内弯している土師器皿である。器壁が非常に薄い

ものである。 98,-..,,101は、粗製の土師器小皿。伊藤

編年IIb期に相当しよう。

S D8568 (102• 103) 102は底部から口縁部にか

けて直線的に外反する通称「山茶椀」といわれてい

る陶器椀である。藤沢編年 7型式に相当しよう。

103は陶器大甕の底部片である。

柱穴出土遺物 (104,-..,,106) 104・105は底部から口

縁部が内弯気味にたちあがる土師器杯G。これらは、

斎宮 I-2,...., 3期に相当しよう。 106は小刀の茎で

ある。中世のものと考えられる。

包含層出土の遺物 (107,....,112) 107は底部外面に

「ドーマン」とも考えられる(5)ヘラガキが施された

ものである。 108は底部外面に「林」と考えられる

ヘラガキが施されたものである。土師器皿か杯と考

えられる。土師器皿か杯と思われる。 109は口縁端

部が少し外反する緑釉陶器椀である。これらは古代

の遺物と考えられる。 rr-3,....,4期のものか。 110

,....,112は通称「山茶椀」といわれている陶器椀の底

部片である。 111については底部内面に赤色顔料の

付着がみられる。これらは中世前半のものであろう。

5 まとめと検討

ここでは、遺構・遺物について列記し、まとめと

したい。
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(1) 遺構の検出状況

第137次調査では、掘立柱建物 7棟、竪穴住居20

棟、土坑40基、溝39条、土塙墓3基、土器棺墓l基、

地鎮関連遺構 l基を確認することができた。

a 掘立柱建物

掘立柱建物については、出土遺物から斎宮 I期前

半の属すると考えられ、掘立柱建物は、現在の旧竹

神社の部分に集中しているようである。確認した建

物群のなかでは、 SB8673が注目できる。今回の調

査と第97-2次調査の成果から、南北2間以上、東

西6間の、東西棟の建物であることが想定できる。

柱間は2.0mの等間であった。柱穴から出土の遺物

から、斎宮 I期前半の建物と考えられる。規模から

みれば、斎宮跡の当該期の掘立柱建物としては最大

級の規模のものと考えられる。また、今回の調査で

検出したSD 8658・8661は、 SB8673の建物方向と

ほぼ平行で、埋土からの出土遺物もほぼ同時期であ

る。 2つの溝が区画溝的な性格を持つとすれば、第

137調査区を含む一帯に一つの区画があった可能性

が指摘できよう。斎宮に関連するものか、あるいは、

それ以外例えば郡街のような官街に関連するものな

のか、今後様々な可能性を探っていくべきものと考

える。第137次調査区と第36次調査区の間に存在す

る未調査の部分が注目に値しよう。今後の調査の進

捗に期待したいと思う。

b 竪穴住居

調査区全体で偏ることなく分布している。これら

のなかでも、調査区の北側部分で検出したSH8638 

が注目できよう。鼈は北東辺のほぼ中央に築造され

ていて、内部には支柱石が2ヶ所あった。このよう

な鼈の形態は、支柱石が 1ヶ所のものについては斎

宮跡でも多くみられるが、あまり類例はないようで

ある。第137次調査においても、鼈内の施設が違っ

ている状況がある。このことから、仮にではあるが、

斎宮を造営するにあたり、徴用されてきた人々の出

身地域の違いが出ているのかもしれない。今後の検

討課題としたい。

(2)遺物の出土傾向

遺物全体の出土をみてみると、土師器類がほとん

どで、須恵器類が若干、緑釉陶器はごく少数、金属

製品が少量という状況であった。時期については、

斎宮 I期から中世までのものを確認している。中世

遺物は、南伊勢系(6)のものを中心に出土した。

a 毛彫馬具

S K8647から毛彫馬具が出土した。毛彫馬具は、

表面に毛彫りが施された金銅製馬具の総称である。

毛彫馬具の中でも、帯飾金具と考えられる。面懸、

胸懸、あるいは尻懸の革帯に装着されていたものと

考えられる。 6世紀前葉あたりが初現といわれてい

て、使用年代の下限は、平城京八条ー坊十三・十四

----_, 
／ Iii 

•/3.~ 

~·1 ......... ~: 
第111-23図 S B8673と周辺の遺構 (1: 1,000) 
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坪において出土が確認されているので、奈良時代中

頃には使用されなくなったと考えられている。 (7) 今

回の調査で出土した毛彫馬具も、共伴する土器群が

斎宮 1-2期であったので、先述の使用の下限とも

一致している。

時期は 9世紀に下がるが、『続日本後紀』承和九

年五月乙未条には、五位以上の官人に鞍と馬飾に金

銀を用いるのを許したとある。 18) また、隣接する S

K8666では轡部分の馬具が出土しているし、 SB

8674の建物方向とほぼ平行の SD8658らに囲まれた

と考えられる部分にある土坑からの出土でもあるの

で、その他の馬具や掘立柱建物との関連についても

興味深いものがある。

(3)第5次調査出土の馬具

第137次調査時には、斎宮跡において飾金具の馬

具の出土は初例と考えられていた。整理の過程で、

第5次調査（古里D地区）においても出土していた

ことが判明したので改めて紹介する。 (9) ラベルには、

「8FFS-D 21113 73.11.22」とあり、包含

層出土と考えられる（第皿ー25図参照）。第137次調

査出士資料と同様の形態を示している。全体の形と

しては長方形で、長方形の窓を作っている。窓の下

部分が欠失していた。窓の外側に 2ヶ所に鋲がみら

れ、 1ヶ所は鋲自体が欠失している。本来は4ヶ所

あったものと思われる。残存していた部分は、長辺

三

こ
゜

5cm 

第111-25図

3.5cm、短辺2.2cm、厚さ0.05cm程度であった。

（小濱学）
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(1)駒田利治・泉 雄ニ・倉田直純「斎宮跡の土器」（『斎宮跡発

掘調査査報告』 I 斎宮歴史博物館、 2001年）を参照した。

(2) 『平城宮発掘調査報告』 XIV (奈良国立文化財研究所、

1993年）や『古代の土器 l 都城の土器集成』（古代の士器

研究会、 1992年）に詳しい。

(3)藤沢良祐「山茶碗と中世集落」『尾呂』（瀬戸市教育委員会、

1990年）、「山茶碗研究の現状と課題」（『研究紀要』第3号

三重県埋蔵文化財センター、 1994年）を参照した。

(4)伊藤裕偉「VI 調査のまとめと検討」（『岩出地区内遺跡群発

掘調査報告』、三重県埋蔵文化財センター、 1996年）を参照

した。

(5)平川 南「墨書土器とその字形」（『国立歴史民俗博物館研究

報告』国立歴史民俗博物館、 1991年）に詳しい。

(6)伊藤裕偉「伊勢の中世煮沸用士器から東海をみる」（『鍋と甕

ーそのデザイン一』東海考古学フォーラム、 1996年）を参照

した。

(7)冨永里菜「馬具の革金具」（『跨帯をめぐる諸問題』奈良文化

財研究所、 2002年）に詳しい。

(8) 「五月甲午朔乙未。勅。五月五日供節。四衛府六位官人巳下

装束。除二甲冑飾一之外。不レ得レ用二金銀及薄泥ー。五位巳

上走馬之鞍井馬飾。不レ論二新藷聴レ用金銀ー。但薄泥不レ在

二聴限ー。」とある。

(9)県下では、伊勢市塚山古墳群においてまとまった出土例がみ

られる。岩中淳之『隠岡遺跡発掘調査報告』（伊勢市教育委

員会、 1987年）
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出上

器種
法駄 調整•技法の特徴 胎上 焼成 色 調 残存度 備考 登録ぬ

遺構 (cm) 

1-18-024 上師器 IJ緑 16.0 
外：ヨコナデ→オサエ・ナデ． 郁ヘラミガキ

やや密
やや
橙 5YR6/6 1/2 002-04 I Pit5 

杯A 内’ナデ 良S88674 

2 HSH9-8y59 86 
土師器

口緑 11.2 外• 内：ヨコナデか'!l'/i滅激しい やや密 良 橙 5YR6/6 ほぽ完形 018-02 
杯G

J . HSl-!9-8y59 86 」：師器 口緑 14.6 
外：ハケメ・ヨコナデ→1ヽケメ

密 良 浅貨橙 !OYR8/4 ほぽ完形 018-05 
甕A 内：ハケメ

4 SHH9・8y59 86 
土師器

口縁 26.8 
外：ヨコナデ→オサエ・ナデ・ハケメ

やや粗
やや 外：橙5YR7/6

口3/12 036-03 
鍋A 内：ハケメ→ケズリ イ＜良 内：橙5YR6/8

U緑 外：ヨコナデ→1ヽケメ・ナデ 杯部 1/4
5 HSH9・8y59 86 

l:師器 14.2 
やや密 良 灰I勺2.5Y8/2 脚部ほぼ 018-04 

晶杯 底径 11.6 内：ナデ・オサエ
完存

6 H9・y19 l:師器 U緑 15.0 外：ヨコナデ→1ヽケメ
やや密

やや
浅黄橙 IOYR8/4 IJ 5/6 029-02 

SH8573 甕A 器晶 16.1 内： Iヽケメ→ケズリ 良

7 HSH9-8y5l79 3 土師器 U緑 17.2 
外：ヨコナデ→1ヽケメ

やや密
やや
浅貨橙7.5YR8/4 LI 3/4 029-01 

甕A 内：ハケメ→ケズリ 良

8 HSH9-8y5l79 3 上師器 口緑 30.6 外：ヨコナデ→/¥ケメ
やや密

やや
浅貨2.5Y8/3 口完# 046-01 

鍋 器甜 16.4 内：ヨコナデ→1ヽケメ→ケズリ 良

， HSH9・8y5270 6 上師器 U緑 16.0 外：ヨコナデ→ヘラケズリ 粗 良
外：橙2.5YR6/8

口1/8 002-02 
杯A 内：限滅で？ 内：橙2.5YR6/8

10 
H9-y20 土師器 u緑 28.0 外：ヨコナデ→1ヽケメ

密 良 明黄褐 7/6 1/4 005-02 
S1-18576 痰A 内： 9ヽケメ

H9・yl0 上師器 U緑 20.0 外：ヨコナデ→ミガキ
密
やや
橙5YR6/8 I」3/12 032-01 11 

SH8585 IOLA 器沿j 2.1 内：ナデ 良

12 SHH9-8y5l80 5 上師器 日緑
16.0 外：ヨコナデ→ハケメ→ケズリ

密
やや 外：にぷい橙5YR7/4 LI 3/12 033-02 

甕A 内：ヨコナデ→Iヽケメ→ケズリ 良 内：浅黄橙7.5YR8/4

13 HSH9・8y5l80 5 上師器 LI縁 19.0 
外：ヨコナデ→1ヽケメ

やや密
やや
浅黄橙 10YR8/3 日4/12 032-02 

甕A 内：ナデ 良

14 S1-1I-19-8y5l8O 5 上師器 外：ヨコナデ→ハケメ→ナデ
密
やや 内：橙 7.5YR7/6 033-01 

鍋 内：ハケメ→ナデ 良 外：橙5YR7/6

15 SHH9-8y5!8O 5 上師器 U緑 30.0 
外：ヨコナデ→ハケメ

密
やや
橙 7.5YR7/6 ロ3/12 035-01 

甑 内： Iヽケメ→ケズリ 良

16 HSH9-8y5!O 85 
須恵器 外：回転ナデ→ヘラケズリ

密 良
外：灰黄2.5Y6/2 夭井部完

003-02 
蓋 内： 1m転ナデ 内：灰白 2.5Y7/1 存

17 SHH9-8y5l80 5 上師質 重凩
28.41 
指ナデ やや密 イ；良 にぷい橙7.5YR7/4 026-04 

土錘 g 

18 HSH9-8y5l8l 8 J.:師器 LI緑 17.0 外：ヨコナデ→ケズリ
密 良 橙 2.5YR6/6 1/6 019-02 

IIllA 器翡 2.2 内：ナデ

19 SHH9・8y5l0 88 
上師器

口緑 17.2 外：ヨコナデ→ナデ 密 良 橙 5YR6/6 LI 1/8 019-03 皿A 内：ナデ

20 HSH98-y5!8O 8 土師器 口緑 24.8 
外：ヨコナデ→ミガキ

密 良 橙 2.5Y6/6 1/6 019-04 111[8 内：ヨコナデ

-')[ S1-1l-19-8y5l8l 8 J: 師器 u縁 16.5 
外：ヨコナデ→ハケメ

やや密 良 にぶい橙5YR7/4 口 1/4 内：煤 019-05 
甕A 内：ハケメ

22 SHH9-8y5!8O 8 上師器 u緑 33.6 
外：ヨコナデ→ハケメ

やや密 良 にぶい橙 7.5YR7/4 019-07 
鍋 内：ハケメ

23 SHH9-8y5l8l 8 須恵器 口緑 15.9 外：回転ナデ→f[i]転ケズリ
密 良 灰i'J7.5Y7/1 ほぽ完形 019-01 

蓋 器高 3.0内：回転ナデ

24 HSH8-8t6204 6 上師器 IJ緑 11.6 
外：ヨコナデ→ナデ

密 良 橙2.5YR6/8 1/2 021-02 
杯G 内：ナデ

25 SH1-18・8t6204 6 l:師器 日緑 10.6 外：ヨコナデ→ナデ
密 良 にぶい橙7.5YR7/4 1/6 021-01 

杯G 器甜 3.2内：ナデ

26 SHH8-8t6204 6 l:師器 LI緑 11.0 外：ヨコナデ→ナデ 密 良 にぷい橙7.5YR7/4 1/2 021-03 
甕A 内：ナデ

27 HSH8-8t6204 6 上師器 U緑 19.0 
外：ヨコナデ→ 1ヽケメ

密 良 にぶい橙7.5YR7/4 日 1/6 021・04 
痰A 内：ハケメ

28 HS1-!8-8cl6243 1 上師器 U緑 12. 2外：ヨコナデ→ナデ
密 良

橙 2.5YR6/8
3/8 039-03 

杯G 器晶 3.2内：ナデ

29 SHH88-y6139 8 :I: 師器 IJ緑 16. 0外：ヨコナデ→ナデ
やや粗 良 橙 5Y 7/6 1/2 014・02 皿A 器閥 3.0内：ナデ

30 Sl-1H8-8y6l39 8 土師器 U緑 21. 0外：ヨコナデ
密 良 ffi 5YR7/6 2/3 014-01 皿A 器甜 2.4 5内：ヨコナデ

31 HSH8-8y6l39 8 
_[: 師器

U緑 21. ゚ 外：ヨコナデ 密 良 橙5Y 7/6 口 1/4 内面に漆付楕 014-03 
絲杯 内：ヨコナデ
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32 
H8-yl9 土師器

脚部 12.0 
外：ケズリ

密 良 橙 5Y7/6 脚 9/10 014-04 SH8638 高杯 内：ナデ

33 
H8-yl9 土師器

LI緑 20.0 
外：ヨコナデ→ハケメ

やや粗 良 にぷい黄橙 IOYR7/3 1/10 014-05 SH8638 甕 A 内：ナデ

34 
H8-yl9 土師器

LI緑 17.0 
外：ヨコナデ→ハケメ

やや粗 良 にぶい黄橙 10YR7/3 外’煤 016-01 SH8638 甕 A 内：ナデ→ケズリ

35 
H8-y19 土師淵

[I緑 20.0 
外：ヨコナデ→ハケメ

やや密 良 にぶい黄橙 !OYR7/:l 1/10 015-01 SH8638 痰 A 内：ナデ

36 
H8-yl9 上師器

U緑 34.0 
外：ヨコナデ→ハケメ

やや密 良 橙 5YR7/6 1/10 015・02 SH8638 鍋A 内・ ナデ

37 
H8-yl9 土師器

U緑 38.0 
外：ヨコナデ→ハケメ

密 良 にぷい黄橙 lOYR7/4 IJ 1/12 外：煤 017-01 SH8638 鍋A 内：ハケメ

38 
H9-y9 土師器 口緑 13.6 外：ヨコナデ→ケズリ

'If; 良 橙 IOYR7/6 1/6 020-05 SK8564 杯A 器泊j 3.0 内：ナデ

39 
H9-y8 土師器 日緑 16.4 外・ ョコナデ→ケズリ

密 良 橙 5YR6/6 IJ 1/12 020-07 SK8564 杯A 器高 3.3 内：ナデ

40 
H9-y8 土師器 目緑 18.0 外：ヨコナデ→オサエ・ナデ

やや密 良 橙5YR6/6 036-01 SK8564 杯A 器,tlj 2.85 内：オサエ・ナデ

41 
H9-y8 土師器 u緑 11.8 外’ヨコナデ→オサエ・ナデ

やや粗 不良 灰白 IOYR8/2 2/12 036-02 SK8564 杯A 器閥 2.8 内ナデ

H9-y8 土師器 J_J緑 12.4 外：ヨコナデ→ナデ・オサエ
やや密

やや
浅黄橙 IOYR8/3 1/3 020-04 42 

SK8564 杯A 器絲 2.95 内：ナデ 良

43 
H9-y8 土師器 U緑 17.2 外：ヨコナデ

密 良 橙 7.5YR7/6 口1/12 020-06 SK8564 Illli¥ 器泊j 2.0 内：ナデ

44 
H9-y9 土師器 口緑 21.4 外：ヨコナデ→ナデ・ヘラミガキ

密 良 明赤褐 2.5YR5/6 [」 2/12 036-04 SK8564 皿A 器高 2.4 内：ナデ

45 HSK9-8y58 64 
上師器

LI緑 19.4 外 ヨコナデ→ケズリ、内’ナデ 密 良 橙 7.5YR7/6 l」1/5 020・08 高杯

46 HSK9-8y58 64 
土師器

U緑 22.6 
外：ヨコナデ→ハケメ

やや粗 不良 浅黄橙 IOYR8/:l 頸3/12 037-01 
甕 C 内：ハケメ・ヨコナデ→ケズリ→ナデ

47 HSK9-8y58 64 
土師器 外：ヨコナデ→ハケメ

やや密 不良 にぶい橙 75YR7 /4 ロ係汝,jヽIヤ 037-02 甑 内：ハケメ

48 HSK9-8y59 64 
須恵器

LI緑 18.4 
外：回転ナデ→回転ケズリ

密 良 灰 IOY5/1 1..1 1/6 020-01 杯B蓋 内：回転ナデ

49 SHK9~8y58 64 須恵器 外：回転ナデ→回転ケズリ
密 良 灰 IOY6/l l:J緑小片 020-09 

杯A 内回転ナデ

50 SHK9-8y58 64 
須恵器 U緑 13.6 外回転ナデ

密 良 灰 IOY6/l 2/3 020・02 杯 器閥 :l.5 内．回転ナデ

51 SHK9-8y58 64 
須恵器 u緑 14.4 外：回転ナデ→ケズリ

密 良 灰 IOY6/l 1/4 020-0:l 杯 器翡 3,9内：回転ナデ

52 HSK8-8y5l0 65 
土師鼎 口緑 15.3 外：ヨコナデ→ナデ・オサエ

やや粗 不良
灰白 !OYR8/2

l」2/12 026-02 杯A 器泊j ;3.45 内：ヨコナデ

H9-y9 須恵器
LI緑 17.4 

外：回転ナデ
密 良 灰N5/0 2/12 026-01 53 SK8584 盤 内：回転ナデ

54 SHK8-8o6224 1 土師器 1-1緑 16.4 外：ヨコナデ→ヘラミガキ・ナデ
やや密 1~ 良 橙5YR6/8 LI 8/ 12 025-02 椀A 器，¥':j 5.2内：ヨコナデ

55 SHK8-8o6224 1 
土師器 外：ナデ・格子暗文→ハケメ

やや密 イサ良 橙5YR6/6
頭頂部の

025-01 蓋 内：ナデ み

H8-o24 土師器 口緑 25.5 外：ヨコナデ→ケズリ・ナデ
密 不良 橙5YR6/8 IJ 5/12 025-04 56 SK8621 高杯 器佑i 16内：ヨコナデ

H8-o24 上師器
脚部 8 外：ナデ→ヨコナデ

密
やや 外：橙 2.5YR6/8

底 7/8 034-01 57 SK8621 柑I杯A
13. 
内：ナデ 良 内：橙 5YR7/8

58 1-1SK8-8N6224 1 
上師器 外：ナデ→ヨコナデ

密
やや 外：橙 5YR7/8 裾部ほぽ 034-02 r¥'li杯A

脚部 14.0 
内：ナデ 良 内：橙 5YR7/6 完形

59 1-18-024 上師器 ロ縁
2 外：ヨコナデ→ハケメ

やや密
やや 浅黄橙 10YR8/3

口1/8 031-01 猥A
19 
内：ハケメ 良S1<8621 

60 l-1SK8-806224 1 
_L師器 7 外：ヨコナデ→ハケメ

やや粗
やや にぷい＆位 !OYR7/4

口1/8 031-02 
槻 C

口緑 2:1. 
内：ハケメ 良

61 l-1SI8く-8062241 
須恵器 ロ緑 14.6 外：回転ナデ→ヘラケズリ 密．

良 灰 10Y6/l 口1/3 005-01 l mmわ
杯B蓋 器品 37内：回転ナデ 英

62 HSK8・8o6224 1 
須忠器 外゚：'"'転ナデ→ヘラ切り

密
良
外：灰 5Y6/I

口1/2 底外：ヘラ記号 002-03 口緑 14. 1-:l 
内：灰白 5Y7/2杯A 内： ffi)転ナデ mm長イ I 
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H8-o24 須恵器 外： (ii(転ナデ 削
良
外： ,'!'灰 6/!Huc5B

II 1/10 001-01 63 Cl緑 14.8 n.5-'.!.5 
内：緑灰 6/11-Iuc5GSK8621 杯B 内：回転ナデ

日lH1

H8・o24 上師器 U緑 10.6 外：ヨコナデ→オサエ・ナデ
やや密 イ＜良 外：にぶい黄阻 lOYR6/4 3/12 025-03 64 

SK8621 杯A 器高 3.6 内：ヨコナデ 内にぶい橙,5YR7/4

H8・o24 須恵器
絲底 J:l.O 

外：回転ナデ→糸切船・ 貼り付け後ナデ．
やや密

やや
灰N6/0 甜台 3/8 031-03 65 

SK8621 台付壺 内：回転ナデ 良

I-18-e23 上師器
U緑 17.6 

外：ミガキ
やや密 良

橙 5YR6/6
1/4 039-02 66 

SIく8647 杯A 内： Iヽ ケメ→ナデ

H8-e2:l 上師器 外：ヨコナデ→ヘラミガキ
やや密

やや
橙2.5YR6/8 030-02 67 

SK8647 杯A 内：ハケメ→ナデ 良

H8・c23 1:師器
U緑 11.4 

外：ヨコナデ→ナデ
やや密 良

橙 2.5YR7/8 
口 1/8 039-04 68 

SK8647 ll[A 内：ナデ

H9-cl23 l:師器
II緑 19.8 

外：ヨコナデ→1ヽケメ
密 良

橙2.5YR(う/8
口 1/8 039-05 69 

SK8647 IULB 内：ナデ

H8で23 J: 師器 u緑 16.8 
外：ヨコナデ→1ヽケメ

やや密
やや
浅貨橙 IOYRS/3 日小片 030-01 70 

SK8647 甕 A 内：ハケメ 良

H8-e23 土師器
U緑 21.2 

外：ヨコナデ→1ヽケメ
密 良

浅鼓橙 !ORB/a• 8/4 
LI 1/7 027-01 71 

SK8647 甕 A 内：ハケメ→ケズリ

H8-e23 J: 師器
口縁 15.4 

外：ヨコナデ→1ヽケメ
やや密 良

橙2.5YR7/6
l」9/10 038-01 72 

SK8647 漿 A 内：ハケメ→ケズリ

H8-c23 上師器
口緑 16.4 

外：ヨコナデ→1ヽケメ
密 良

にぶい橙 7.5YR7/4
日1/4 038・04 73 

SK8647 甕 A 内： 1ヽケメ

H8・e23 上師器
頸部 14.2 

外：ヨコナデ→ハケメ
密 良

にぶい橙 7.5YR7/4
頸部 1/4 038-03 74 

SK8647 甕 A 内：ナデ

l・l8-c23 上師器
口緑 15.0 

外：ヨコナデ→ 9ヽ ケメ
密 良

浅貨悦 7.5YR8/3
口 1/2 038-02 75 

SK8647 甕 A 内：ハケメ→ケズリ

H9-d23 上師器
U緑 33.6 

外：ヨコナデ→1ヽケメ
粗 良

浅黄橙 LOYR8/3
LI 1/2 028-01 76 

SK8647 鍋B 内： 1ヽ ケメ→ケズリ

77 HSK9-8cl6243 7 :I: 師器 口緑 14.8 
外：ヨコナデ→ハケメ

やや密 良 淡貨 2.5Y8/3 口 1/4 039-01 
甕 内：ハケメ→ナデ

78 HSK8-8e6243 7 
上師器 u緑 16.0 

外：ヨコナデ→ナデ
密 良 浅貨橙 IOYR8/3 IJ 1/6 鍔付円筒形上器 038-05 

内：ハケメ→ナデ

79 HSK8-8e6243 7 
須忠器

日緑
17.0 外： lnl転転ナデ 粗 良

灰白 5Y7/l
l二I1/8 039-06 If B 内： (ill ナデ

80 IS―19K8-e6243 7 金銅製鍍金．飾り
007-01 毛彫馬具

金具

81 SHK88-c625:3 9 」：師器 1こl緑 15.:l 
外：ヨコナデ→ヘラミガキ

密 ィ＜良 橙2.5YR6/8 口1/12 内・外面：赤彩 026-03 
椀A 内：ミガキ

82 Sl-lK88-d6262 6 馬具 轡部分 011-01 

. J-18-h24 上師器
日縁 21.6 

外：ヨコナデ→ハケメ
密 良

黄橙 7.5YR7/8
口 1/3 028-02 83 SIく8643 痰C 内：ナデ→オサエ

H8-h24 上師器 LI緑 22.0 外：ヨコナデ→ハケメ
密 良 にぶい＆杞 IOYR7/4 fifまゲ~J杉 024-01 84 SK8643 甕C 器晶 n:i 内：ヨコナデ→ケズリ

85 SH298-x56l7 1 
aりa_l:R/i器 LI緑 15.0 外：ロクロナデ→糸切り痕

やや粗
I mmイi 良 浅貨橙 7.5YR8/6 口1/3 003・03 

llll 器麻 :l.8内：ロクロナデ→ヨコナデ
英

86 SH298-x56l7 1 
nり叫：師器 II緑 14.4 外：ロクロナデ→糸l;/Jり痕

やや粗 良 浅黄橙 10YR8/4 IJ 1/2 004-02 Ill[ 器絲 2.9内：ロクロナデ→ヨコナデ

87 SH298-x5617 1 
上師器 日緑 16.6 外：ヨコナデ→オサエ 密

良 にぷい橙 7.5YR7/4 口 1/2 001-03 l ー ~Olli
聾 器麻 19.4 内：ナデ→ケズリ Mili/, 

88 S19D-a8l59 67 
緑釉陶器

密 良 雌，，i.緑 836 u緑
023・02 

椀 小片

89 SHX98・x5l75 5 
l-1緑 94 外：ロクロナデ→貼りつけ絲台→糸切り1且

密 良 にぶい黄 2.5Y6/3 完形
山nn

002-01 陶器nn • 内：ロクロナデ 底外面に墨B「上」

90 HSX98・x5l75 5 胸器皿
IこI縁 9.4外：ロクロナデ→貼りつけば冶→糸り）りIii.

やや粗 良 灰1'12.5Y7/l l」3/4 山II[ 004・03 
器高 1.9 ['I. ロクロナデ

91 SHX98-x5l75 5 陶器llll
LI緑 8.8外：ロクロナデ→貼りつけ，:":i台→糸切り痕

やや粗 良 灰白 2.5¥7/I 完形 山llll 004-01 
器贔 2.1内：ロクロナデ

92 HSX98・x5l75 5 陶器!Ill
IJ緑 8.6外．ロクロナデ→貼りつけ,:1;台→糸切り痕 やや粗l 良 外：灰1.11.2.5Y7/2 '.i'c/ij 1l111Il 003・01 器泊j 2.1内・ ロクロナデ 内：浅凶 2.5Y7/3

93 S1!9X8-x5l75 5 鞘の木質部分が付
009-01 JJf-

着。

第111-8表第137次調査区出土遺物観察表(3)
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ぬ
出:t

器種
法 Iii 調整•技法の特徴 胎土 焼成 色 調 残存度 備考 登録泌

追構 (cm) 

94 
H8-y25 J: 師器 U緑 11.8 外：ヨコナデ→オサエ・ナデ

密 良 浅貨橙 10YR8/4 u完{ei 伊藤編年皿 a 040-01 
SK8600 Ill[ 器治j 2.5 内：ナデ

95 
H8-y25 」：師器 U緑 12.3 外：ヨコナデ→オサエ・ナデ

やや密 良 浅貨橙 10YR8/4 LI 5/8 " 040-02 
SK8600 llll 器高 2.6 内：ナデ

H8-y25 」：師器 U緑 7.8 外：ヨコナデ→オサエ・ナデ
やや密

やや にぷい貨橙 LOYR7/3 IJ 1/2 ＂ 040-05 96 SK8600 llll 器高 1.6 内：ナデ 良

l-18-i24 」：師器 U緑 12.4 外：ヨコナデ→オサエ・ナデ
やや密

やや
灰白 JOYR8/2 IJ 1/8 伊藤編年IIb 040-03 97 

SX8644 Ill[ 器晶 2.95 内：ナデ 良

118-i24 」：師器 I.I絃 7.4 外：オサエ・ナデ
やや粗

やや 淡黄2.5Y8/3
LI 5/8 " 040-08 98 

SX8644 1111 器晶 l.l 内：ナデ 良

H8・i24 J: 師器 U緑 7.4 外：オサエ・ナデ
やや密

やや
浅鼓橙 10YR8/3 u完# ＂ 040-09 99 SX8644 llll 器甜 I.I 内：ナデ 良

l-18-i24 ..I: 師器 U緑 6.7 外：オサエ・ナデ
やや密

やや
淡凶 IOY8/3 LI 1/5 

’’ 
040-07 100 

SX8644 Illl 臨：・/i I.I 内：ナデ 良

H8-i24 上r.ili器 II緑 7.8 外：オサエ・ナデ
やや密

やや
淡黄25Y8/:l 1..1 :i/4 ＂ 040-06 101 

SX8644 /Ill 批rr. 1.7 内：ナデ 良

粗
H9・y21 闘器 外：ロクロナデ→貼りつけ翡台→糸切り痕 0.5 -

良
外：灰白 7/!Hue2.5Y 

LI 1/5 山茶編椀 001-02 102 
SD8568 椀

U緑 14.6 
内：ロクロナデ 1.5 mm 内：灰白 7/1Huc5Y 藤澤年 7塑式

小石

I-I9-y20 陶器 外：回転ナデ
密 良 ＂音Ji,7.5R4/3 底 1/8

底部{-j付消
022-01 103 SD8568 痰

底 15.6 
内：回転ナデ 常滑？

104 
H8-y24 J: 師器 LI緑 12.8 

外：ヨコナデ→ナデ
密 良 にぶい故橙 IOYR7/4 ほぼえ形 018-03 

Pill 杯G 内：ナデ

105 
I-19-y5 上師器

日緑 12.8 
外：ヨコナデ→ナデ

やや密 良 橙7.5YR7/6 2/3 018・01 
Pill 杯 内：ナデ

106 
H9-y5 

小J) 格部分 010・01 
Pill 

H8-g22 J: 師器
外：ケズリ．内：ナデ 密 良 にぶい橙5YR7/4 底部のみ

底部線刻「ドーマ 023-01 107 
包含府 1111 ンjの一種か。

108 
H9-y9包 J:師器

外：ケズリ、内：ナデ 密 良 橙2.5YR6/8 小片 ヘラ描き「林J? 023-05 
含府 mt 

H8・g22 緑釉陶器
密 良 苔837

U緑 023-03 109 
包含府 椀 小片

H8・j25 陶器 外：ロクロナデ→貼りつけ高台→糸切痕・
密 良

灰黄2.5Y 7/2 
底9/12 山茶椀 026・06 110 

包含肘 椀 ナデ、内：ロクロナデ

外：ロクロナデ→貼りつけ高台→糸切痕• 山茶椀。内面全面に
11 l I—l8-v24 陶器

密 良 灰伎2.5Y7/2 底部のみ 赤色顔料に。籾 023-04 
包含肘 椀 ナデ、内：ロクロナデ

高台部 殻1£痕。

2 、ll8-s24 掏器 外：ロクロナデー貼りつけ高台→糸切痕•
やや粗 イJ良 灰黄2.5Y 6/2 底 10/12iii茶椀。籾殻If:痕。 026-05 11' 

包含肘 椀 ナデ、内：ロクロナデ

第111-9表 第137次調査区出土遺物観察表(4)

次数 地区 グリット 遺構・層名 緑釉破片数 備 考

137 I 9 A 19 SD 8567 1 

137 H8 G 22 包含層 1 

第111-10表 第137次調査区緑釉陶器出土地点・破片数一覧
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写真図版111-1 第137次調査遺構(1)

調査区南部分（南から）

調査区中央部分（東から）
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写真図版Ill-2 第137次調査遺構(2)

文...... 

―-調査区西部分（西から）
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第137次調査遺構(3) 写真図版Ill-3 

” ！ 
'I 

調査区中央部分南（南から）

SB8672・8673 (西から）
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写真図版Ill-4 第137次調査遺構(4)

SB8668 (西から）

SB867 4・SH863 l (西から）
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第137次調査 写真図版Ill-5 

軋`＼．
．． 
竺庫,.... •. ., 
一、夏ぢ咤‘葱い

心ヽ 況

•設~..., ● " """"—'"'""'""'' 

SH8585・8586・8588 (北から）
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写真図版Ill-6 第137次調査遺構(6)

SH8586恋 （北西から）

SH8573・8576 (南東から）
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第137次調査遺構(7) 写真図版Ill-7 
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写真図版Ill-8 遺構(8)

SH8638窟（西から）

SH8607 (北東から）
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第137次調査遺構(9) 写真図版Ill-9 

., ヽ

SK8647 (北西から、串部分は毛彫馬具出土地点）

SK8621 (南から）
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写真図版111-10 第137次調査遺構(10)

SK8643、SX8665(北西から）

．． 
ヽ
ヽ

.-や
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ょ

ヽ
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し
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曹
と

~-

~
量

,．▲
 ~̀; 

SZ8561 (西から）
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写真図版111-11

SX8575 (西から）

SX8644 (西から）
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写真図版Ill-12 第137次調査遺物(1)

2
 

4
 

3
 

5
 

3底部

6
 

8
 7

 

11 16 
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第137次調査遺物(2) 写真図版Ill-13 

12 

15 

14 
.-""'.'.'. 三

ヂ¥..・¥、 - ~ 

、こi ン--
贔ヽ｀

24 

ゞヽ＼• ← ` ---—·-、-
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23 
＼ 
,,. ヽ~¥ --.'-l 

ヽ 28 

26 

／←  _______  , 

C -
．今

30 

32 
35 

34 37 
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写真図版111-14 第137次調査遺物(3)

42 

39 

、A‘̀ ー¢
 48 

57 

61 

58 

62 65 

66 
63 

67 

72 

75 76 
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第137次調査遺物(4) 写真図版111-15

77 

78 

71 

80表

80裏
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83 

85 
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87 86 
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写真図版111-16 第137次調査遺物(5)

90 

89 

94 

92 

93 96 99 

95 

98 101 

106 
102 
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¥
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ー
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•、
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104 

107 

105 
第5次調査出土馬具

111 表 裏
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W 第139次調査

(6AJ9・L9 塚山・広頭•東裏地区）

1 調査の経緯と経過

第139次調査区は、斎宮歴史博物館の南東部にあ

る、通称「奈良古道」沿いに設定された調査区であ

る。この調査は、「奈良古道」の幅員およびその時

期的な変遷を見るために設定されたものである。

「奈良古道」は、これまでにも数回の調査で確認

されている。杉谷政樹氏によってまとめられた成

果Illから、道路方向は概ねE15°S (N75°W)を

示し、史跡地内を横断して史跡地外東部にまで及ぶ

と推測されている。西側は、足利健亮氏の研究で飯

高駅家まで直線道となることが指摘されている叫

これは飯野郡条里方向に合致した方向である。

この道路は、史跡地内東部に方格地割が成立する

8世紀第4四半期までは伊勢神宮へと至る官道とし

て機能し続けており、方格地割成立後に改変される

と考えられている。しかし、道路南側側溝に比べて

北側側溝が不明瞭なこと、あるいは、方格地割成立

以後も現在に至るまで、農道として機能し続けてい

ることなどから、成立期の幅員やその後の変遷を追

うこと、などが課題として残されていた。

調査地は、古道想定地を挟む形で2箇所に調査区

を設定して実施した。西調査区はJ9地区にあたり、

調査区北部が斎宮字塚山3,310番地、南部が竹川字

東裏314番地にあたる。東調査区はL9地区にあた

り、調査区北部が斎宮字塚山3,326番地、南部が斎

宮字広頭3,370番地に相当する。調査は2003年2月

4日から開始し、同年2月12日に埋め戻しが完了し

た。最終調査面積は約92m'.であった。

2 調査区の層位

調査区の現況は畑地である。現状での標高は、西

部・東部調査区いずれも約12.0mである。全体的な

地形としては南高北低である。

ー

ー

m
I
O
 。
ー
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J9区
＼
 

L9区

@ 
SK8681 

S02214 

S02215 

S02216 

---~~ , ... ,, 的

¥
 

~w暉5

S01736 

-,.r 虹’応

---

IS08686 

'""'"' &
3屯
ァ

＼
 

＼
 1: 200 

10m 

z
 

2 / 

_,,---------------------
J9区東壁 16 

s _,_ 
12.0m 

,. 砕石（現代）

2. 7.5YR 5/1褐灰色土（表土）

3. 7.5YR 4/2灰褐色土（旧表土）

4. 7.5YR 4/3褐色土

5. 7.5YR 5/3黄橙色まじりにぶい褐色土

6. 7.5YR 4/4褐色土

7. 7.5YR 4/3褐色土

8. 10YR 4/4褐色土

9. 10YR 4/6褐色土

10. 10YR 2/3黒褐色土、しまり悪い

11. 10YR 3/3暗褐色土

12. 10YR 4/4褐色土

13. 10YR 2/3黒褐色土

14. 7.SYR 2/2黒褐色土

15. 7.SYR 7/8黄橙色粘土（基盤層）

16. 7.SYR 6/6橙色礫層

z
 

2

[

＇. 
L9区東壁

1. 炭堆積層（現代）

2. 砕石（現代）

3. 7.SYR 4/2灰褐色土（旧表土・表土）

4. lOYR 3/2黒褐色土

5. 7.SYR 4/2明褐まじり灰褐色土

6. 10YR 3/3礫まじり暗褐色土

7. 7.SYR 3/3礫まじり暗褐色土

ー

i
i
i
i
i
J-、’ヽ

、、/,-------' 

/ 8. 10YR 4/3礫まじり暗黄褐色土

' 9. 10YR 4/4褐色土

10. 10YR 5/3黒色まじり暗黄褐色土

11. 10YR 3/2黒褐色土、土器多い

12. 10YR 2/3黒褐色土

13. 7.5YR 5/8明褐色土（基盤層）

14. 7.5YR 6/6橙色礫層

1 : 100 

s ＿＿ 
12.0m 

Sm 

第IV-2 図第139次調査区平面•土層断面図
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西調査区(J9区） ここでは表土下に暗褐～灰褐

色系土が見られ、近世以降の遺構面および遺構埋土

を形成している。調査区南北端では標高11.5m程度

で橙～黄橙色系土の基盤層（地山）に達する。現道

を挟んだ調査区の中央部分は、古代～近世の道路側

溝に相当すると考えられる溝が錯綜している。

東調査区(L9区） ここでは表土・盛土下に、旧

表土と考えられる灰褐色系土が見られる。その直下

が近世の遺構面に相当する。標高約11.5mで明褐色

土の基盤層（地山）にあたり、この面で古代～中世

の遺構が確認される。基盤層以下は、標高約11.2m

で段丘礫層にあたっていた。

3 遺構

今回の調査区では、古代～近世の遺構を確認して

いる。ここでは主立った遺構を採り上げるので、そ

れ以外の遺構については第IVー 1表に示した遺構一

覧を参照されたい。

(1)西調査区 (J9区）の遺構

S D0295 m・n 2グリット付近で検出した。幅約

50cm、深さ約10cm程度の浅い溝である。第8-11次

調査区で検出されている SD0295と同一遺構と判断

した。 3基ほどのピットが溝埋没後に掘削されてい

る。後述のSK8681と埋土の状況が近似しており、

関連遺構と見ることもできる。

後述の溝SD0170と平行関係にあり、「奈良古道」

に関係した遺構と考えられる。 SD0170との間は、

溝の心々で約10mである。

出土遺物は微量である。 II-1期頃の土師器甕口

縁部片があるが、これは重複するピットを正確に検

出する前に出土したものであるため、ピットに伴っ

ていたものなのかも知れない。いずれにしても、 II

-1期以前に埋没した遺構と見てよい。

S D0170 L・m 4グリット付近で検出した遺構で

ある。 SD0170の続きはL9区でも検出している。

J 9区では、中近世の溝が重複しており、遺構の

上端はそれによって撹乱されている。溝の幅は約

1. 9mで、北部がやや深くなっており、本来は2条

の溝かも知れないが、明確にはできなかった。深い

部分の幅は約1.lmである。遺構の深さは、深い部

分で30cmであるが、後世の削平を考慮すると、本来

は深い部分で約 lm、浅い部分でも約70cmはあった

ものと考えられる。遺構埋土は黒褐色系土である。

出士遺物は多くないが、概ね I期の範疇である。

S D 2216・8683 S D 2216はm・n3グリット付近

で、 SD8683はL•m4 グリットでそれぞれ検出し

た遺構である。「奈良古道」に沿う溝で、道路側溝

に相当すると考えられる。 SD2216が北側溝、 SD

8683が南側溝にあたる。この 2遺構を同一時期の道

路側溝と考えたのは、遺構の形状と埋土の状況が類

似することによる。

S D2216は北側の肩部を検出したのみで、規模は

不明。検出面からの深さは約60cmで、断面逆台形を

呈すると考えられる。最下層埋士には礫を含む。 S

D8683は幅約1.2m、検出面からの深さ約70cmの断

面逆台形を呈するものである。北肩部は南肩よりも

50cmほど低く、 SD2216間の路床面が周囲よりも低

くなっていることを示すのであろう。 SD2216とS

D8683が同じ規模とすれば、路床面の幅は約3.4m、

溝心々間で約4.6mである。

出土遺物は少ない。 SD2216からは鎌倉後半～室

町期の士師器皿が出土した。 SD8683からは、土師

質土器（ロクロ土師器）のほか、鎌倉後半頃の土師

器皿が出土している。このことから、当該遺構は鎌

倉～室町時代頃の遺構と考えられる。

S D 2214・8684 SD 2214はm・n2グリット付

近で、 SD8684はL・m4-----5グリットでそれぞれ

検出した遺構である。前述遺構と同様、「奈良古道」

に沿っている。この 2遺構を同一時期の道路側溝と

考えたのは、前記SD2216・8683と同様、遺構形状

と埋土の類似による。

S D2214・8684は推定幅約1.6-----2. Om、深さ約50

-----60cmである。いずれも路面側の法面が急で、反対

側は緩い。 SD2214とSD8684間は、溝心々間で約

8.8mとなる。この間を道路と考えることもできる

が、遺構埋土は旧耕作土と考えられる褐色系土であ

り、道路に隣接する土地の区画を主目的に掘削され

た溝と考えられる。
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いずれの遺構からも、埋土内から近世の遺物が出

土しており、その頃のものと考えられる。 SD2214 

はこれまで室町期とされていたが、ここで訂正する。



S D2215・8682 S D2215はm・n2グリット付

近で、 SD8682はL・m4グリットでそれぞれ検出

した。前述遺構と同様、「奈良古道」に沿っている。

この 2遺構を同一時期の道路側溝と考えたのは、前

記と同様、遣構形状と埋土の類似による。

SD 2215• 8682は幅約1.Om、深さ約30,..,_,40cmで

ある。 SD2215は西側で細く深い部分を持つ。 SD

2215とSD8682間は、溝心々間で約7mとなる。こ

の間を道路と考えることもできるが、 SD2214とS

D8684の関係と同様、道路に隣接する土地の区画を

主目的に掘削された溝と考えられる。

S D2215は、重複関係から SD2214よりも新しい

遺構である。したがって、近世以降の遺構と考えら

れる。 SD2215はこれまで鎌倉期の遺構とされてい

たが、ここで訂正する。

S K8681 (第N-4図） m・n2グリット付近で

検出した。遺構の一部を確認したのみで全体形は不

明であるが、東西2m以上、南北 lm以上で、平面

形は隅丸方形を呈している。埋土は、全体が黄色ブ

ロックを含む黒褐色土で、意図的に埋め戻されてい

ると考えられる。その埋土中から、ほぼ完形の土師

器長胴甕や、土師器鼈・須恵器台付大形磋が出土し

ている。

出土土器から、 I-2期に相当する遺構と考えら

れる。

ピット群 調査区が狭いために掘立柱建物として

まとまらないが、明らかに掘立柱建物の柱穴と考え

られるピットが調査区北側• 南側にある。これらの

ピット群は、北側ではSD0295やSK8681の廃絶後

に穿たれている。南側では、 SD0170の南肩部に重

複して見られる。状況から見て、 SD0170・0295よ

りも新しいことは確実である。 m2-pit2から

は11一 1,..,_, 2期と考えられる灰釉陶器瓶が出土して

いることから、斎宮11期が中心と考えられる。

(2)東調査区 (L9区）の遺構

SD0170 L9 区では、 b• C 12グリット付近で

確認した。ここでは、溝南肩が検出されたのは東端

部分のみで、西側では調査区外に及んでいる。遺構

は、検出面での幅約1.2m、深さ約80cmで、遺構の

重複による削平を考慮すれば、本来の深さは lm以

上と考えられる。断面逆台形で、埋土は黒褐色系土

である。

L9区では、埋土下層部分から I-3期相当の土

器類が多く出土している。埋士上層部分には11世紀

後半代と考えられる瓦器椀が見られるので、下層埋

上形成後、かなりの長期にわたって窪み状の場所と

して存続していたものと考えられる。

S D8690・3051 S D8690はc・dllグリット付

近で、 SD3051はC12グリット付近で検出した遺構

である。 SD3051は第50次調査区で検出したSD

3051の延長部分と考えられる。この2条間が道路面

になると考えられる。この 2遺構を同一時期の道路

側溝と考えたのは、遺構形状と埋土の類似のほか、

ほぼ同じ時期の井戸SE8688が、ちょうどSD8690 

の北にあたることも挙げうる。

-90-

S D8690は幅約 lm、深さ約40cmで、断面U字形

を呈する。上部は近世の溝SD8686によって撹乱さ

れている。 SD3015は幅約80cm、深さ約20cmで、断

面逆台形を呈する。両溝間は、溝心々で3.2m、路

床面幅は2.2mである。いずれの遺構埋土中からも、

平安後期～鎌倉期の遺物が出土している。

S D 8687 c• d 11グリット付近で確認した。 S

D3051とSD8686の間にある。埋土には黒色系のブ

ロックが入る。溝状を呈しているが浅い落ち込み状

である。 SD3051とSD8690間の路床の一部である

可能性がある。

出土遺物は少なく、遺構の時期を特定できないが、

上述のことから、 SD3051と同じ頃の遺構と考えて

おく。

S D1736 c• d 9グリットで検出した。第32次

調査区からの一連の溝と考えた。灰褐色系の埋土で

ある。法面は、北側が緩く、南側がやや急なもので、

先述のSD2214・8684と同様の形態である。

埋土中からの出土遺物は、近世のものを含んでお

り、その頃に埋没したものであろう。

S D8686 c・d 11• 12グリットで検出した溝で、

表土直下で確認できた遺構である。埋土中からは近

世～近代の遺物が出土した。

S H8685 (第IV-3図） L9区C 9グリット付近

で検出した。方形の竪穴住居跡で、その南東辺の一

部が確認された。

東辺のやや南寄りと思われる位置にカマドがある。
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カマドは、燃焼部分を壁面から若干掘り込み、袖部

の壁際は基盤層がそのまま残っていた。このことか

ら、住居設計段階でこの位置にカマドを作成するこ

とがあらかじめ決められていたものと考えられる。

カマドの中央には、小形の土師器甕が倒立して置い

てあり、中にば焼けた土が充満していた。支脚とし

て用いられたと考えられる。なお、カマドに向かっ

て右手には貯蔵穴のある場合が多いが、この竪穴住

居にはそれが見られない。

カマド近隣から、床面に接するような状態で、須

恵器・土師器類がまとまって出土した。これらの土

器類から、 I-2期には廃絶した住居と考えられる。

S E 8688 c・d 10グリット付近で確認した遺構

である。円形掘形の一部を確認した。掘形の推定直

径はおよそ4mである。調査区東壁際のみ、遺構面

下約1.6mまで掘削した。掘形北側には、この高さ

でテラスがある。

掘形内から中世 I期に相当する土師器小皿が出土

しているので、時期的にはおよそ12世紀後半頃のも

のと考えられる。

4 出土遺物

第139次調査区からの出土遺物は、整理箱に換算

して約6箱である。内訳は大部分が土器類で、少量

の金属製品がある。

ここでは主立った遺物について記述する。古代の

土器に関する分類・編年については、斎宮分類・編

年(3)および平城•長岡・平安京における編年（以下、

「都城編年」と呼称） (4) を参照し、部分的に今回観

察した所見を交えて追加・変更している。

S H8685出土土器 (1,....., 6) 竪穴住居のカマド

およびその周辺からまとまって出土したもので、廃

棄時の同時性は、カマド支柱であった甕(5)以外は

高い。土師器(1,......,5)・須恵器(6)がある。

1は杯G。2は脚台の付く皿で、通常の皿Bより

も外反が強く、高杯の杯部との折衷的な形態である。

3・4は皿Aで、いずれも底部にヘラケズリを施す。

3の内面には螺旋状の暗文が見られる。 6は須恵器

皿で、都城分類では皿Alに相当する。極めて丁寧

な整形で、美濃須衛産と考えられる。

これらの土器類は、斎宮ではSK5102併行で I-

2期にあたり、都城編年では平城IIIに併行する一群

と考えられる。

S D0170出土土器(7-11) 「奈良古道」の南側

溝にあたる。図示したものはいずれもL9区から出

土した。 7は上層、 8'"'-'11は下層にあたる。

7は瓦器椀。内面に斜放射状暗文が見られる。大

和型に相当し、川越俊一氏による編年(5)のI段階C

型式に相当する。

8は土師器で台付皿。都城分類で皿Bとされる典

型的なものとは形態が異なる。内面には斜放射状暗

文が見られる。外面には粗雑なヘラミガキがある。

9・10は土師器甕。口縁部が外反しながら開き、端

部は外側に面をなす。 11は須恵器で短頸壺。都城分

類の壷Aに相当する。肩部に環状の四耳を持つ。
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下層の一群は、斎宮では I-2期を中心に、 I-

3期までの間に相当するものであろう。

S K8681出土土器(12・13) 遺構内からまとまっ

て出土した。 2点のみであるが、両者の廃棄時にお

ける同時性は明確である。他に、鼈形土器の破片が

ある。

12は須恵器磋。筒状の頸部から大きく開く口縁部

で、高台を有している。口縁部内面には、淡緑色の

綺麗な自然釉が掛かる。 13は土師器長胴甕。口縁部

中ほどの器壁が厚くなり、口縁端部は外側に面をな

すものである。

これらは、斎宮では I-2"'3期に相当する時期

のものと考えられる。

S D3051出土土器(14) 回転成形による土師質土

器（ロクロ土師器）を 1点図示した。高い輪高台の

小皿と考えられる。この形態は斎宮跡を含めた南伊

勢地域の遺跡ではあまり見られず、北伊勢地域で稀

に見られるものである叫時期的には斎宮皿ー 2期

頃に相当する。

S E8688出土土器(15) 土師器小皿を 1点図示し

た。口縁端部の外側に面をなすものである。斎宮m
-3期以降、中世 I期(7)のものと考えられる。

5 まとめと検討
～「奈良古道」とその周辺～

a 「奈良古道」の幅員

「奈良古道」は、 SD0170とSD0295を側溝とし

た範囲と考えられる。両溝の心々間距離は約9.0m

である。
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「奈良古道」の南側溝は、これまでにも確認され

ているSD0170と考えられる。今回の調査区でのS

D0170は、検出面での上端幅約 lm、深さ約 lmで

ある。周辺の竪穴住居跡などの遺存状況から推定さ

れる奈良時代の地表面は、ほぼ現地表面に近いと推

測されることからすると、 SD0170の地表面からの

掘削深度は1.4mほどとなり、かなり大規模なもの

であるといえる。ただし、東側のL9区では 1条の

溝であるが、西側の J9区では2条の重複か、ある

いは南側にテラスを有したような状態となっている。

これは、この溝がJ9区以西で大きく北側に屈曲す

ることと関連を持ち、そのために数回の掘削が伴っ

ている可能性も考えられるが、今のところ明確には

できない。

北側溝は、これまでも明確ではなかったが、今回

の調査では、 SD0295をそれと判断した。 SD0295 

は、遺構埋土が締まった黒褐色系士で、 SD0170の

類似しているが、幅約50cm、深さ約10cmと小規模で

歪な形状を呈しているため、 SD0170と対になる溝

と断定することに若干の躊躇はある。しかし、先述

した掘削当時の地表面(=,:現地表面高）から見れば

開削深度は40cmほどはあったと考えられる。このた

め、 SD0295を北側溝と判断した。

なお、 SD0295が確認できたのはJ9調査区のみ

で、 L9調査区では後世の遺構によって破壊されて

おり、確認できていない。

b 側溝規模の差

南側溝が深く、北側溝が貧弱な点については、当

地の地形との関係と、道路設計基準を見ること、の

2点から考える必要があろう。当地の地形は、南西

から北東にかけて順次下降している。当調査地から

南北それぞれ100m離れた地点の標高を見ると、北

側で12.9m、南側で11.5mと、その差約1.4mある。

水流は南から北に向かって流れることになるため、

南側溝を深く保つことによって、道路以北への浸水

を防ぐ機能を与えたものと考えることができる。

なお、今回調査を行った東西2箇所の調査区は、

直線距離で約170m離れているが、溝底のレベルは

東調査区の方が約5cm低い程度で、その差はほとん

ど無い。したがって、水の排出はあまり考慮されて

いないようである。東西いずれの調査区でも溝底は

段丘礫層に達しており、 SD0170に入った水は、溝

内部で漸次吸収されていったものと考えられる。

c 埋没時期の問題

S D0170からは、斎宮 I-3期、都城編年では平

城皿併行期以降の土器類が出土する。出土する土器

は、第7次調査区（古里E地区）のSD8736 (SD 

0170の延長と考えられる。第V章参照）でも、完形

品を含むかなりまとまった出土が見られる。また、

平安期（斎宮II期）に属するであろうピットの存在

からは、この時期に「道路」内へ浸食した建物の建

築が見られることになる。
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以上をまとめると、「8世紀の中頃にこの道は廃

絶し、土器が遺棄され、建物も旧道路敷に及んだ」

という表現になる。開削・機能時期は、斎宮I-3 

期以前の、おおよそ奈良時代前半以前と考えられる。

しかし「奈良古道」は、時期によって幅員の変化は

あるものの、現在まで連綿と「道」として機能して

きた。つまり、 SD0170の埋没が道路の終焉を意味

していないことは明らかである。一見矛盾するよう

に見えるこの状況をどう解釈するのかは難しいが、

S D0170は、土器などが投棄されて本来の機能が停

止した後も、地割の基準ないしは側溝の無い道路と

して用いられ続け、それが中世前期に至り、改めて

側溝が開削された、と考えておく。

なお、これまであまり重視されていないが、「奈

良古道」の方向 (E15°S)が飯野郡条里型地割の

東西軸に一致するという点は注意するべきであろう。

条里型地割の付設時期については各種の議論があり、

未だ定見は無いのかも知れないが、「奈良古道」の

場合は条里型地割と密接な関係を有している。一方、

斎宮は多気郡にある。したがって、「奈良古道」と

斎宮が関係するのであれば、「奈良古道」と多気郡

条里型地割、あるいは多気郡条里型地割と斎宮とが

有機的な関係を持つ可能性が高いといえる。今後の

課題として提示しておきたい叫

d 「奈良古道」その後

調査区からは、 「奈良古道」以後に継続する道の

遺構も確認されている。第IV-6図には、遺構埋土

埋土から見た変遷を模式図的に表現した。これを見

ると、奈良• 平安時代頃の幅員約9mの後、中世前

期には3"-'4m程度にまで細くなるが、近世には再
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第IV-6図 第139次調査区 時期別道路遺構の変遷 (1: 150) SD0170を基準とする。

度 9mほどの広さとなり 、近代にはまた狭くなり 、

現代に至っている ことがわかる。 つまり 、古代と近

世に、道路の規模が大きくなる ことが指摘できる。

道路の維持管理は一般に為政者の関与が強い。「奈

良古道」がその後の時期にどれほど重視された道で

あったのかは残念ながら不明であるが、国家権力が

安定する古代 ・近世といった時期に幅員の広い道路

が存在している ことは注目できる。

（伊藤裕偉）
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(6)例えば、 員弁君ll北勢IIIJの上惣作遠跡や塚原遺跡がある。

角正芳浩『上惣作辿跡発掘調査報告』（三重県埋蔵文

化財セ ンター

町教育委員会

2001年）、激浴ー機『塚原遺跡』（北勢

2002年）

-95-



通番迫構名 追構の性格 次数 調査時遣構名 地区 グリット 時期 斎宮編年 追構の性格・追物・ その他

J9 I・m4 奈良 l -3-II 

SD OJ 70 道路側溝 13¥) 5D0170 
L9 C• dl2 奈良～ I -3-I! J:IMはII世紀代

SD 0295 溝 1:i9 SD0295 J9 rn・n2 奈良 -IIー 1 追物は小片のみ

SD 1736 溝 139 SD1736 L9 C• d9 近世以降

SD 2214 溝 139 5D2214 J9 rn・n2 近世

SD 2215 溝 139 S02215 Jg m• n2 近世以降 5D2214より新

SD 2216 道路側溝 1:rn SD2216 J9 m・n:l 鎌倉～室町 m-2以降 埋上下肘に礫を含む

SD 3051 道路側溝 1:39 SD3051 L9 cl2 中世 I m-2- 土師質t器（ロクロ」：師器）｀山茶椀4到式

SK 8681 上坑 1:l9 土坑 l J9 111• 112 奈良 1-2 J:: 器ぷ!H

SD 8682 溝 J:l9 溝2 J9 l・m4 近世以降

SD 8683 道路側溝 139 溝3 J9 l・1114 中世？ 山茶椀4塑式～

SD 8684 溝 1:rn 溝4 J9 I・1114・5 近世？ 5D8682より古 南伊勢系鍋4b含む

SH 8685 竪穴住居 139 竪穴住居5 L9 c9 奈良 [-4 カマド東面土器良好

SD 8686 溝 139 溝6 L9 C• cl! I 近批 近世の南伊勢系焙烙あり

SD 8687 溝 1:l9 溝7 L9 C• di l 奈良～平安 黒褐プロック混人

SE 8688 井戸 J:l9 井戸8 L9 c• dlO 平安末期 （中世 I) 平安未～鎌倉初 山茶椀5型式

SD 8689 溝 t:l9 溝9 J9 m5 奈良～平安

SD 8690 溝 t:l9 溝 10
C• dll• 

L9 近世～
12 

第IV-1表第139次調査区遺構一覧

ぬ
出.:I:

器種 法lil(cm) 調整・ 技法の特徴 胎J: 焼成 色調 残存度 備考 登録め
迫構

I L9・c9 ±師器 LJ緑 13.2 外：オサエ・ナデ→ヨコナデ
粗 良 橙7.5YR7/6 日縁 1/12 003-01 

SH8685 杯G 器麻 3.7 内：ナデ→ヨコナデ

L9-c9 土師器 外：オサエ・ナデ→絲台貼付・ヨコナデ
密 良 橙 5YR6/8• 5YR7 /6 u縁11/12

暗文イ；鮮11/J脚部は低いと想
004・02 2 

SI-!8685 
高杯or LI縁 23.8 

内：ナデ→ヨコナデ→暗文（イ；鮮HJI) 定皿B

3 
L9-c9 土師器 LI緑 17.4 外：オサエ・ナデ→ケズリ→ヨコナデ

密 良 橙5YR6/8 u緑9/12破m後に煤の付く破）ヤあり 004-01 SH8685 llllA 器麻 2.5 内：ナデ→ヨコナデ→螺旋暗文

4 
L9-c9 」：師器 LI緑 13.6 外：オサエ・ナデ→ケズリ→ヨコナデ

密 良 橙7.5YR7/65YR6/8 u緑2/12剥離・摩滅顕著 003-0:l 
SH8685 llllA 器甜 2.7 内：ナデ→ヨコナデ

L9-c9 上師器 外：ハケメ→ヨコナデ
粗 良 浅紺橙 IOYR8/:l ti緑12/12

外面のIヽ ケメは下方が新 oo:i-02 5 SH8685 甕 A u緑 16.4 
内：ハケメ→ケズリ・ヨコナデ カマド支柱に使111

6 
L9-c9 須恵器 1-1緑 36.3 外：（国転ナデ→([ij転ケズリ (I寧）

密 堅緻 灰白 NS/0 日緑3/12美濃須衛 003-04 
SH8685 皿C 器廿i 3.3 内：I叫転ナデ

L9・cl2 
瓦器 外：ナデ→ヨコナデ、高台貼付

密 良
外面：灰N5/0

甜台12/12大和（伊賀） 002-04 7 SDOl 70 
椀

1.u~J -.J..,.. I—~1 5.7 
内：ナデ→格T-Fl暗文 糸地：灰白 N8/0

J渭9

L9-cl2 上師器 U緑 16.8 外：オサエ・ナデ→ヨコナデ→ミガキ
密 良 橙5YR6/8

日縁4/12内面の螺旋暗文はかすかに 002← 01 8 5D0170 llllB 器高 4.6 内：ナデ→ヨコナデ→斜放射＋螺掟暗文 甜台9/12見えるのみ

， L9・cl2 上師器 u緑 23.0 外：ハケメ→ヨコナデ 粗 良 橙7.5YR6/6 u緑2/12外面に煤付着 002-02 
SDOl 70 痰A 内：ハケメ→ヨコナデ

10 
L9-cl2 土師器

IJ緑 21.3 外：ハケメ→ヨコナデ 粗 良 必t橙 10YR8/6 U緑3/12 002-oa 
SDOl 70 甕 A 内： Iヽケメ→ヨコナデ

L9で12 須恵器
l」緑 12.9 

外：1rn転ナデ→回転ケズリ・耳4方向 u緑3/12LI緑状部態に自然釉無し（益を 001・01 LL 器甜 15.9 密 堅緻 灰N6/0 底12/12 した で焼成）S00170 壷A
底 11.8 内：回転ナデ

須恵器
U縁 20.3 

外：回転ナデ→回転ケズリ・注U付加
日緑2/12注u菰は転素li!!戒付枷の後にまとめて・穿穿孔孔し

12 
J9-m2 

器晶 19.3 密 堅緻 灰白 2.5Y7/1 頸蔀12/12頓菰は回 形の後に円筐貼付 ． 005-01 SK8681 鼠 ',"•,"·.L,, 1 12.8 内：回転ナデ 底12/12 それに合わせて頸部を付ける

外： Iヽ ケメ→ヨコナデ 粗 口緑
外面に煤付着 外面(j)/¥ケメは下J9-m2 _[: 師器 u緑 23.6 

軟 淡貨2.5Y8/3 方ほど新 内面のケズリ以下は接 006・01 13 SK8681 甕C 器晶 44.0 内：ハケメ→ケズリ・ヨコナデ 小石多 7/12 
台痕見えず（型作りか？）

L9-cl~ 土師質」：器 1~/j台 外：回転ナデ
密 良 橙7.5YR7/6 高台 002-06 14 SD3051 台付,Jヽllll 6.3 内：回転ナデ 11/12 

L9・c12 土師器 II緑 9.4外：オサエ・ナデ→ヨコナデ
粗 良 にぶい黄橙 IOYR7/3 u縁 002-05 15 

SE8688 小llll 器高 1.6内：ナデ→ヨコナデ 6/12 

第IV-2表第139次調査区出土遺物観察表
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第139次調査遺構(1) 写真図版IV-1

西調査区 (J9区）（北から）

慕；
,;_— .... ~ 占,~~.:.- ;、

西調査区 (J9区）（南から）
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写真図版IV-2 第139次調査遺構(2)

東調査区 (L9区）（北から）

東調査区 (L9区）（南から）
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写真図版¥V-4 遺構(4)

.‘
 

•• J
 

• 
・・-

“ 皐▲—~-

東調査区SD8687付近（西から）
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写真図版IV-5 

SK868 l (南西から）

2
 

.・、

5
 

3
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写真図版IV-6 第139次調査 遺構(2)

6
 

7
 

8
 

12 

11 

→ヽ

14 13 
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V 第7次調査

（古里E地区）

1 報告の経緯

第7次調査は、 1974年に「古里遺跡E地区」とし

て調査された。調査面積は1,OOOrrlである。周知の

ように、斎宮跡解明の端緒となったのが、 1970年代

に実施された古里地区における一連の調査で、 E地

区はその一部である。

第7次の調査成果については昭和49年度に小冊子

で公表されている（＂が、遺構図や出土遺物が公表さ

れていなかった。平成14年度には、第137次調査で

古里地区近隣を、第139次調査で「奈良古道」関連

の調査を実施している。そのため、これらと関連の

深い第7次調査区の概要をここで報告することとし

た。

2 調査方法と層位・遺構の状況

a 調査の方法

第7次調査は、 4mX4mを1グリットとして調

査されているため、遺構に伴わない遺物でも、グリッ

ト単位での把握ができる。ただし、第7次調査のグ

リット表示方法は、現行とは異なるため、遺物の照

合には注意が必要である（第V-1図）。

遺構図は、調査段階では国土座標を用いた測量が

されていないが、平成3年に実施した第91次調査は、

第7次調査区の一部と重複する状況で調査区を設定

している。今回の遺構平面図は、それを援用して座

標を合わせた。ただし、第91次調査区と第7次調査

区の重なりは少なく、その突き合わせについては、

感覚に頼らざるを得なかった。そのため、第V-2

図に示した座標表示は、近年の調査区平面図よりも

精度がかなり落ちるものとして扱う必要があること

を明記する。

b 遺構

(1)概略

第7次調査区で確認された遺構には、奈良期の竪

穴住居・溝• 井戸、平安期の溝・掘立柱建物、中世

前期の溝．掘立柱建物、中世後期の溝・掘立柱建物・

井戸・土壊墓• 墓地などがある。調査区が斎宮字中

垣内と古里との字堺にあたり、そこには中世の道路

遺構が見られる。また、その前身と考えられる奈良

～平安期の溝 (SD8736)は、奈良期に設定された

伊勢道（通称「奈良古道」）の南部側溝と考えられ

るものである。

ここでは、 30年近く前の記録を基に示すこととな

る。そのため、あまり推測を交えてしまうと却って

混乱を招く恐れがある。そのため、主立った遺構以

外は遺構一覧表でのみ示すに止めた。

遺構として取り上げたものは、基本的には出土遺

物が存在する遺構である。そのため、比較的大規模

な遺構であっても、伴出する遺物が明確でない場合

は遺構名を付加しなかった。

(2)建物跡

建物跡としては、竪穴住居2棟、掘立柱建物11棟、

柱列 l条がある。竪穴住居は、遺構の形態からそれ

と判断したが、出土遺物はほとんど無い。

第V-1図第7次調査区地区割り図 (1: 400) 
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第V-2図第7次調査区平面図 (1: 200) 

I 
※座標は日本測地系 (I日国土座標第VI系）による
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掘立柱建物は、それと判断するためには現地調査

時点での観察が極めて重要であるが、今回の場合は

それを望むことができない。したがって、おおよそ

次のような状況を満たす場合、柱列や掘立柱建物と

認識した。

① 規模のほぼ等しいピットが4基 (3間）以上

等間隔に並ぶ場合、柱列と認識する。

② ①の状況が長方形ないしは正方形を形成する

場合、掘立柱建物と認識する。

③ (• ②の要件には満たないが、同一規模のピッ

トで列•直角を形成しているなど、それに準じ

ると見られるもの。

なお、掘立柱建物や柱列の方位は、比較を容易に

するために、東西棟の場合は90° 分を加減し、座標

北の近似値で示した。

S B 8791 調査区中央部で確認した遺構である。東

西2間、南北4間の南北棟側柱建物で、建物方位は

N43°Eである。溝SD8736よりも新しい遺構であ

る。柱穴から出土した土器から、斎宮 1-4期以降

の建物と考えられる。

S B8792 調査区南東部で確認した遺構である。東

西3間、南北3間の東西棟総柱建物で、建物方位は

N29°Eである。溝SD8736と重複するが、両者の

先後関係は不明。柱穴から出土した土器には斎宮II

-3期のものがあるが、周囲には多くのピットが見

られるので、それ以前の建物と重複している可能性

もある。

S B8793 調査区中央西部で確認した遺構である。

南北側柱列と考えられる 3間分が揃っており、東西

棟の側柱建物と判断した。建物方位はN25°Eであ

る。梁間が明確ではないが、おそらくは2間で、後

世の遺構により削平されたと考えられる。ピット内

からは中世後期の遺物が出土しているが、重複して

いたものを認識できずに掘削した可能性もある。

S A8796 調査区中央南部で確認した柱列である。

南北方向に10間分、東側に 3間分がある。図上での

判断になるが、柱間が一定であること、南北柱筋は

それとほぼ直交する方向に抜き取り痕状の拡がりが

見えること、などから柱列とした。南北柱筋の方位

はN32°Eである。ピット内には中世後期の土器を

含むものもあるが、 4J 10グリットのピット 6から

は斎宮II-2期に相当する良好な土師器杯が出土し

ていることから、 2時期の重複があると考えられる。

S B 8800・8801 調査区北端部で確認した遺構であ

る。 2棟が重なっていると考えられ、 SB8800と

8801に分割したが、先後関係は分からない。いずれ

も南北棟の側柱建物と考えられ、建物方位は、 SB

8800がN45°E、SB8801がN43°Eである。いず

れの建物も、そのピット内から斎宮 I期頃の土器が

出土している。

(3)井戸

第7次調査区からは5基の井戸が確認されている。

このうち、 SE6480は奈良時代後半のもので、第91

次調査の概要報告段階で概ね報告されている。それ

以外の4基はいずれも中世後期と考えられるもので

ある。

(4)墓地・土壊墓

墓関係では、土壊墓が1基確認されている。また、

調査区内からは一石五輪塔が出土しているので、中

世後期にはこの付近に墓地が形成されていた可能性

が高い。

S X8781 調査区北部で確認した遺構である。長さ

約1.5m、幅約l.lmの隅丸長方形の土坑内から、和

鏡（亀甲地双雀鏡）や土師器鍋• 小皿などが出土し

ている。調査時には木製横櫛の断片と鉄釘が伴って

いた。出土土器から、概ね13世紀中葉頃の土堀墓な

いしは木棺墓と考えられる。

(5)土坑など

調査区内には数多くの土坑が見られる。この多く

は中世後期の遺構と考えられる。

(6)道路側溝・道路追構

S D8736 調査区を南北に縦断する幅 lm前後の溝

である。調査区中央部でやや湾曲するものの、調査

範囲内では概ね直線的である。遺構検出面からの深

さは、南部で80-lOOcm、北部で60cm前後で、北ほ

ど浅くなっている。溝底の標高も、南部では10.9,...__, 

11. 2m、北端では11.8mほどである。溝底は部分的

に深く掘られている。埋土中からは、奈良～平安前

期の遺物が出土している。

S D 8737-8739 調査区南東から北西にかけて湾曲

しながら延びる溝である。大字竹川字中垣内と大字

斎宮字古里の字堺にあたる。遺構は、溝間が周囲よ
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第V-3図 第7次調査区 道路遺構断面図 (1: 100) 

りも20cmほど低くなっており、ここが路面に相当し、

外側の溝が道路側溝に相当すると考えられる（第V

-3図）。路面には砂礫が厚く堆積していたようで

ある。道路側溝埋土中からの出土遺物は、 SD8738 

は鎌倉期、 SD 8737・8739は室町・戦国期の土器類

が出土している。したがって、この道路側溝は中世

前期から後期にかけて断続的に掘削されたものと考

えられる。道路面そのものは近代でも使用されてい

るため、上記の土器類が示す時期とは、側溝が機能

していた時期や、この道路周辺に集落が存在してい

た時期を示していると考えられる。

3
 
出土遺物

第7次調査区からの出土遺物は、整理箱に換算し

て約76箱である。内訳は大部分が土器類で、五輪塔・

石臼• 砥石などの石製品、少量の金属製品がある。

遺物実測図は1974"-"1975年頃に多くが作成されて

いた。今回の再整理にあたり、いくつかの図面を追

加するとともに、既成図面の手直しを行った。なお、

S E6480出土土器は平成3年度に調査した第91次調

査で報告している (2)ので、今回は除外する。

古代の土器類

古代の土器に関する分類と年代観については、斎

宮分類・編年Cl) を基礎に、平城• 長岡・平安京にお

a
 

ける編年（以下、「都城編年」と呼称） (4) を参照し、

部分的に観察所見を交えて追加・変更している(5)。

S D8736下層出土土器 (1"-'9) 調査段階で、

「下層」あるいは「最下層」と記載されていた物を、

ここではSD8736下層遺物として報告する。土師器・

須恵器がある。実測図掲載遺物以外にも土師器甕類

が多く、この遺構出土土器の特徴といえる。

1は土師器杯で、都城分類杯Cに相当する。体部

外面全体がヘラケズリで調整を終えている（外面C

手法）。形態的には平城VIすなわち長岡京期のもの

に近い。ただし、 1以外の土器との年代差が大きい

ので、この土器は後述の上層が一部掘り残されてい

た中に含まれていた可能性も考慮しなければならな

い。 2・3は須恵器で、 2は杯B蓋、 3は杯Aであ

る。 4"'7は土師器甕。 4は小形のもので、口縁中

央部の器壁が肉厚となるもの。 6・7は大形の丸底

甕である。 4・6・7はいずれも体部内面下半をヘ

ラケズリ、体部外面下半をハケメとするもので、斎

宮では 1-2"-'3段階によく見られる手法である。

5は長胴甕であるが、体部が直胴で頸部のあまり締

まらない形態となっている。斎宮跡では珍しい形態

といえるが、調整手法は通常のものと基本的に共通

する。 8・9は甑で、同一個体の可能性が高い。内

外面ともに体部上半をハケメ、下半をヘラケズリし
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ている。 9の底部は一文字にケズリ残す。これらの

土器類は、 1を除き、斎宮編年では概ね I-2ない

しは3(古）に相当する。 1は都城編年の長岡京期で

よく見られる手法である。

S D8736上層出土土器(10,..._,34) 調査段階で、「上

層」と記載されていた物を、ここではSD8736上層

遺物として報告する。士師器・須恵器があり、とく

に土師器杯• 皿類の出土が多い。

10,..._,17は土師器杯Gであるが、古墳時代以来の系

統上にあるもの（杯GI; 10,..._,12)と、律令期の杯A

ないしは杯Cの形態的影響をやや受けたと考えられ

るもの（杯GII 1 ; 13,..._,15)がある。いずれも、外面

底部をオサエ・ナデ、口縁部にヨコナデを施すもの

である。 16• 17は、手法的には杯G2に拠るもので、

形態的には杯Aの影響を強く受けたものと考えられ

る（杯GII 2)。18,..._,21は杯Cないしは杯Aと融合

した杯C である。 20• 21は外面鯛整C手法で、ヨコ

ナデ後にヘラケズリが施されている。

22,..._,24は土師器杯A。平安期のものである。外反

する口縁部で、口縁端部は断面方頭状ないしは内側

に若干突出する形態である。 25・26は土師器杯B。

いずれも剥落が著しいが、 26は外面にヘラミガキが

遺存する。 27,..._,30は土師器皿A。30は内面に3単位

の渦巻状暗文を三角形状に配置している。 31は土師

器で高杯脚部。外面をヘラケズリにより面取りする。

32・33は須恵器杯B蓋と杯B。34は土師器平底鉢で、

平安期のものである。 35は土師器盤A。口縁部内面

には素地接合部にヨコナデを施すことにより発生し

た凹線状の段がある。 36は須恵器長頸壺の体部。 37

は須恵器壷である。

上層土器群は、比較的時期幅が広い。 10,..._,21・25

,..._,30・35の遺物は、都城編年の長岡京期ないしはそ

の直前に比定でき、斎宮 I-3,..._,4にあたる。 22,..._,

24・34は、斎宮編年ではIIー 2,..._, 3に相当する。

S D8736出土土器(10,..._,34) 調査段階で、「上層・

下層」の記載がされていない物をここにまとめた。

38,..._,40は土師器杯GIで、 41は杯GIT2。38のロ

縁部には油煙痕が見られる。 42,..._,45は土師器杯Cな

いしはその影響を受けたもの。 42は外面C手法、内

面には螺旋状暗文を上下3段に施す。 46は杯A。47

も杯Aで、これは平安期のもの。 48,..._,51は土師器皿

Aで、 51は平安期のものである。 52・53は土師器高

杯の脚部である。 54は土師質で、土師器の形態をな

す須恵器と考えられる。

55"-'60は土師器甕。口縁端部の外側に面を持つも

のを中心とする。 60は口縁端部が内傾し、他よりも

新しい要素を持つ。 59は体部が開かず、底が平底と

なるもので、鉢に近い。 61は土師器鍋、 62は土師器

把手付鍋である。 63は須恵器壷で、口縁部には明確

に開かない面とヨコナデによる凹線がめぐる。

これらの土器群は、概ね長岡宮期以前の特徴を備

えているが、 47·51• 60などは、斎宮II-2に相当

するものである。

S K8740出土土器(64"-'78) 64は杯GI。口縁部

がやや肥厚し、丸く納められる。 65"-'68は杯Al。

いずれもヨコナデにより口縁部が外反し、口縁端部

を摘み上げるもので、手法的にも共通する。 69・70

も杯Alだが、杯底部が丸く、 65"-'67よりも新しい

要素を持つ。 71は杯A2。72は皿A。73は高杯の杯

部と考えられる。 74は皿Al。75"-'77は土師器甕。

口縁部がわずかに内弯し、口縁端部に内傾する面を

もつ。 75の体部外面下半には、横方向の帯状ヘラケ

ズリが見られる。 77は長胴形をなすもの。 78は須恵

器皿Aで、美濃須衛産と考えられる。

これらの土器は、概ね斎宮II-1 (新）に相当する

が、 69"-'71はII-2に相当する可能性が高い。なお、

65• 72• 73には同一のヘラ記号が見られる。

S K8782出土土器(79"-'87) 79"-'84は土師器。 79

は杯GII1。底面以上にヨコナデがある。 80・81は

杯A、82はやや大形の杯Aである。 83は杯Cで、外

面にヘラミガキが見られる。 84は皿A。

85"-'87は須恵器。 85は杯B蓋、 86は皿B、87は深

手の杯Bで、いずれも美濃須衛産と考えられる。

これらの土器は、概ね斎宮II-1に相当する。な

お、 79・80・82"-'84には、 SK8740と同様のヘラ記

号が見られる。

S K8783出土土器(88"-'90) 図示したのは、いず

れも土師器である。 88は杯GII。79は高杯と考えら

れる。 90は甕。 88には、 SK8740・8782と同様のヘ

ラ記号が見られる。時期的には斎宮II-1に相当す

ると考えられる。

S K8758出土土器(91・92) 91は土師器杯GI、
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92は須恵器杯Aである。斎宮IIー1前後であろう。

S K8775出土土器(93) 土師器杯GII 1を図示した。

斎宮 I後半,....,II前半頃のものであろう。

S K8777出土土器(94) 須恵器長頸壺である。斎

宮 I後半頃のものであろう。

S K8768出土土器(95) 土師器杯Aである。斎宮

II-4頃のものであろう。

S A8796出土土器(96) 96は、 4J 10グリットの

ピット 6から出土した。土師器杯Alである。口縁

部が外反するもので、斎宮II-2頃のものであろう。

S B8792出土土器(97) 97は、 4J 14グリットの

ピット 1から出土した。土師器で、杯Bの高台が欠

如したような形態である。斎宮分類では「椀A」と

しているが、系譜上は杯A2にあると考えられるの

で、ここでは杯A2とする。内面に粗雑な斜放射暗

文を持つ。斎宮IIー3頃のものであろう。

その他のピット出土土器(98,.....,101) 建物として

はまとまらなかったピット出土の土器である。 98は

4 J 10グリット pi t 2出土の器杯GIIで、斎宮 I

期のものと考えられる。 99は4J 7グリット pi t 

3出土の土師器杯A2で、斎宮II-3頃のものであ

ろう。 100は4J 3グリット pi t 1出土の土師器

皿Aで、外面にはヘラケズリが見られる。斎宮 I-

3頃のものであろう。 101は4J 13グリット pi t 

2出土の緑釉陶器椀で、洛北産と考えられるもので

ある。

遺構外出土土器(102-136) 遺構に伴わない遺物

をここに集めた。 102,.....,117は土師器の椀．杯・皿類

で、斎宮 I-3,.....,II-2頃までのものが見られる。

111は大形の杯Aで、斎宮跡では出土例が少ない。

形態的には飛鳥皿頃にまで遡るものかも知れない。

120,.....,122は須恵器の蓋で、斎宮では I-1、都城で

は、飛鳥N,....,平城 I頃に併行するものであろう。

124は緑釉陶器で、猿投産と考えられる。 125は陶

器椀で、斎宮皿ー 2に相当するもの。第133次調査

のSE8391から多くの出土がある。 126は土師器の

香炉ないしは風炉と考えられるもの。 2箇所の方形

透かし孔が穿たれている。

b 中世の土器類

ここで言う中世とは、斎宮I[-2期より後の段階

に相当する。中世の時期区分にあたっては、これま

でに試案を示している 4期区分(6)とする。

S D8738出土土器 (137-140) 137は土師器皿。

口縁部外側に面を持つもの。 138-140は東海系無釉

陶器の椀（以下、「山茶椀」を「陶器椀」、「山皿」

を「陶器小皿」と呼称）。 138・139は渥美産、 140は

知多・猿投産のもである。藤澤良祐氏による山茶椀

編年（以下、「藤澤山茶椀編年」と呼称）（”の第4......... 

6型式にあたる。

以上の土器類は、中世 Ib-II a期に相当する。

S D8739出土土器(141-153) 141-143は土師器

皿類。南伊勢系(8)のものである。 144は常滑産陶器

壷で、肩部にヘラ記号がある。 145は知多半島産と

考えられる陶器練鉢で、これは混入の可能性が高い。

146-153は南伊勢系の煮沸具。 146は茶釜形。内

傾する口縁部で、底部は平底をなす。 147は鍔部の

短い羽釜（以下、「短鍔羽釜」と呼称）。口縁部が方

頭状になる。 148-152は鍋で、 148-150は小形の鍋

A、151は中形で鍋Bl、152は大形で鍋B2である。

南伊勢系の鍋としては、第3段階a-bのものが見

られる。 153は大形の羽釜である。

これらは、概ね中世皿 a期を中心としている。

S D8737出土土器(154-163) 154は渥美産の陶

器椀。「上」らしき墨書が底部に見られる。他の土

器類との関係から、この個体は混入と考えられる。

155は土師器でミニチュア鍋と考えられる。中世II

～皿期に稀に見られる。 156• 157は瀬戸産陶器で、

縁釉小皿。 156は褐色の釉、 157は淡緑色の釉が口縁

部付近に施される。いずれも古瀬戸後W期新(9)に相

当すると考えられる。 158は灰釉陶器の瓶で、猿投

産と考えられる。斎宮皿期ないしは中世 I期に相当

するもので、混入と考えられる。

159は土師器の椀。外面にハケメを持つ粗製の椀

で、南伊勢系とは別系統の土器。旧多気郡域で集中

的に見られるが、どの遺跡からも出土量はそれほど

多くないものである。 160は南伊勢系の椀と考えら

れるもの。鍋では第4段階併行期のものと考えられ

るが、類例が無い。 161-163は南伊勢系の煮沸具。

161・162はいずれも鍋B1で、 161は第3段階a、

162は第4段階bにあたる。 163は羽釜で、中世皿期

に相当する。

以上の士器群は、概ね中世皿 b-Na期に相当す
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るものである。

S D8737南部一括出土土器(164----173) SD8737 

の調査区南部から出土したもので、「4I 11一括」

と注記されている一群である。

164・165は南伊勢系の土師器皿で、 C系統の小皿

である。 166----173は同じく南伊勢系の煮沸具。 166

は茶釜。 167は体部がやや膨らむ鍋で、この時期の

ものとしては珍しい。雲出島貰遺跡（津市）に類例

がある (IO)。168----172は、体部が半球形を呈する鍋C。

168は体部中央屈曲部付近にまでヘラケズリの及ぶ

もの。 172は口縁部径が大きいもので、鍋Cとして

は珍しい。 173は鍋B2で、第4段階dに相当する

が、焙烙形に近くなっている。

これらは、中世IVc期に相当する一群である。

S K8745出土土器(174) 174は灰釉陶器椀で、斎

宮皿ー 2,..___中世 Ia期頃のもの。出土遺物には中世

IV期のものが多く、この資料は混入と考えられる。

S K8757出土土器(175) 染付椀を 1点図示した。

中国明代のもので、内面見込みに菊花文？、体部

外面には草の文様が見える。高台畳付部はのみ無釉

で、他は前面に施釉されている。染付は暗緑色を呈

する。

S K8758出土土器(176) 南伊勢系の短鍔羽釜で

ある。口縁部は内面にわずかに折り返す。素地粘土

の状況から、南伊勢系鍋第3段階b (中世皿 b期）

に併行するものと考えられる。

S K8770出土土器(177) 常滑産練鉢である。赤

羽一郎・中野晴久氏による常滑焼編年(II)の10型式に

相当し、伊勢では中世IVa期によく見られる。

S K8780出土土器(178・179) 178は士師器で茶

釜の蓋。南伊勢系のものである。 179は青磁皿。内

面には菊花文？がスタンプ押印で表現されている。

中世IVc期頃のものであろう。

S K8767出土土器(180・181) 180は瀬戸美濃産

陶器で播鉢の口縁部。大窯2後半頃(12)のもので、中

世IVc期頃にあたる。 181は古瀬戸後IV期古に相当

する尊式花瓶。

S X8781出土土器(182) 南伊勢系A系統の土師

器小皿である。中世IIb期のもの。

S E8779出土土器(183) 南伊勢系の土師器椀。

中世IVb ,..___ c期頃に見られるものである。

S K8777出土土器(184-186) 184は南伊勢系B

系統の土師器小皿03)。185は瀬戸美濃産陶器の稜皿

で、大窯2後半のもの。全面に褐色の施釉が見られ

る。 186は南伊勢系の土師器茶釜である。全体とし

て、中世Ne期に相当する。

S K8776出土土器(187) 瀬戸美濃産陶器の壷で

ある。大窯 1-2期頃のものであろう。

S K8784出土土器(188) 瀬戸美濃産陶器の播鉢

で、大窯2前半期のものである。

S E 8741 出土土器 (189• 190) 189は土師器の羽

釜。小片のため、口径および傾きに不安が残るが、

概ねこの状態と考えた。鍔部が短く、尾張地域で言

われる「鍔付鍋」に類似したする。素地の状況は南

伊勢系と見てよい。類例が今のところ無い。 190は

南伊勢系の鍋で、第4段階dに相当する。概ね中世

Nb期と考えられる。

ピット出土土器(191-196) それぞれ別のピット

から出土したもの。 191は知多・猿投産の陶器椀で、

藤澤山茶椀編年の第6型式にあたる。 192は南伊勢

系B系統の土師器小皿で、中世Nb-c期にあたる。

193は南伊勢系の把手付丸鍋で、把手と垂直の位置

関係となる口縁部に片口が付く。中世Nb期頃のも

のである。 194は瀬戸美濃産陶器の天目茶椀で、大

窯2後半,..,__,3前半のもの。 195も瀬戸美濃産陶器の

丸椀で、外面には青磁椀模倣の蓮弁が表現されてい

る。大窯 1期のもの。 196は南伊勢系の鍋Cで、中

世Na期のものであろう。

追構外出土土器(197-221) 遺構外から出土した

もののうち、主立ったものをここに図示した。

197-202は陶器椀類。藤澤山茶椀編年の第5・6

型式が中心である。この他に、第7型式になるもの

も若干存在する。 203は南伊勢系の土師器鍋で、第

l段階aにあたる。なお、図示していないが、南伊

勢系の鍋は第2段階のものも少なからず認められる。

204は磁器小皿で染付。中国明代のもので、高台

部分はいわゆる碁笥底である。高台畳付部分の釉は

掻き取られている。内面には翔磨文、外面には牡丹

唐草文が見られる。概ね15世紀後半以降に位置づけ

られる。 205-2onま瀬戸美濃産陶器。 205は稜皿で、

大窯 2前半に相当する。 206は水滴で、大窯 1期前

後か。 207は天目茶椀で、 大窯 1後半頃のものであ
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ろう。

208"'-'221は南伊勢系の土師器類。中世Nb期を中

心としたものである。 208はC系統小皿。 209は小形

の椀で、内面にはハケメが残る。 210"'-'213は茶釜の

蓋、 214は茶釜である。 215は把手付丸鍋で、口縁部

が内側に強く折り返されている。このような形態は

類例が少ない。 216は器種不明で、内側に焼成前の

円孔を数個穿っているようなので、蒸器の底板のよ

うにして使うものかも知れない。 217"'-'219は鍋で、

217は小形（鍋A)、218は鍋C、219は鍋B1にあた

る。 220は短鍔羽釜で、素地の状況から、鍋第4段

階に併行するものと考えられる。 221は壷で、生産

地と目される旧有休郷近隣で集中的に見られるもの

である。

c その他の遺物

埴輪 (222,...,224) 遺構に伴わないが、埴輪が数

点出土している。 222・223は円筒埴輪。 222は、タ

テハケの後に、継続するB種ヨコハケを施す。細片

のため、どの程度のエ具幅で突帯間を充填している

のかは不明である。 223は基底部で、外面はタテハ

ケのみ、内面はナデ上げで調整している。

224は家形埴輪の隅部と考えられる破片。床相当

部分に突帯を巡らせている。なお、形象埴輪は、こ

こに図示したもの以外にも、家形埴輪かと思われる

破片が見られる。

これらの埴輪は、近隣に存在する塚山古墳群に用

いられていたものと考えられるが、具体的にどの古

墳に相当するのかまでは分からない。

砥石 (225) S D 8736から出土した泥岩製の仕

上砥である。木口部分に原材（母岩）からの切り出

し痕が残る。研磨面は、木口を除く 4面である。

石臼 (226) 直径約28cmの、粉挽き臼の上臼で

ある。臼面は六分画で、「切線主溝型」にあたる(14)0 

芯棒孔が貫通しているのは、上臼の厚みが通常より

も薄いことから、かなり使い込まれたため、芯棒孔

も貫通させざるを得なかったものと考えられる。原

材は、緑色の火成岩である。

五輪塔 (227• 228) 調査区内北部を中心に、五

輪塔が数点確認されている。第7次調査区での出土

部位とその個数を第V-1表にまとめた。

図示した2点を含め、確認出来たのは、全て一石

五輪塔である。 227は空風輪の残欠で、比較的本来

の姿を止めている。 228はほぼ完全な一石五輪塔で

あるが、空風輪が異様に大きさと比べて火輪が小さ

く、かなり抽象的で省略化された感じである。 228

の火輪下面が少し反り気味であることから、 15世紀

末-16世紀前半頃のものと考えられる。

五輪塔は、図示したものを含め、全て脆弱な砂岩

製である。原材の質は、近隣では一志郡一志町井関

で産出する井関石に近い。ただし、このような脆弱

な砂岩は、地質的には中央構造線の北部一帯で産出

されるとされており、生産地の限定は難しい。

和鏡(229) 土塘墓SX8781から出土した。直径

11. 1cmの亀甲地双雀鏡である。縁は直角式の中縁で、

高さ0.75cmである。外面の中央がやや膨らむ。界圏

は中線単圏であるが、界薗を挟んだ内外に細い圏線

がめぐり、その間は界圏に直交する細かな直線で埋

めている。紐座は菊座の中隆紐である。亀甲文をあ

しらった地模様で、紐座の下方やや右寄りに二羽の

雀が表現されている。鎌倉時代頃のものと考えられ、

共伴する土器（第V-10図182) も中世IIb期に相

当するため、時期的にも一致する(15)0 

部位 個数 備考

グ二c:. 7 

空風 4 第V-11図 227

風 3 

火 4 

火水 6 

水 1 

水地 1 

火水地 3 

空風火水地 1 第V-11図 228

残片 46 

点数 76 

第V-1表第7次調査区出土五輪塔一覧

-110-



SD8~ 回:6下層 (1-9)

支 1

~?-_----~2 

｀ 
._—二—- I ,, ,,-

20cm 

SD8736上層 (10-34)

□三ニ/ロニ:.~.~ロニ
ニ。ロニ4 こ，ニニニ~2
ロニニこ二~~ニ~。＝

~ 

ロニニロニこ二こ＝＝二互,½こ三二~□□三~·
三~~~ ーこニニニJJ,7~こ二ニ三Ag
三三：ニニニ □三~=~三三〇ニニ32

玉キ←呵戸勺ぐ吻

31~ 

足し←9、合‘←← ! 
' ｀三—仏三多 p-;,.-

第V-4図 第7次調査区 出土遺物実測図(1)(1 : 4) 
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$D8736上層 (35-37)

第V-5図
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第7次調査区 ＇出土遺物実測図 (2) (-~: 4 

,~ □ 
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第V-7図 第7次調査区 出土遺物実測図(4)(1 : 4) 
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5D8738 (137-140) 

~--.::::::: 各

二
ロニニ
~ 

第V-8図第7次調査区出土遺物実測図(5)(1 : 4) 
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第V-9図第7次調査区 出土遺物実測図(6)(1 : 4) 
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第V-10図 第7次調査区 出土遺物実測図(7)(1 : 4) 
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埴輪 (222-224)、石製品 (225-228)、鏡 (229)
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第V-11図 第7次調査区 出土遺物実測図(8)(229は2:3、他は1: 4) 
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4 まとめと検討

ここでは、第7次調査区の整理作業を進めるなか

で明らかになったことや、改めて見出された検討課

題を触れ、まとめとする。

a S D8736と「奈良古道」の問題

「奈良古道」側溝 調査区を斜めに横切る SD

8736は、本書でも概要を記した第139次調査区から

つながる、通称「奈良古道」の南側溝と考えられる。

S D8736については、第91次調査の時点で「奈良古

道」の側溝とされたが、 SD 8737 "-'8739といった中

世の道路遺構（以下、「中世古道」と呼称）をそれ

とする見解もある。そのため、 SD8736の特徴を改

めて見ておく。

① S D8736は、幅約 lm、深さ lm前後の逆台

形を呈している。この形態は、第139次調査な

どで確認した溝SD0170の形態とほぼ符合する。

② S D8736からの出士遺物は、古いものは斎宮

I -2期"-'3期頃のものを中心としている。こ

の状況も、 SD0170と類似する。

③ 第3次調査区（古里B地区）の溝と一連とな

り、同じく道路遺構とされる溝に接続している。

以上から、 SD8736はSD0170と連続する遺構と

見るのが妥当であり、中世古道を奈良時代まで遡ら

せる必要はないと考えられる。

出土土器の問題 出士遺物の章で見たように、 SD

8736からは奈良～平安時代の土器類が出土している。

編年上は、都城編年では平城ill"-'長岡宮併行期、斎

宮編年では I-2"-'Il-2期に相当するものが見ら

れた。出土位置や層位的な問題が現状では明確にで

きないが、出土土器の状況からは、この溝は8世紀

中葉以前に掘削されたが、その直後から土器の投棄

が開始され、 9世紀中葉頃にはほぼ埋没すると想定

できる。

なお、第7次調査区と、前章第139次の調査成果

を比較すると、同じ「奈良古道」側溝であっても、

出土土器が示す時期幅が調査地点ごとで微妙に異な

る。これは、「奈良古道」側溝の機能時期がまちま

ちなのではなく、廃棄された溝状遺構が完全に埋没

する時期に微妙な差があることを示していると考え

る。いずれにしても、都城編年の平城皿併行期、斎

宮編年の I-2期以降に土器が投棄されていること

は、この溝設置時点に目された機能が、短期間で途

絶していることを意味する。

b 中世集落としての古里地区

中世古道 第7次調査区からは、第V-3図で示

したように中世の古道が確認されている。中世古道

の位置は、巨視的に見れば「奈良古道」に沿ってい

るが、第7次調査区では、「奈良古道」ほど大きく

北へ迂回することなく接続している。つまり中世古

道は、古代に設定された地割を概ね踏襲するものの、

その段階における利用状況に応じた改変を行ったも

のといえる。

中世古道は、当地の区画が改変される1970年頃ま

で道として機能し続けている。出土遺物を見る限り、

13世紀前半頃と16世紀初頭頃の 2時期に側溝の掘削

を伴った改修を行うものの、現代も含めたそれ以外

の時期では、大幅な改良事業の無いまま存続してい

ると考えられる。道路側溝が掘削される時期では、

その路面は2m前後に保たれており、概ねl間幅（約

1. 8m)を目したものと想定される。路面は、遺構

検出面を見ても周囲より30cm以上ほど低い。当時の

地表面は現在の状況とそれほど変わらないと想定す

れば、周囲よりも60cmほどは低くなっていたものと

考えられる。これは、道路自身が「溝」状を呈して

いることを示しており、道路面が全体として排水溝

としての機能を果たしていたと考えられる。なお、

側溝の改修が無い時期にも、以上のような機能は想

定できる。

集落 掘立柱建物がまとまらないものの、井戸・

廃棄土坑の存在から見て、中世古道の両側に集落が

形成されていたものと考えられる。出土遺物は12世

紀後半頃から16世紀中葉頃までのものが見られるが、

より濃く見られる時期は13世紀前半と15世紀後葉～

16世紀前半にかけてである。これは、先述の中世古

道の道路側溝が掘削される時期とも符合する。つま

り、道路側溝は集落の存在と密接な関係があるとい

える。

中世墓 S X8781からは和鏡が出土しており、 13

世紀中葉頃の土壊墓（木棺墓か？）と考えられる。

また、調査区の北部を中心に五輪塔が出土している。

五輪塔は出士状況が分からず、あまり明確にはし難
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いが、この近隣に中世後期の墓地があったと想定で

きる。中世前期の士壊墓は、今回報告の第137次調

査区のように、古里地区近隣でもいくつか確認され

ているが、これらは散在している。それに対し石塔

を持つ墓地は、おそらくは群として存在していると

考えられる。今のところ中世後期の墓地とその範囲

を明確にできないものの、中世前期から後期に至る

墓域の変遷をたどるうえでも、古里地区は興味深い

資料を内包していると考えられる。

出土土器類 土師器類は、南伊勢系のものでほぼ

占められているが、いくつか特徴的なものも存在す

る。 147・220は、鍔の短い羽釜（以下、「短鍔羽釜」

と呼称）で、素地の状況や調整手法からは南伊勢系

の範疇で把握できるが、南伊勢地域ではこれまであ

まり出士例が無い。南伊勢系土師器生産の中心は有

ホ郷（現在の明和町有ホ中•本郷付近）と考えられ、

斎宮近隣はその主要な供給地である。今回の整理で

当該土器が2個体以上確認できたことは、当該土器

が南伊勢系土師器に含まれることを示す明確な材料

といえる叫

貿易陶磁器類では、 175• 204の明代染付皿（青花）

が注目できる。いずれも15世紀後半以降のものであ

る。それほどの優品ではないが、史跡斎宮跡地内と

しては初めての報告例となる。

中世斎宮の解明 斎宮跡では、調査の中心が古代で

あったため、中世以降の遺構・遺物には、これまで

あまり関心を払ってこなかった。しかし、中世前期

については、まがりなりにも斎王制度は残存するの

であり、その存在は軽視できない。古代における斎

宮の位置づけを相対化するためにも、今後は中世以

降の遺構・遺物にも注目していく必要があろう。

（伊藤裕偉）

＜註＞

(1)三重県教育委員会『多気郡明和町古里遺跡・斎王宮

跡』 (1975年）

(2)大川勝宏「第91次調査」（『史跡斎宮跡平成3年度発

掘調査概報』斎宮歴史博物館 1992年）

(3)斎宮歴史博物館『斎宮の土器・みやこの土器』（国史

跡斎宮跡発掘30周年記念特別展「器は語る700年」記

念シンポジウム資料 2000年）および講演記録（『斎

宮歴史博物館研究紀要』 10 2001年）、駒田利治・泉

雄二・倉田直純「斎宮跡の土器」（『斎宮跡発掘調

査報告』 I 斎宮歴史博物館 2001年）

(4)都城編年については、奈良国立文化財研究所編『平

城宮発掘調査報告』 XN(1993年）のほか、古代の

土器研究会編『古代の士器l 都城の土器集成』 (1992

年）を参照した。

(5)前掲註(3)の斎宮土器編年には、土器の形式分類や実

年代比定に問題が大きい。とくに斎宮第 I期第3段

階の資料的位置づけには、土器編年としても大きな

問題を持っている。当報告では前掲註(3)での実年代

観と土器編年とを切り離す目的で、 「第□期第O段階」

を「ローO段階」と表現していく。

(6)伊藤裕偉『近畿自動車道（勢和～伊勢）埋蔵文化財

発掘調査報告』第3分冊 楠ノ木遺跡（三重県埋蔵

文化財センター 1991年）

(7)藤澤良祐「山茶碗研究の現状と課題」（『研究紀要』

第3号三重県埋蔵文化財センター 1994年）

(8)南伊勢系鍋の分類と編年に関しては、伊藤裕偉「伊

勢の中世煮沸用土器から東海を見る」（『鍋と甕その

デザイン』第4回東海考古学フォーラム 1996年）

(9)古瀬戸編年は、藤澤良祐「中世瀬戸窯の動態」（『古

瀬戸をめぐる中世陶器の世界』資料集 （財）瀬戸市

埋蔵文化財センター 1996年）に拠る。

(10) 伊藤裕偉•川崎志乃『嶋抜』第 1 次調査（三重県埋

蔵文化財センター 1998年）

(11)永原慶二編『常滑焼と中世社会』（小学館 1995年）

に所収。

(12)瀬戸大窯期の編年は、藤澤良祐「瀬戸・美濃大窯編

年の再検討」（『（財）瀬戸市埋蔵文化財センター研究

紀要』第10輯 2002年）に拠る。

(13)南伊勢系の土師器皿類分類については、伊藤裕偉『多

気遺跡群発掘調査報告』（三重県埋蔵文化財センター

1993年）

(14)石臼の名称と分類については、三輪茂雄『臼』（もの

と人間の文化史25 法政大学出版局 1978年）、桐山

秀穂「日本における茶臼の研究」（『古代學研究所研

究紀要』第6輯 1996年）を参照した。

(15)和鏡については、広瀬都巽『和鏡の研究』（角川書店

1974年）、中野政樹編『日本の美術』 42 和鏡（至

文堂 1969年）を参照した。

(16)伊藤裕偉「戦国期の煮沸用土器から見た地域構造」

（『戦国時代の考古学』高志書院 2003年）
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通番遺構名 追構の性格 次数 調査時逍構名 地区 グリット 時期 斎宮編年 遺構の性格・追物・その他

奈溝上層 41 16 奈良～平安 -m-1- 斎宮m— l 頃の上師質土器椀あり

奈溝 4J 10 奈良 I -3-

南北溝 5J 3 奈良～ I -3 奈良古道側溝

SD 8736 
区画溝

7 南北溝 5J 8 奈良～ I -3-
（道路側構）

南北溝 51 13 奈良～平安 I -3-ll -1 

南北溝 5J 19 中世IV 鍋 4c(SD4の掘り残し）

溝 5J 24 I -3 

一括 41 II 中世IV 鍋 4b-cl 4c頃多鼠

鎌溝束 41 12 中世IV 鍋・ 焙烙形4d-

鎌溝 41 17 中世[V 鍋 4b多い

鎌溝 41 5 中世II- 常滑 15世紀後半あり

溝 5J 16 中世皿 鍋 3a-b.3aが中心

SD 8737 道路側溝 7 

溝 5J 17 中世皿.IV 鍋 3b-4b

溝下層 5J 18 中世11 鍋 2c

溝 51 18 中世II・IV 山茶椀4・5型式鍋4b

溝 5J 24・25 斎宮m-2並行陶器筒形あり

溝 5K 15 中世皿～ 鍋 3b

鎌溝 41 I 中世 I

溝 5J 6 中世IV 鍋4d

SD 8738 道路側溝 7 溝 2 5J 25 山茶椀4塑式

溝（北） 5J 25 中世 [I • JV 鍋 lb• 4b 

溝 5K 10 中世IV 鍋4c

鎌溝下屑 41 I 中世lI・m 鍋 2c-3a 2c多い

鎌溝最下府 41 1 中世11・皿 鍋 2c-3a

鎌溝J:闇束 41 6 中世Ill 鍋 :3h

鎌溝 41 7 中世m 鍋 3b

鎌溝下府東 41 6・7 中世皿 鍋 3b-4a

SD 8739 道路側溝 7 

溝 2 5J LL 中世rr-m 鍋 2b~aa

溝 5J 12 中世11 鍋 2b

溝 5J 19 中世II• JV 鍋4h. 山茶椀4・5型式 アワピの貝殻

溝 5J 20 中世11 鍋 2c

溝 5J 25 中世II・N 鍋 2c• 4b 

第V-2表第7次調査区遺構一覧(1)
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通番逍構名 遣構の性格 次数 調査時逍構名 地区 グリット 時期 斎宮編年 追構の性格・遺物・その他

黒色土 4J ， 11-1 

SK 8740 土坑 7 

上坑 4) 9・10 IIー 2 須恵器

SE 8741 井戸 7 JI: 戸 4J 12 中世IV 鍋4d、異形羽釜

SE 8742 井戸 7 礫内井戸 5J 15 中世IV 鍋4b

SD 8743 溝 7 溝 5J ， 中世IV 斎宮 l-4- 鍋4b

SK 8744 上坑 7 溝 5J 2 中世m- 鍋 3b以降

溝 4J 17・18 中lli:IV 鍋4b-cl,灰釉•山茶椀混人

SIく8745 土坑 7 

.:I: 坑 41 17・18 中世IV 鍋4c-cl

SK 8746 土坑 7 l:坑 5K 25 中世IV 鍋4c-d

上坑 4K 5 中litIV 鍋4d

SK 8747 土坑 7 

土坑2 5K 25 中世[V 鍋4d

上坑 4J LL 中世IV 鍋4d

SK 8748 土坑 7 上坑 4J LL 巾世D- 山皿第5利式あり

上坑 4K 15 中世W 鍋4d

SK 8749 土坑 7 J: 坑 2 4K 5 中世[V 鍋4c以降

sz 8750 落ち込み 7 上坑 5J 16• 17 中世JV 常滑ねり鉢 15世紀後半～

SK 8751 土坑 7 :I: 坑 5J 5 中世m 鍋 3b

SK 8752 土坑 7 上坑 5J 7 中世〇 鍋 lb、2基頂複か

sz 8753 落ち込み 7 :I: 坑 5J I 中Utm 鍋 3b-

SK 8754 土坑 7 J.:坑 5J JO 中世lV 鍋4c

SK 8755 土坑 7 l:坑 5J 16 中世m- 鍋 3b-

SK 8756 上坑 7 上坑 5J 21 中llt!V 鍋4c-

上坑 5J 22 中!!!:IV 鍋4c.1Ul代染9寸

SK 8757 土坑 7 

煤色土坑 5J 23 中世lV 鍋4d-

SK 8758 土坑 7 :I: 坑 41 13 中世IV 鍋4c-

SK 8758 土坑 7 暗褐色l.:坑 4J 14 奈良• 中世lV 須恵器、鍋4b-c.2時期の追構頂複か'!

SK 8759 土坑 7 上坑2 4J 13 中世IV 鍋4cl-

溝 4J 2 中世[V 鍋4c-

SD 8760 溝 7 

溝 41 3-8 中UtIV 鍋4d

SD 8761 溝 7 溝2 4J 10 奈良？

SD 8762 溝 7 溝2 41 12 平安？ IIー 1-

SK 8763 上坑 7 上坑 4J 19 奈良 I -3-4 

第V-3表第7次調査区遺構一覧(2)
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通番il'l構名 磁構の性格 次数 調査時逍構名 地区 グリット 時期 斎宮編年 追構の性格・追物・ その他

SIく8764 I. 坑 7 上坑 4] 12 中世11 鍋 la 山茶椀 5型式

SK 8765 I. 坑 7 上坑 4J 16・17 奈良？ I・4'/ 

SK 8766 I.ti'[ 7 上坑 4J ， 中世I¥「 鍋,1b以前

SIく8767 I.lit 7 上坑 4) 7 中世IV 鍋4c、大窯2後

SK 8768 _I. 坑 7 上坑.I. 坑 2 4J 3 平安• 中世[V 平安の遺構が屯複？、鍋4b-c

SK 8769 L坑 7 上坑 4J 6 中世IV 鍋4d

SIく8770 上坑 7 上坑 4J I 中世JV 常梢ねり鉢

SK 8771 _L:t/i 7 :l: 坑 4J 2 中世IV 鍋 4d 明代染付

SK 8772 L坑 7 上坑 41 6 中世I¥' 鍋ヽ lb併行のlilt

SK 8773 I: 坑 7 上坑 41 2・7 中世11 鍋 2c

SK 8774 I: 坑 7 上坑 5[ 17 中世III 鍋：ぅa

SK 8775 I坑 7 上坑 51 2 奈良• 平安 I -II 

SIく8776 L坑 7 上坑 51 12 中世IV 鍋 4c

SK 8777 l:t/i 7 l:坑 51 7 中世I¥' 鍋4c

SH 8778 竪穴住居 7 土坑 51 I 奈良 I -4 l・IMに一部鍋4cあり（掘り残しか？）

SE 8779 Jj: 戸 7 礫内 4J 4 中世II' J糾i器椀鍋4c-

SK 8780 I坑 7 •括 5J 19・20 中I且:IV

sx 8781 t.J廣墓 7 上坑 GJ 4 I巾世II _f.ll1fi器小JIil 鍋 lbf)f行和鏡

SK 8782 I. 坑 7 黒色上坑 2 4] 18 奈良

SK 878:l 1./ii 7 黒色：L坑 4J 18 奈良

SK 8784 I: 坑 7 :l坑 -IJ 20 中世I¥' 大：':ll2前

SIi 8785 竪穴住居 7 5J 6・7 奈良？ 111 l追物なし'!

SD 8786 溝 7 溝3 4.1 10 平安？ lI -1-

SE 8787 JI)―; 7 n戸 4J 2 中世IV 鍋 1cl

茶褐色L 5J 20 中世I¥「 鍋>lei

SK 8788 」~l/i 7 茶褐色I: 5[ 21 中世JV

茶褐色上 51 j(j q, Ill IV 

SD 8789 溝 7 溝 41 2 中世IV 鍋4b-

8790 欠番 欠番

SE 6480 JIT; 7 I: 坑• 黒色上坑 4K 20 奈良 lc/f,1に部鍋,lbあり（掘り残し？）

第V-4表第7次調査区遺構一覧(3)
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通番逍構名 次数 グリット ピット番号 ピット追物の時期 建物時期 1 点付問•規mX模裔1t問・ml 主軸 (N方基位準） 備 考

5Jl 5 pl pl・・・・I -4-

5Jl(j p2 

SB8791 7 5JJ9 pl [ -4- 4(6 6) X 2(4.6) 南北 N4:l" E SD8736より新

5J20 pl 

5)25 pl 

4JIO pl・p4 p4・・・・I -4-

4Jl4 pl・p3・p4 pl .... n-3. p, .... n-1. p3 .... n-2 II-2-
SB8792 7 

II -3 
:l(4.9) X 3(4 4) 束rJり N29°E 総柱建物 狙複がある可能性が閥い

4Jl5 pl・p4 pl ••.• I -4 

4J20 p3 p:l・・・・II-I 

4)2 p5 p5 .••• 中世IV
5B879:J 7 中世W :l'/(6 0) X 2?(3 2) 東西 N25" E 

5J21 pl 

4J(j pl・p6・p!3 p6 .... mー 2.中世III

SB8794 7 4JI I p2・p9 中世m 4(8 0) X 2(3.8) 東西 N28°E 

4K15 p2 

4J6 p2 p2 .... m-2 

SB8795 7 4K5 p6 p6 …•中世IV 中世IV 4(9.2) X 2'?(5.8) 南北 N28" E 

4KlS pl pl •.•• 中世 I

4J:l p4 

414 pl・p4 p4 …•中世1V

4J7 p5・p6 p6 .... 中世[V

SA8796 7 4J8 pl II-2 :l'/(7.2) X I 0(19.8) 
南北 N32°W 中世と斎宮II)ll]のピットがm複か？（中世N) 以I・

4)10 p6 p6…・II-2 

4)12 p2 

4K20 p6 

5Jl4 pl・p3 
:J(5 1) X 1(1 8) SB8797 7 I後半
以 I・. 東西 N45" E 

5Jl5 p2 p2 …• ［後半

512 pl・p2・p3 pl·2 …•中世IV 、p3 …•中世 m

513 p2 p2 …•中世W
SB87H8 7 中世IV 5(9.4) X 2'?(3 8) 東西 N24°E 

5J7 p3 p;3 .... 中世JV

5J8 p2 

516 p2 p2 …•中世皿

S88799 7 517 pl・p9・p!O pl …•中世田、 p9 …•中世JV 中世W 4'/(8.0) X 2(4 6) 東西 N22" E 

5117 pl [)) .... 中世Ill(別追構'/)

511 p2・p3・p4 p3 …•中世皿 p4 …·I -4 

512 pl 

S88800 7 514 pl [ -4- 2'/(5 2) X 4(8 0) 南北 N45°E 

5J5 pl pl. … I -4 

5110 pl pl…. [ -4(建物 IIと共通）

511 pl pl・・・・I後半
SB8801 7 I後半 2(5.0) X 3'/(6 0) 南北 N43°E 

5JJO pl （建物 10と共通）

411 pl pl •••• , トIllI 

S88802 7 511 7 p6 p6 .... I -II 2?(3 6) X :J(5.4) 南北 N28'W 

5122 p2・p4 p4・・・・I 

第V-5表 第7次調査区掘立柱建物一覧
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ふ
:ll I l也!{

甜1,r, iLl1t <cm) 調整 ・I如Lの特m
肘位・;n椙 胎 I 焼成 色 調 残((.度 備 考 if録ふ

I -ISJ DI 80 ,:1G卜:IM
l帥器 II枯 l」0外オサエ・ナデ→ヨコナ千ー・ケかJ 小{l'!> 
H、 器邸 '.! 5内．ナデーヨコナデ ,; 

やや軟 m,  ;ii. 1fi,h ,tfr IWhh 

．-， Si>J:l D87:lli I、・rM
,・t, ↓,： }甘

II籍 17.8 外内 ,[i回ii軋転ナナデデ→［国転ケズJ I、l色小

'' "' {1含 略緻 灰fl/() II糸.1,/[~ ROK7 I 

:i 4S1D18(; 7:JG l'IM 
勾'i!.しii甘

II粒 J,J 7 外 .1••1転ナデ→ヘフ起こし 布

杯
-{ mm,]ヽ 咆緻 灰h/0 ! I 肴点~)/12 底部外1uiは生焼け l{~~H 

内．回転ナデ (1念

4 4SJIDHS 7:lll l'IM 
I帥器 II象{ J,J 8 外八ケメーヨコナデ 外面に煤（薄l>)、内'"'に炭化
典 鼎，n; IS :l 内ハケメーヨコナデ・ヘラケス'.IJ

1/少iな:, 良 淡ii↓2 a¥ 1rn;:i II角点 I 0/1~ 
物

!WO.-! 

r, .JSJI D8s 7:l1; l'I汁
I帥淵

頸fill 1-11う
外ハケメ→ヨコナデ

Wll••ll偲 内，ハケメーヨコナデ・ヘラケス:1J
砂粒含 、Ii' Iごふ：し 18Hり10¥'Ri/.-I !Jl(ll2/12 II緑端部のみ全/lijが欠mする IWO:i 

（； .JSJDJ8(I 7:J(i ト・村
I糾i器 II枯 17.2 外・ハケメ→ヨコナデ
嗅 器翡 :lt.0 内．ハケメ→ヨコナデ・ヘデT-;~I J 

fi'. 少t:;:; 良 1t8,!(). I OYR8/:l Ill点 i/1~ Iく001

-ヽ 4SJDJ8(J 7:rn I、1M
Ir.Ji料 II枯 22.9 外ハケメ→ヨコナデ 密

椛 器，¥'f, :ll.() 内．ハケメ→ヨコナデ・ヘラケかJ t少未：；：5 J! 
1~8;!(1 7.,,¥'1<8/ I II 糸点 :l/1~ !WO:! 

8 4S11l)86 7:J(; ト:1ri
I糾i器 外八ケメ→把 f部挿入 f.t/Jll →ヨコ・J—デ・ケス:•1 打1

甑
II粒 20 l 

内．ハケメーヨコナデ・ケズリ
-:.! mm•] ヽ 艮 1H,2:;n;:i I tit:l/1~ 9と詞 個休と思われる I<:!:~I 
(I'令

， -SIIDI8G 7:rn I、・1M I師器 底仔
外ナデ→ケズリ→底部に穿flI 文字にりQす） 打1

竹I<
12 7 
内．ナデ→ケズリ

・C (, m含m•I ヽ Jl I~lli'..:.:i ヽ 7 /.~ 底 ・1/1:! 8と1°1 個体と思われる l~~:-1~ 

IO 4SJID8S 7:l<i I IM 
I帥料 II柑 1:i1 外．オサエ・ナデーヨコナデ
H・(; 器甜 :18休），ナデ→ヨコナデ 祐 脆弱 1こぷ,,,tm 10¥ 1n;.1 Iii点、Ill~ 外面に螺栃形の務き上げ眼 110,,1 

II ・SIJDI8O 7:l<i I IM 
I帥器 II糸女 I~4 外オサエ・ナデ→ヨコナデ やや脆
杯（； i拙・,; 40内，ナデ→ヨコナデ

密
<)I) 

中G7 :ii 1~7/f> II 糸,:i/1~ WH17 

I~ ~SJID8() 7:l(; I IM 
I帥梱 II糸女 12 2 外オサエ・ナデー・ヨコナデ
杯(, 器甜 :~8 IJ...J. ナデ......ヨコナデ

，ff; 脆刺 中登 i :i\'[~i/(j II泉<2/12 IW1)8 

l'.l .~!JDl() 87'.l6 I 1M 
I Mi器 ［［春¢ l:l.4 外．オサエ・ナデ→ヨコナデ
tt:,; 器邸 :!.9内ナデ→ヨコナデ

砂代合 脆，i,; ［こふ~l iW ;";) 1a1.1 II ふ~£iii:! R070 

j.j -lSllD8(i 7'.lli I府
I師器

Ill< 
外オサエ・ナデ→ヨコナデ

,,., 
ff',¥ 

(Jij()) 
内ナデ→ヨコナデ

-I血11']ヽ 艮 i こふ~r. 1 t/i:ffl I OYl< i 1 { 1 1象と I 'I:! 外面に煤 f<'.!'.!h 
(I;;; 

IS 
4llfi I師器

,,;; 

:..;nx,:16 l府 ff:.¥ 
II象¢ I ;;'.! 全体が剥離につき小明 -.!. 1run ,Jヽ やや軟 ［こふくI,'凶!.:IIOi Jfii I 1 1音点 Io: I 2 R~~;-, 

(';;;-

IG 
-1111 I師器

IIH "' SDX,:m l .lM H、A
18.0 全体がおl離につき位I/ -I mm1Iヽ 艮 佑 :-,YR'iif-i II象."ii~ R~:!:! 

(I ;;; 

17 
41 ](; I糾i淵

II舷
外．オサエ ナデ→ヨコナデ

,,;; 

SD87:lfi l lM ff、A 180 
内ナデーヨコナデ

、 ~1111111] ヽ やや軟 品I窃7:;, 10/8 II象<l 1/1~ I~:!~l 
(I ヽ~;;-

18 
-l J l(i I帥梱

II紺女
外ヨコナデ→ケズリ

SD87:l<i I l1~ 杯 A
16.0 
内ナデーヨコナデ

~ .. やや軟 m :i) 1<7 /H II系点 10/1~ RJ:m 

19 
411G I師堺

II粒
外．ヨコナデ→ケズリ

m 

SD87:l(i I IM H、('
I 58 
内．ナデ→ヨコナデ

、 ~1111111J ヽ J! m :i) 1~7/H Ill点：l/1" l~:.!:.!,J 
(I (;; 

20 
-III!; I Mi湘 外ヨコナデ→ケ7いJ Ill 

SD87:l6 I.IM 朴．．＼
II糸K J(lA 

内：ナデーヨコナデ
-.!. 111111'1ヽ 牧 m :',Yl<h/8 11象女 7112 R~~7 
{, ;;; 

~I 4.110 l帥盛 II松 17-4 外：オサエ・ナデ→ヨコナデ—•ケ 7、:1J ややII危
SD87:l<; I.I汁 H:A 器,n; :10内ナデーヨコナデ ，1f； 

凋
i こふ~t I K,'i ;i ¥ 1m; .J II 緑 1/1~ 1Wh9 

22 
.JIIG l師淵 II象¢ 15 7 外．オサエ・ナデ→ヨコ・Iデ→ケかI
SIJ87:ll; J.JM H',¥ 器はi 29 内ナデ→ヨコナデ 'If; 艮 t(; :i YR Ii /!i II糸点-1/12 Iく()(;J

0:1 
.lJl;i l師器 II枯 16 2 外~．オサエ・ナデ→ヨコナデ 小{1少
SD87:m LIM H',¥ 器翡 :ll 内．ナデ→ヨコナデ ,,, 良 Ki. 7 fiヽ lfi/h 11角点 H/1:! 1w:-1-I 

:!-1 
.JJI G I帥悩 II絃 141 外オサエ・ナデー・ヨコナデ 小I,少
SD87:l6 I IM 杯、・¥ 拙,・,; :ll 内．ナデーヨコナデ /'， ~ ' 

艮 ms¥ 1~b/h II 象点 H/1~ RO:,:~ 

"" 
411(; 1n,li堺

II縁
外．オサエ・ハケメ→ヨコナデー'1:':i台lしり付ヨコナデ 密

11$点 Ul~
SD87:J<; 1 IM 杯B

15.0 
内，ナデーヨコナデ

-I 1111111]ヽ J↓ iこぷし 16'i..中nI OYR7/ I !~~:.!8 
(1含 11'1』 ti':vi~

2G 
-I.Ila I糾i料 II粒 183 外．オサエ・ナデ→ヨコナデ・，(I冶11,';f・tココナデ・ 密 11糸点 l()/ 12 
Sll87:J(; LIM H・ll i:;,,;,; 5-1 ミガキ内．ナデ→ヨコナデ

-~mm') ヽ 軟 lj/, が 1椅，,\'R~>/8
rlldi'11/12 

Rll7:l 
(1 ,';; 

:27 
4JIC, I帥 I~ II舷 JG I 外すサエ・ナデー・ヨコナデ・ケかI
SD87'.l!; I 1M IIIIA 器翡 20 内．ナデ→ヨコナデ ，ff； 良 ｛こぷtI柑7,""11Rh/-l 11 糸点 ill~ 1w:-,:i 

~8 
.,IJ 10 l帥器 IIH ~I 0 外：オサエ・ナデ→ヨコナ千—・・ 'r か J
Sl)87:l6 I. 府 1111.、¥ 器晶 ~9 内：ナデ→ヨコナデ 砂粒含 良 9 こふ~t,m,:iヽl{h -I I I申t_,,, 12 1w1i;, 

:!~ 
.IJ Io l帥悩 II枯 .! I 0 外：オサエ・ナデーヨコナデ→ケ7:lj やや脆

~D87:l<; I .i llllA 器甜 28 内．ナデ→ヨコナデ
；" ,;,; 佑 :-)YRfi'H 11申女 hiI~ R07l 

:rn 
・IJl:i I~Ii 器 II籍 ~2 8 外オサエ・ナデーヨコナデ・ケスリ 内面に分離した渦巻状lift文：｛
SD87:lli I府 IIUA 器甜 :u 内．ナデ→ヨコナデー賠文 H 艮 じ;:;;n~1i/8 11, な10112

•ii位あり
IW,17 

:n 
I.Ila l.rali器

脚悧
外ヨコナデ・縦M•I ケス:,J 紅11m:,

,Dx7:rn I fM ,:-,; 杯 1 :-i (i 軟 m :i'i R6/8 脹I礼(11/12
内ナデーヨコナデ 少含 IWS8 

:i~ 
-1.111; 須忠器 II縁 JG :J 外：i"i他，ナデ-,i,,i他ケズリー摘f.t/JII 小I,少
,ll87:W I IM 盆 器泣i :l¥J |人1.1"1i,.ナデ '~, ~ ' 

昭緻 灰1・17/0 I I糸点 6/12 IWfi..J 

"" 
lJ I 0 釘i,J.(器

II緑
外 ,1,,11,,:ナデー,1,,11,、、アズリー9点i台Iしり付ヨコナデ II緑 11/1215.7 砂粒含 昭緻 灰(j/(l-7 /() 

:iDH7:≪; I IM 朴B 内 ,["il仏ナデ 1¥Ji合 12/12
Rl•l,l 

:M 
,IJ IS I糾i器

II緑
外，オサエ・ナデー•ハケメーヨコナデ・ケズリ 密

SD87、rnI l1、鉢 21 :i 
内：ナデー—・ヨコナデ

、 ~1111111) ヽ J・↓ In 7 ,WR6/G II緑 9/12 RI 01・! 
(I ,'1j 

;i;, 1111 Ir.ti器
II粒

外．オサエ・ナデ・ー・ヨコナデ ，It 

~Ds7:ll; I I汁 甜 A
:n.7 
内．―/-デ→ヨコナデ

~:! mm•J, やや軟 1G 5YR!i/8 II糸玄 I1/12 11(部外[{Iiにヘラ叫け'! Rl---12 
(『,';;

:rn 1.110 
iii.¥[(器

｛本部 W2  
外.111]転ナデ--・1111%、ケズリ→高台貼付ヨコナデ i'I色小

Sl)87:l(; I 1M !, 頭t位 内 .I ヽ •I転ナデ (r含
,if, 灰b/0 体部 5/1~ II¥淵り勺［川にI、I."消Ii Rl---11 

:i, 
4JJ,, 須恵器 II籍 1~1 外 .・l'・Uタタキ→ヨコナデ
SDH7:W I 1M ザ・ 器,,・:; 2(i.-1 内 .[,;J心 Iりあて具痕—•十デ→ヨコナデ

1(Yf:;;; "i緻 灰1・17/0 11緑 4/12 ,1, み k ROI2 

:rn 
:iJl:l I. 師器 II粒 12.8 外ナデ—•ヨコナデ 111 

｀ゞl)H7:i!i 杯（； 器絲 :l:l 内，ナデーヨコナテ
-~n血 ,J ヽ 良 にふ I使位 JO¥R7/4 11 糸点 511~ II籍部にhll坪Ii, R0--10 
(I ,';; 

第V-6表 第7次調査区出土遺物観察表(1)
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No. 
//l_t地区

器種 法!il<cm) 調整• 技法の特徴 胎l: 焼成 色 調 残存度 備 考 登録め
附位・追構

4J5 l:師器 II縁 13.6 外，オサエ・ナデ→ヨコナデ
密 脆弱 灰白 IOYRS/2 IJ緑 10/12 R059 :J9 

S08736 杯G 器閻 3.9 内：ナデ→ヨコナデ

5)24 I: 師器 n緑 14.4 外：ナデ→ヨコナデ
砂粒含 良 祖7.5YR7/6 口緑9/12 R038 40 

S08736 杯C 器高 3.6 内，ナデ→ヨコナデ

4111 J: 師器 n緑 162 全体が剥離につきィ渭明 密 やや軟 橙5YR7/8 U緑 3/12 R22:J 41 
S087:J6 杯A

5)8 I: 師器 n緑 15.9 外：ナデ→ヨコナデ→ケズリ
密 良 黄橙 7.5YR7/8 n緑 7/12 内面に炭化物 ROafi 42 

SD87:l6 杯C 器甜 3.6 内．ナデ→ヨコナデ→螺旋状暗文

5)8 k師器 口緑 16.8 外：ナデ→ヨコナデ→ケズリ
密 良 橙5YR6/6 n緑 7/12 R036 43 

SD8736 杯A 器甜 3.6 内．ナデ→ヨコナデ

5)3 l: 師器 口緑 16.4 外：ナデ→ヨコナデ→ケズリ
密 軟 橙75YR7/6 n緑4/12 I 44 

SD8736 杯A 器贔 3.4 内；ナデ→ヨコナデ

4)5 I: 師器 口緑 17.2 外：オサエ・ナデ→ヨコナデ
密 軟 橙5YR7/6 171及5/12 R071 45 

SD87a6 杯A 器甜 3.0 内：ナデ→ヨコナデ

4)4 I・ 師器 i-1絃 17.6 外；オサエ・ナデ→ヨコナデ→ミガキ
密 良 橙5YR6/6 「l緑2/12 RUOU 46 

SD8736 杯A 器甜 (3.8) 内：ナデ→ヨコナデ→螺旋状陪文

4J5 l:llli器 I]舷 16.6 外：オサエ・ナデ→ヨコナデ
密 やや軟 橙5YR6/6 17緑 12/12 ROfi2 47 

SD8736 杯A 器科 3.1 内：ナデ→ヨコナデ

4)5 I: 師器 n緑 19.8 外；オサエ・ナデーヨコナデ
密 飲 橙5YR6/8 n緑3/12 R072 48 

SD87:l6 ll!A 器甜 2.7 内：ナデ→ヨコナデ

4J5 I: 師器 n緑 外：オサエ・ナデ→ヨコナデ・ケズり
密 良 橙5YR7/8 II緑4/12

内面は螺旋状9行文がある"r能
R056 49 

SD8736 皿A 器甜
19.62.4 

内：ナデーヨコナデ 枕あり (ll.えず）

4)4 I: 師器 n緑 19,8 外：ナデ・ハケメ→ヨコナデ
密 良 橙5YR6/6 n緑 :J/12 R06:l 50 

5D8736 llllA 器店 2.0 内：ナデ→ヨコナデ

5Jl3 J: 師器 n絃 16.5 外，ナデ→ヨコナデ
砂粒含 良 にぷい黄橙 10YR6/4 n絃 5/12 RO:l9 51 

5D8736 皿A 器甜 2.3 内，ナデ→ヨコナデ

5J8 I: 師器
脚裾 11.2 

外：縦方I句板ナデ→ヨコナデ
密 やや軟 橙5YR6/6 脚柱 12/12 R027 52 

SD8n6 麻杯 内：シポリH→ヨコナデ

4Jl0 I師器 外，ヨコナデ・縦}j向ケズり (IJ面） 密
良 橙7.5YR7/6 脚1£12/12 Rl51 脚Ii' :!7 ~:.? QIDllJヽ53 

S08736 ir. 杯 内，ナデ→ヨコナデ (i含

~J5 I: 師I'll器 u絃 14.8 外．オサエ・ナデーヨコナデ 梢良 やや脆
浅黄橙7.5YR8/4 「l緑4/12

I: 師器の形館をなす須恵器か
R052 r,4 

5D8736 杯 器麻 31 内：ナデ→ヨコナデ 小{i含 l•l ？ 

4J5 I: 師器 外： 9ヽ ケメ→ヨコナデ 砂粒少
良 にぷLヽ橙 7.5YR6/4 u緑 6/12 外面に煤 R077 55 

幾
n紐 15.0 

内：ハケメ→ヨコナデ・ケズリ 含SD8736 

5)24 L師器 II緑 1:i.o 外； 9ヽケメ→ヨコナデ 細砂粒
やや粗 にぶい黄橙 10YR6/4 口縁4/12 煤f寸行なし R008 56 

SD87:l6 痰A 器絲 10.5 内：ハケメ→ヨコナデ・ヘラケズリ 含

4Jl(I I: 師器 n絃 15.6 外： /¥ケメ→ヨコナデ 細砂粒
良 にぶい橙 7.5YR7/4 n緑 1/12 外面に煤 R009 57 

SD8736 lll!A 器甜 12.4 内： /¥ケメ→ヨコナデ・ヘラケズリ
,._ , 

4116 I. 師器 外： Iヽ ケメ→ヨコナデ 粗
良 橙7.5YR7/6 n絃：l/12 外面に煤付行 R2:l0 n緑 17.:J -21111D1/, 58 

SD8736 甕A 内：ハケメ→ヨコナデ→ケズリ ,;,, 
5)24 t師器 II緑 21.4 外： Iヽ ケメ→ヨコナデ

砂粒含 良 にぶい黄橙 10YR7/3 口緑5/12 煤付行なし ROU6 59 
SD8736 算 器甜 (1:l.8) 内： Iヽ ケメ→ヨコナデ・ヘラケズリ

4)5 I: 師器 n縁 22.6 
外： Iヽ ケメ→ヨコナデ

砂粒含 良 浅Iii.橙 JOYR8/3 n緑 :l/12 R075 60 
5D8736 嗅 内： Iヽ ケメーヨコナデ・ケズリ

4116 J: 師器 n緑 358 
外．ハケメ→ヨコナデ

粗 良 にぷい黄橙 10YR7/4 rll及4/12 把手（寸か Rl30 61 
SD87:l6 鍋 内： Iヽケメ→ヨコナデ・ケズリ

4)5 I. 師器 n緑 41.0 外， 9ヽケメーヨコナデ
砂粒；；； 良 橙7.5YR7/6 ＂贔ゑ 4/12 R004 62 

SD8736 把手H鍋 器店 18.5 内： Iヽケメ→ヨコナデ・ヘラケズリ→把刊頂人

63 5S)D183 7:!6 
須恵器

11絃
外：ru1転ナデ 小Ci多

堅緻 灰6/0 n緑 2/12 R085 
壺

280 
内：'"'転ナデ 含

fi4 4S1K9 8740 
I: 師器 外，オサエ・ナデ→ヨコナデ 祖

やや軟 浅黄橙 7.5YR8/4 rl緑6/12 外面に螺旋状の接合腹残る R147 II絃 13.0 ~2 mm小
杯G 内：ナデ→ヨコナデ /,f; 

6r. 419・to ＇：師器 外．オサエ・ナデ→ヨコナデ 密
良 橙5YR6/6 n緑 8/12 内面に焼成前のヘラ'"号 R220 口絃 14.0 ~I 01n1,Jヽ

a SK8740 杯A 内：ナデ→ヨコナデ Ii含

fi6 4SJ9 K8740 
I: 師器 n舷 14.0 外：オサエ・ナデ→ヨコナデ

密 良 柑5YR6/6 n緑 7/12 内面に焼成後のキズ Rll9 
杯A 器麻 3.0内：ナデ→ヨコナデ

67 4S)Iく98740 
I: 師器 n絃 14.0 外；オサエ・ナデ→ヨコナデ

密 軟 橙5YR6/6 n緑5/12 Rl04 
杯A 器高 3.1内：ナデ→ヨコナデ

c;s 4S)Iく180740 
I: 師器 17緑 16.1外；オサエ・ナデ→ヨコナデ→ケズリ

密 並 橙 5YR6/8 n絃5/12 RJ15 
杯A 器店 3.0内：ナデ→ヨコナデ

69 S4JK9 8740 
I: 師器 外・オサエ・ナデーヨコナデ 密

、 やや軟 橙7.5YRG/G 「l緑 11/12 Rl46・2 n緑 -I皿u,J
杯A 14.8内'：ナデ→ヨコナデ {, 含

70 4SJKl80 740 
I: 師器 n絃 14.2外：オサエ・ナデ→ヨコナデ

砂粒含
やや脆

橙7.5YR7/6 l―I緑 5/12 Ril4 
杯A 器店 3,3内：ナデ→ヨコナデ 弱

71 S4)K9 8740 
L師器 n緑 16.2外．オサエ・ナデ→ヨコナデ

精良 軟 橙5YR6/6 口緑3/12 内面摩滅 Rl26 
杯A2 器泊i 3.7内：ナデーヨコナデ

n 4SJK98・74100 I: 師器 184 外：オサエ・ナデ→ヨコナデ 密
良 橙5YR6/6 日緑 10/12内外面に焼成前ヘラ記号 R218 n緑 -2 mmヽJヽ

皿A 内．ナデ→ヨコナデ "含

73 4S)K9 8740 
I: 師器 外・オサエ・ナデ→ヨコナデ→ケズリ 細砂粒

良 ll! 5YR6/8 口緑2/12 内面にヘラac,; R098 
高杯
n緑 21.2内'：ナデ→ヨコナデ 含

74 4S)K9 8740 
I: 師器 n緑 16.5外．オサエ・ナデ→ヨコナデ

密
やや脆

橙5YR6/6 II緑4/12 R097 
llllA 器高 2.5内：ナデ→ヨコナデ 弱

75 4SJK9 8740 
I: 師器 外・ハケメ→ヨコナデ・ケズリ fll 

良 明黄褐 10YR7/6 n緑 11/12外面に煤内面に炭化物 Rl76 n籍 -:! lllffl''ヽ
痰A 17(ぅ内：・ナデ→ヨコナデ・ケズリ ,,:, 

76 419・10 K師器 外・オサエ・ナデ→ヨコナデ・ハケメ 粗
良 にぷい黄橙 10YR7/4

n絃 1/12 外面に煤、内面に炭化物 Rl77 n絃 184内'．ナデ→ヨコナデ→ケズリ
-:! 狐1u,J,

頸3/12SK8740 視A h含
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a: I地区
器柚 法凩 (cm) 週整• 技itの特徴 胎 I 焼成 色 調 残/fl校 Wi 杓 11. 録ゞ Lふ

け位・逍構

I師器 外．ハケメ→ヨコナデ 0 ;i-:! mm 
やや軟 Iこぷl1UJ'.t.:l IOYR7/..J I I糸点4/12

ハケメは,ii部から始め、 1、-、j'c
l<J:l7 

-- --tJ9 
ヽヽ SK8, -10 衷

n縁 27 8 I 勺．，、ケメーヨコナデ ,JヽI,含 ほど後に施す

釘i忠器 外.l"I~,. ー／ーデ・ナデ 密
/•}(7 /() 完Ii ,j; み、 部 'I焼け RI¥J4 

-1.19-10 
II緑 2:iO -J mm,Jヽ 昭緻78 

SK8740 [Ill,¥ 内： i"庫ナデ ,, 含

-IJ18 I師器 n緑 l:l-1 外．オサエ・ナデ→ヨコナデ
密 やや軟 1こぷ lヽ＆橙 IOYR?/4 II緑：J/1" r<rrfliにヘラ記け 1<108 7り

SK878~ 杯(' 器翡• n 内．ナデ・ヨコナデ

-IJ18 l帥器 n緑 14 G 外．すサエ・ナデ→ヨコナデーケ 7、:•J
•1f; 良 F,!S¥'l<l;Jh II象汝 2/12 内iflilこヘラ;:c1c; RI 18 80 

SK8782 H'.¥ 器高 :l.4 内．ナ・デー・ヨコナデ

4118 l帥器 n緑 1:i.i; 外．オサエ・ナデ→ヨコナデ
，1H 良 Isl 7a¥'H(i/G Ill点:l/12 RI06 81 

SK8782 H'. 『¥ ロ'"·•'ず"' :i.1 内：ナデ―•ヨコナデ

lJ I 2 I帥器 n緑 17 G 外．オサエ・ナデ→ヨコナデ
密 並 ta SYJ<h/h ll糸点 4/l:! 内1/1iにヘラ，記号 1<120 8~ 

Iゞく878:! 朴A 器麻 44 内，ナチ→ヨコナデ

4)18 l帥器 「i緑 !G-1 外，オサエ・ナデ→ヨコナデーミ ifキ
密
やや脆

r,/S¥'IW/8 「l紺4/12 内ヘラ心号 Iii JO 8:l 
SK878~ H、A "邸"古い. , :i~ 内．ナデ・ヨコナデ ,i<j 

~Jl8 I師器 n緑 lfi.O 外．すサエ・ナデーヨコナデ n やや脆 tこぶし Illdr! I OYR'i /--1 II緑 2/12 内tfliにヘラ'"け Rfl96 84 
SK8782 1111A 器高 w 内.-Jデ→ヨコナデ 弱

4Jl8 牙itJ.i器 外：1,,M,, ナデ—-+I転ケズリ 小砂粒
兜緻 灰 b/0 I I糸点2/12 外川iに「I然釉 110¥15 「l縁 1 IJ.~ 85 

SK878~ 益 内， [11!1li1;ナデ 少含

4Jl8 1il↓ mi 「l緑 19 ,1 外， 1.. 1,1,,, ナデ→H他、ケズリー,,(:冶 11,';f,tヨコナデ 糾II沙!,,
並 1Hur.n1:i 

I I糸点 1/12 
JW¥J:l 8(i 

SIく878~ IIIIIl 器絲 :ll fl、J,i"llり、ナデ 含 ,1'1;;-11/12 

~. 恵器 外.l"I虹ナ千-1,,11,.ケズリー1:1;弁Iしし付ヨコナデ 叱
灰 h/0

II緑 1/12
外1i1iにr,然袖 1/15~ 

4Ji8 
II紺 ~(I~ 、:!mm 1Jヽ 堅緻

仙台2/12
87 
｀ヽK8782 杯B 内-1,,1!,、ナデ ,,;, 
.IJ 18 I糾i器 LI緑 16.6 外オサエ・ナデ→ヨコナデ→ケズリ I,', 良

脆弱 故IQ7 ii¥ 1<7/8 II条女：l/12 1'11/1iにヘラ，,c>; HJ09 88 
SK878'.i H、A 器高 48 内ナデ→ヨコナデ

-IJ18 I師器 外．八ケメ・ナデ→ヨコナデー•ケ 7、'.I J 砂粒少
良 K1 ,;rn,;;i; II角点 2/12 R099 が） ,¥'J, 朴 II緑 1~() 

内．ナデ→ヨコナデ 含SIく 878:~

.IJ18 IM壻§
II緑 28 2 

外．八ケメー・ヨコナデ
密 並 1こぶし,11,悦 10,1n;:1 Ill点2/12 外lfliに煉 Rl:l6 90 

:-iK878:i 炭 内；ハケメー・ヨコナデ

IJ10 I間i器 I―l緑 1:i.:1 外．オサエ・ナデー•ヨコナデ
密 良 ffiSYRli/li II条点 2/12 RI07 91 

Slく8758 H・A 器沿i :i.8内．ナデ→ヨコナデ

~Jl-1 ~i也器 「I緑 I :i 0 外.1 .. 11,. ナデ—•ヘラ起こし
11,t:,;, 並 褐灰 IOYIむi"1/I 

II象<2/12 
IW92 "2 SK87;;8 H',¥ 器沿i :!,8内，J,怜，ナデ ut:l/12 

:ii~ I師器 ,-, 緑 l fi.:i 
外：オサエ・ナデーヨコナデ

:'1密,"":", '' 軟 Kl. S¥'!iii(; lli\\!i/l~ 11148 H] 
SK877S 杯A 内，ナデーヨコナデ

-IJl8 須也器 外 i"ik/デII>部 II頭部）←・頭部梃II籍IIJ1,t--11rn,1;1、/1111
,1ヽ／』含 躯緻 褐灰 :,YIむ印l

11 5/ 12 擬ll糸女成形の後．頭部を貼I)
ROSO H-l 

:--K8777 1~:i和!:r
「l縁 ¥l.8 内,.. 1, サデ 頭 12/12 付ける rn,

l師器 外．すサエ・ナデ→ヨコナデ
,,,; 

iごふ(l¥黄恰 IOYR7/-I 
［［春点:J/12

"146 l 
.JJ:l 

II緑 I~.:i 、Jmm'Iヽ やや軟
（本部 12/12

HS 
SK87f:i8 flヽ 内．サーデーヨコナデ 1,:, 

.jJIO l帥器 外，オサエ・ナデ→ヨコナデ ,n 
Iり,;rn1;;i; 「l条点 9/12 R~l4 「l緑 1:-i H 公` 111111')ヽ やや軟~JG pit{j(~ ヽ:¥87:Hi) 杯 内．ナデ—・ヨコナデ ,,:, 

I帥悩 外，オサ工，ナデー・ヨコナデ ＼中；
1,1,w111;;1; II糸点 7/1~ R~l:l 

4)14 
l―I緑 17 8 ーI1111111]ヽ 良H7 

plll(Sl38i92) 杯;¥" 内,・)デー・ヨコナデ→斜放射状11/l文 (, 含

--tJ 10 I閲i器 外オサエ・ナデ→ヨコナテ
,,., 

良 !(t o¥'Rh/1; II 象汝 9/)~ R2l2 I]緑 JG.8 、:!min,J, 98 
pit'' 杯、＼ 内．サデー・ヨコナデ ,, 含

.tJ, I師器 I―l粒 JIU 外．オサエ・ナデ→ヨコナデ 紅Ill(少1:,
並 m .,n~ti'Ii I 1$ゑ~/12 RI05 "'' p11:3 H・,¥ .ぷ.", " .. ' ― :t;"; 内.・J・ デー•ヨコナデ 少含

.IJ:l I帥器 外，ヨコナデ→ケズリ 密
m aY1rn1H I ―II求 fill~ RI-IH II緑 2:i 7 ~2 111111']ヽ 良100 

])Ill 晶朴 内：ナデーヨコナデ (, 含

-I.I 1 :1 緑釉11'/器 外・'」 'lLJナデークク IJクズ')→施釉
祖 軟

!'! H/0 
祁台 :J/1:! 洛北JI伶 R~J6 IOI ヒj 卜 椀

絲台 b.'l 内， Llクロナデ→施釉 1111 i炎緑

SJ4 l師淵 外．オサエ・ナデ→ヨコナデ ijllli少1:,
やや軟 I ごふくし ,~,m 10, 1i,1:i II 魚点 Ii/I~ Rl:l:l 101 

遥構外 朴（；
l―I緑 102 

内： ・t・"デー・ヨコナデ 、レ合

:iJ5 I帥器 口緑 10.(i 外．オサエ・ナデ→ヨコナデ
砂粒含

やや脆
11)1凶褐 1ornifl; Ill点2/12 RI I~ 103 

追構外 杯 器高 :{ i) 内，ナデ→ヨコナデ 哨

J().j :逍,J.J構外 I帥器 I―I緑 I l.O外オサエ・ナデー・ヨコ十デ
良 脆弱 iH¥r.1 l llYl<H/ I II糸.4/l~ R !~9 H・ 器高 :n I勺，・）？デ―•ヨコナ千

I o:;' ぅlj)!_色17I 
I師器 「l糸表 [a,~ 外，ナデー・ヨコナデ→ ミ!/キ

，,；； やや軟 位,,,1<6./8 lilt 2,、12 RI Hi 朴．＼ 器ぶ :t.1内．ヨコナデ

!Ob :;逍J構I;{外 l師器 ll緑 11.; 外オサエ・ナデーヨコナデーケズリ !,'; 良
故 1:1 ,;¥ 11,;;x I I 象~--III:! Rl~7 杯．．＼ 器はi '..! 9 11..1. -, ーデー・ヨコナデ

107 cJ迎I構¥"外
I Mi器 「l緑 l{i 0 外．オサエ・ナデ—•ココナデー・ケズリ 砂粒少

軟 ;,, 棺75Yl!7 /8 II係点 1/12 Rl28 杯A 淵1'1, :3.4 内．ナデ—• ヨコ-tデ 含

108 5遺1構17外 1.Mi!N II緑 I 6 7外オサ工， -J-,デ・ヨコナデ→ケズリ
密
やや脆．

にぶし •/Ii橙 IOYR7/ I I I係点 "/12 Rl J:l 杯A 器祁 :3 S 内．ナデ—•ココナデ !)I) 

109 .J迅J構l・I外 I師器 II籍 14.:l 外．オサエ・ナデー•ヨコナデ 細砂粕 やや脆
I(! 7 iiYRli/li II申女 0/12 RI 17 H・A 器，凶 2.8内ナデ・ヨコナデ 少含 !)l) 

I 10 -I逍J構:ll'外 t師器 外オサエ・ナデ―•ヨコナデ
,,., 

!QaYHfi/fi IIIP'I~ Rl4o II象女 -:! mm'lヽ 良朴．＼ 169内'ナデー・ヨコナデ (, 含

111 5近K構5外
I帥器 外ナデ・ハケ J.ー•ヨコナデ 密

m~3, r≪;;s II糸点：l/1~ R~lfl II緑 ~'.! 111111,J 、 やや軟
杯A ~() b 内ハケ J,. —・ヨコナデ I, 含

I I'―> .逍IJ構l..!.外 l師器 II粒 2:-3 (j 外オサエ・ナデ—•ヨコナデ→ケズ 1/
粘良 良 叫亦褐 iSYIくG/8 II泉衣 2/12 Rl'.2:2 Illli¥ 器,,:,, 14 7) 内．ナデ・ココナデ—•螺旋状・糾放射状111',丈

113 逍51構17外 I師器 I lit :!2 :! 外．オサエ・ナデー・ヨコナデ→ケズリ
村i良 良 try 5¥"R(i/8 II糸点：l/12 Rl~I 1111,¥ 器研 ~.8 内．ナデ・ヨコナデ

11-1 -!迅JI構I外
I. 師器 II絃 (11.4 ）外オサエ・ナデ・ヨコナデーケかJ

枯良 良 IUI赤褐 j¥'J<j/8 II申点 1/12 Rl2o [Ill,¥ 堺甜 (l 7) 内，ナデ—こ・ヨコナデ―•斜放射状賠文
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~, Ill I地区
器柚 iLl,t tc1―n) 9腺111r;・1文/Mll、fl牧 胎 I 焼成 色 調 残{fl炭 備 杓 登録&,

IMf屯 •j且枯i

r.117 I師器 II秘 21 2 外，オサ工，ナデー・ヨコナデ
喜//1心 脆県I 1(/ 7 S¥ RG/8 I I条点 2/12 l'f. 滅 Rl24 IIG 

逍構外 IIIIA 器翡 26 内，ナデー・ヨコナデ

41:! I帥器 外．ヨコナデーミ ;Jキ w. 
Kt :>i JW/6 

II条t4/!2
RI50 "*女 208 -2 rum小 ll 

,,h5/12 
I lh 
迎構外 11118 内．ョコナデーミ 1/キ(ffff文？） ｛，含

5117 I糾i器 "柑 19.8 外オサエ・ナデーヨコナデ 砂粒少
脆弱 佑 7iiYR,/6 "象求3/12 Rl2:l 117 

迅構外 1111A 器沿i ~A 内．ナデーヨコナデ 含

SJ7 I師器 外．縦 /ji/,J ケス:•J ・ヨコナデ 白色小 やや脆
にぷl•8ir.l lOYR7/.J 脚裾fi/12 Rl'.l2 118 

迅栂外 晶杯
脚裾 l~.O 

内．ナデーヨコナデ “少含 ,),) 

4JI i l師器 外：ハケメーヨコナデ
密 .if, m ;iYl~7 /8 

脚裾 2/12
祖雑なf1'1J RIO:l 11¥1 

il'l構外 絲杯
脚附 I:~7 

内．ハケメ・ナデーヨコナデ 脚柱 12/12

SJ! 7 須｝↓¥器 II秘 106 外， lul転ナデ→ I"漁ケズリー•摘付 1111 ,jヽ{-i.1g 
、II, 赤I火2.5¥R5/l II糸ゑ 12/12 外面にi'I然釉 R08B l :!O 

辿構外 益 悩,i'r, :J~ 内， lnl転ナデ 色粒含

,in 須息器
II絃 1()1:i 

外， lul転ナデ-H転ケス:'I
小石含 、II, 灰7/0 II糸点 3/12 外面にi'I然釉 R090 1i1 

逍I背外 盈 内,IいI転ナデ

GJ9 須息器
II粒 74 

外 l"lも，ナデー・i"i転ケズリ
砂粒含 良 灰,・,7/0 「l粒 2/12 R0¥11 l')') 

逍構外 ,,,, 盗 内,[11[転ナデ

4)11 須恵器 II舷 18 5 外：i"iも、ナデ→i"i,,; ケス:•J-,,r,;台1¥1;(寸ヨコナデ 細砂粒
灰G/0

II緑 1/12
外血に1』1然釉 R094 11:i 

姐構外 1111 B 器邸 ~-9 内・ [u[転ナデ 含 晶台 2/12

4117 u釉凶器
晶台 87 

外．ロクロナデ→糸切り？―•閲台貼付ヨコナデ
密 昭倣 灰 ;10 沿i台 1/12 猿投？釉Iむ討し、 R02fi l'.!--1 

i!l構外 椀 内・uクロナデ

4)(; 凶器 II枯 17.0 外 0クロナデ→糸切り→,:':; 台ILり付ヨコナデ ¥'ti 
灰褐 SYl<S/~

n緑 1/12
灰釉凶器l!HilUI lfc地小叫 R159 -I mm小 昭緻lぷ3

il'.l構外 椀 器晶 5.9 内.[Jクロナデ {, 含 翡台 9/12

,,)8 I Mi器 外．オサエ・ナデ→ヨコナデ
粗 良 9こぷl>故柑 {OYR7/4

II緑 7/12
透かし部1,,,!iil'.!/i RI 78 I :!Ii 

逍構外 (; か
II緑 16.8 

内．ナデ→ヨコナデ ll~10/12 

G.15 I niti器
II籍 2H5 

外：ハケメー•ヨコナデ 細砂粒
良好 にぶし 9凶橙 IOYR7/4 I I単女 2/12 Rl02 1~7 

追構外 l胞 内：ナデーヨコナデ 少含

f,Jf, I師器
II縁 27 4 

外，ハケメーヨコナデ
密 、I, i炎故 ",SYR8/3 II緑:l/12 RIO! 128 

；且hljクト 慄 内，ナデーヨコナデ

517 I糾i器 外：ハケメーヨコナデ 細砂粒
良ljf IQ S¥ Rli/b n角点4/12 RI:ll l~H 

逍構外 槻
II糸点 ls~~ 

内：ハケメ→ヨコナ・デ 含

・111:l I師器 外．ハケメ→ヨコナデ・ケズリ 細砂粒
良 にぷし 9貨ir1IOYR7/:l n緑2/12 ROSS 1:m 

迅構外 炭
II粒 14 8 

内．ハケメ→ヨコナデ 含

5121 l糾i器 外．ハケメーヨコナデ
密
やや脆

1 こふ：し •8m IOYR7/:J II緑3/12 Rl'.l5 l'.ll 
迅構外 憬

II舷 17.9 
内：ハケメ→ヨコナデ !)!) 

.JJ I;; 須.¥!(器 外：lui転ナデ→甜台ILり付ナデ 密
賠介；褐 IOR'.l/'.l 沿i台 7/12 Rlfi8 『,9・』,11・J..,,.1 fi.4 -~mm小 附緻1:-i~ 

逍構外 瓶 内.i"W,、ナデ ,,;, 
-1111 ~i忠器 1,11・,1.1-1、1 外.1,,1転ナデーlul転ケズり・,¥':;台I¥り付ナデ

密 限緻 凶I火2.oYo/1 ,ff,fl(i/12 Rl67 [ :i:i 
逍構外 瓶 79 内,lul転ナデ

S:!5 灰111,凶器 7~ 外，lul転ナデ→ lul転ケス:•1 --・,i:;trnり付ヨコーJ-デ 'lfi 
灰l』I7/0 泊i台 12/12内面に「I然釉沿ちる RIG2 仙台 -2 11¥111']ヽ 叩緻1:14 

逍構外 瓶 内， 1"1転ナデ I, 含

SJ20 ~hし(r,甘
II舷 2;; 8 

外，ナデー•ヨコナデ
M立;, 限緻 灰 7/0 「l糸点 J/12 外面に1以い!'I然釉II火緑色） R014 I :i:i 

逍構外 煎 内，オサエ・ナデーヨコナデ

5)19 
I錘
uさ

15; .4 7 ナデ，悴状 I.!しによるl'lii!i孔 密 良好 it使IQJOYR8/4 1まI岳ぅ'Ui Rl98 J:Hl 
逍構外 福

411 I師器 II粒 1:, o 外．ナデ→ヨコナデ
小I,含 やや脆 汲貨伯 I0¥ R8/4 Ill女:l/12 中世1li(JI努系 RO:J4 J:l7 

しゞIJ 8 7 :i H 1111 器邸 2'.3内ナデー・ヨコナデ 弱

・111 凶器 II粒 15.9 外．ロクロナデーヘラ切りー•晶台貼付ヨコナデ 白.111. 色
良H 灰 i/0

II舷 4/12 山茶椀 j~ リふ沿弁に!!}位Iii
R02:l 1:l8 

SD87:l8 椀 器,f¥ fi 0 内．ロクロナデ ,Jヽわ合 晶台 12/1211緑部に!V,(hli坪lilか？）

411 凶器 II粒 15 8 外ロケロナデ→ヘラ ~JIJ-•,f:;fl貼 f.t ヨコナデ 黒・,・,色
附緻 灰 7/0

n緑5/12
山茶椀沿戊 R024 1:rn 

Sl)87:{8 椀 器晶 50内．ロクロナデ 等小（』含 絲台5/12

411 凶器 II縁 15 I 外：ロクロナデ→糸 ~Jl)-•,\'J;台Iしり付ヨコナデ
WJ; 申：；；； 咀緻 灰7/0

II象汝 3/12
山茶椀月I多・Iii投 R025 lltl 

SD87:l8 椀 器M, s (i内：ロケロナデ iり台 1/12 

4Ui• 7 !Mi器 II糸女 7.4外．オサエ・ナデ 砂粒多 J・↓ i~/1; ~SY8/:l Iii汝5/12 中1町Ii伊勢系 RO-Ill IヽII
SIJ87:HJ ,Jヽ1111 器翡 08内，ナデ 含

S II~ L師器 II粒 l l.6 外．オサエ・ナデ
4ヽ／，含 J・↓ 沙rn"S) 8/:l I I糸ゑ 0112 中lit南伊勢系 R048 1-12 

SD87:l9 1111 料，11, 25内．ナデ

411 I Mi器 II粒 12 I 外．オサエ・ナデ 小（；多
良 i炎//(:!r,Y8/:l II象女 12/12中1廿1fj(JI勢系 R044 14:l 

SD87:l~ 1111 器心i 26内，ナデ 合

1-14 4ヽ 1()!)8•7:J7 ¥l i.~ 器
II象女 92 外内：—ナ/-デデ—ー•ヨヨココナナデデ ~・・ヘラ，1c1; 4ヽ／＿，含 良 昭赤褐 2:iYR:V2(釉） Iii衣5/12 矧多（常杓｝） 外1i1iにヘラ，it!I} ROl8 

1:':1 

1--lj 4S1GD8・77 :39 
凶器 外：l"I転ナデ J.:/1・{』

I 堅緻 にぷし t 恰 ~o\'RH/4 n枯 1/12 jJ]多 RO~! 
ねり鉢

Ill女
内 Ji,J転ナデ 英• 閲小／

146 --ISlfi D8739 
I師器

II象t
外ハケメーヨコナデ・ケズリ・ 1,l,jL[l-1/Jll

砂粒含 良 淡出 ~SYH/·1 II角点 10/1~'I'll(南伊勢系外 ifli に煤 Roi¥l 
茶釜 I ,I H 内．ナデ→ヨコナデ・ケズリ

147 4516D8・77 39 
l師器 外 I¥ケメ→ヨコナデ・ケス:1J 密

良 ,¼ 黄2srn1:i 11象j:1/12 
小111,;;伊勢系 RU・l9 II舷 :!:'; 

I 内.．ナデ→ヨコナデ
-2 01111•/ ヽ

r,111: 2112 キl釜 I, 含

1---18 4S1D1 8739 
l師器 I~I ,, 外．ハケメ→ヨコナデ 砂粒多

良好 灰1・12 i'iY8/2 [ ]f, 点7/12 中!It南伊勢系外ffliに煤 RO・l:'i 
鍋

II枯
'・-内・ナデヨコナデ 含

1-19 4S16D8・77 39 
I師器 II紐 22 ( i外ハケメーヨコナデ・ケス:1J

砂粒含 良 淡 ~ii. ~:i Y8/:~ I Iii: :l/12 巾111:南伊勢系外1f1iに煤 IW~H 
鍋 淵仙 I Ui I人］ナデ→ヨコナデ・ケズIJ

I :'iO 4S1D7 873!J 
l師器

II象女 ~2 (j 外内．ナハデケ→メ→ヨヨコナコナデデ 砂粒多
良 灰1・12 :i¥'8/2 lilt:!/[~ 中111:南伊勢系 外頂iに煤 RO:i2 

鍋 含

I 51 45101 87:39 
I師悩 :ti,8 外内，，ナ八ケデ→メ→ヨコヨナコナデデ・ケズリ

II少1:1,,1ヽ 良 戊凶柑 IOY!iH/.J II糸点 JO/Il'旧,,南伊勢系 外面に煤 IW22 
鍋

II象¢
h含

1si S4DI6 87:!9 
1・ 師淵

4~.H 内外，．ナハデケ→メーヨコヨナコナデデ
砂粒多

良 ,~~, 村!IIJYRH/4 1 1糸求 S/12 中111:南伊勢系 [I、1面に炭化物 ROl7 
鍋

II秘
含

第V-9表第7次調査区出土遺物観察表(4)
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~. 11¥1. 地区 器帷 法1,Ucm) 調整• 技法の特徴 胎 l 焼成 色 調 残Ifill'. 備 考 It. 録ふ
村位・迫構

15:l 
416• 7 I: 師器

11籍 40.8 
外；，、ケメ→ヨコナデ・ケズ')

-: ぅ,相=, .,, < dヽ 良 浅/Ji.2.5Y7 /:J 
n緑：l/12 

中世南伊勢系 Rl75 
SD8i:l9 羽釜 内；ナデ→ヨコナデ 鍔部3/12

154 
5Jl 7 陶器

絲台
7.4 外：ロクロナデ→糸UJIJ→贔台貼付ヨコナデ 砂粒多

堅緻 灰7/0 底6/12 山茶椀握箕底に墨内「上」 ROl9 
SD8i3i 椀 内，ロクロナデ 含

155 
5)16 I: 師器ミニ II縁 8.6 外．ナデー・ヨコナデ

密
やや脆

浅貨橙7.5YR8/4 II贔点 fi/12 中JI!? R04:l 
SD8737 チュア鍋 器高 :i.: ぅ内：ナデ→ヨコナデ 弱

156 
5Kl5 陶器

n絃
外：ロクロナデ→糸りjl)→施釉

密 咀緻
灰J°J2.5Y8/2 11緑 2/12

占瀬,;緑釉小Jill(鉄釉） R245 
SD8i:li 小llll 9.8 内．ロクロナデ→施釉 釉：哨褐 7.5YR:l/3 ~~11/12 

157 
5)16 幽器

II絃 l[)l 外．ロクロナデ→糸"1JIJ→施釉 密 咀緻
灰1:12.5Y8/2 n籍 2/12 古瀬戸緑村］小llll

R244 
5D8737 ,,、Ill 内，ロクロナデ→施釉 柚：淡緑 底 10/12 内面にトチン蹄2ヶ所残t{

158 
411 i 陶器

贔廿 9,8 内外.：1 l .. "1I転転ナナデデ→［ヽ•I転ケ 1:•1-•糸り） IJ-•a6台I~(寸ヨコナデ 密 呪緻
灰6/0 底4/12

内面底に自然釉 R020 
S087:li 瓶 釉．哨給 絲台 2/1~

159 
5Jl6 I. 師器

II舷 16.8 
外： 1ヽ ケメ→ヨコナデ

粗 良 にぷ 9ヽ貨"1IOYR7/4 n絃4/12 中世南伊勢 R033 
S08i:li 椀 内：板ナデーヨコナデ

160 
41l i I: 師器

贔台 10.7 
外：オサエ・ナデ→閥台貼付ヨコナデ

-1,術, , ~ 皿,ヽ< 小 良 にぶし憫 7.5YR7/4 絲台 11/12中世南伊勢系 R047 
S08737 台付椀 内：ナデ

161 
5JW I: 師器

II緑 (:J:l.6) 
外： Iヽ ケメ→ヨコナデ ,, Iヽ,含 良 淡故 25Y8/3 「）緑 1/12 中lit南伊勢系 外面に煤 R031 

SD87:l7 鍋 内：ナデ—•ヨコナデ

162 
4117 I. 師器

n絵 :ll.4 
外．ハケメ→ヨコナデ

-I 1街mm; 含ヽJヽ 良 にぷtヽ貨位 10YR7/:l 11緑 2/12 中附南伊勢系 外面に煤付行 R257 
5D87:!7 鍋B 内：ナデーヨコナデ

163 
5)16 I師器

n籍 2¥J.:l 
外：ナデ→ヨコナデ ,色,ヽ.. 砂,;令m 粒

並 淡貨2.5Y8/3 II緑 2/12 中tu:南伊勢系 R030 
SD87:l7 羽釜 内．ナデ→ヨコナデ

164 -ISii D・話KI 7:i7 It.I部
I. 師器

II紐 8.0 外内．：オナサデエ→ヨ・ナコナデ→デヨコナデ -1I密i皿含,,1ヽ 良 汲貨l(llOYR8/4 n縁 12/12中恨南伊勢系 Rl82・2 
,1ヽJUI

--lll l I. 師器 り．（） 外内．：オナサデエー・ヨ・ナコデナ→デヨコナデ -1/密, , 暉念小165 SD・話H7:i7 1¾-J 郎
小1111

Illゑ やや軟 にぷい橙 75YR7/4 II象ゑ 10/12 中世南伊勢系 Rl83 I 

・11漂11 I: 師器 外： /¥ケメ→ヨコナデ・仙iUf.llnl
-:<1密皿;含n ヽIヽ166 S 7:i7南部

茶釜
II絃 15.4 

内：ナデ→ヨコナデ
良 位7.5YR7/6 111女4/12 中世南伊勢系 RISO 

-111 I I. 師器 外：/¥'rメ→ヨコナデ・ケズリ
16i SD・話H7:i7 Iヤi部

鍋
n紺 25.4 

内： 1ヽ ケメ→ヨコナデ・ケズリ
密 並 にぷ9溝 IllIOYRi/3 II緑2/12 中lit南伊勢系 Rl:l4 

-111 I I: 師器 外： I¥ケメ→ヨコナデ
-a/密皿,・,ヽ,, ,, ヽl68 SD・括87:i7 1tlffl; 

鍋C
II籍 ~1.0 

内： 1ヽ ケメ→ヨコナデ・ヘラケズり
良 にぷしヽ 故llllOYR7/:J II緑 3/12 中世南伊勢系 外面に煤（寸行 Rl711 

11 I I I: 師器 外； 9ヽ ケメ→ヨコナデ・ケズリ
169 SIJ・話87:i7 1tfilll 

鍋C
II絃 26.:l 

内：ナデ→ヨコナデ・ケズリ
密 良好 にぷしヽ 貨位 IOYR7/:JI I阜汝 1 1/12 中世南伊勢系 外面に煤 Rl38 

-1111 I: 師器 外； 9ヽ ケメ→ヨコナデ・ケズリ -a ,,,,.,,.m, ,、, , 小liO SD・I,'8; 7:l7 1tl部
鍋C

n秘 24.fi 
内：ナデ→ヨコナデ・ケズ'I

良 にぷt濯tilllOYRi/4 I lit 10/12 中II¥南伊勢系 外面に煤付行 R260 

171 S411 D·t.X~ I 7:i7南部 I: 師器 II籍 28.8 
外： Iヽ ケメ→ヨコナデ・ケズリ

良 ill にぶい貨悦 10YR7/:ln緑 12/12中llt南伊勢系 外面に煤(~い1 Rl40 
鍋 内．ナデ→ヨコナデ・ケズ,,

、IllI I: 師器 外： Iヽケメ-・ヨコナデ 密
172 SD・話H7:l7 1tl部

鍋C
II枯 3:J.8 

内．板ナデー•ヨコナデ ーI,;m;; mヽlヽ 良 にぶい貨f;llOYR6/:l I]緑 2/12 巾,~南伊勢系外面に煤 Rl65 

111 I I師器 外，"ケメ→ヨコナデ・ケズリ 細砂粒
I i:l SJ>•括X7:i7 1ti fill 

鍋
17籍 4:l.6 

内版ナデ→ヨコナデ・ヘラケス:,1 多含
良 浅黄2.5¥'7/:l llli 2/12 中tU;南伊勢系外面に煤 R007 

174 
4Jl7・18 凶器 II絃 lfi.l 外,a ク Uナデ→糸り/1) →、~ti貼付ヨコナデ→i~lt掛け釉

ベ,.1術,,;,; m,Jヽ 収緻 灰i'I8/0 
11租i<:l/12 

灰釉陶器の系統廂天 Rl60 
SK8745 椀 器紅 5.9 Iり：Uりロナテ 麻台 2/12

175 
5)22 磁器

絲台 S.4 内外：.lt/4代1と文文-＋I揺紺線線22条免ケ如1/11し甜11./r, 弁{'H・tさは無籍 密 咆緻
白N8/0

/~ 台 12/12明It叩I'.(染付） R254 
SK8757 l1ll 肖h:i'J, Uffl< 

176 
4Jl3 I. 師器

II絃 18.9 
外：ハケメー・ヨコナデ

-1Ii密皿{"<小 良 淡貨2.5Y8/3 n贔東2/12 中tit南伊勢系外面に煤付行 R258 
SK8758 ,PJ釜 内，ナデ→ヨコナデ

177 
4JI 閾器

n絃 :l7.7 
外：指タタキ・オサエ→ヨコナデ

-:i イ飢.i. 含,,1ヽ 限級 灰波褐 IOYR6/2
m東4/12 常ill「l籍端罪を．釘因的に除去・研爵

R259 
SK8770 ねり鉢 内．摩lfi 底 12/12 底部外面に/¥ナレ砂付ll

l i8 
5Tl9 I. 師器

n籍 12.0 
外．オサエ・ナデ→ヨコナデ

-aI 術皿げ"r'' ヽ 良 橙 7.5YR7/fi f.1緑 2/12 中tit南伊勢系外面に煤 Rl87 
SK8780 茶釜益 内：ナデ→ヨコナデ・摘部付Im

179 
5)19 .~ 磁 11ft I I.I 外：ロクロナデ→ログロケズ •J →施釉

密 咆緻
灰l'I8/0 17緑 6/12 ,,,, 磁外反r1絃1111 絲台内面は

R200 SK87XO llll 器絲 :l.l 1"1: ロクロナデ→スタンプ11'文→施釉 釉：淡給 ,,~ 台 12/12 ・部露1/h

180 
4)7 陶器

II緑
外： iuJ転ナデー•施釉

密 ~! 緻
浅貨位 10YR8/4

I―I絃 1/12 illll; 大窯期 R249 
SK87fii 梱鉢 内：'"'転ナデ→施釉 釉．昭赤灰 7.5H:l/J

181 
417 陶器

底 (8,6) 
外： 1,,1転ナデ→糸切 IJ →施~h

密 昭緻 灰l'I8/0 底 :l/12 古瀬戸後期 Rl66 
SK87fi7 尊式/Ell!i 内：シポリ II・ナデ

182 
5)4 I: 師器

II籍 8.ll 内外：：ナオサデエ・ナデ -I(I四,ll 含U小 やや軟 灰I~IOYR8/l Ill女11/12中世南伊勢系 Rl90 
SK8781 小皿

18:l 
4)4 I: 師器

n籍 l!l.O 
外；オサエ—•ヨコナデ

-1(密=,_,, , •1 ヽ 良 にぶし •ta lOYR7/4 LI緑3/12 中lit南(JI勢系 Rl85 SER779 介付椀 内； /¥ケメーヨコナデ

184 
517 I: 師器

n籍
外：オサエ・ナデ

-I (布m,．,m、, •J ヽ 良 淡I(!5YR8/4 n縁4/12 中flt南伊勢系
SK8i77 小ill! 6.:l 内，ナデ RlB:l-2 

185 
517 陶器

11絃 10.5 
外：ロクロナデ→ケズ')-•施釉

密 咆徴
灰.., 2.5¥'8/2 n泉女4/12 淵底内,外,ト,._：輪チ窯ン,l_utチ蹄'o,ン：面ぅ跡ヶ施1釉0i R246 

SK8777 小皿l 内：ロクロナデ→施柚 釉．にぷい赤褐5¥'R4/:l 底4/12

186 
517 I: 師器

II籍 1:i.1 
外： Iヽ ケメ→ヨコナデ→r,Lj!(部(.t/JII

-I“密●含町）ヽ 良 にぶい貨IUIOYR7/4 「l象t4/12 中l柘南伊勢系 外面に煤 Rl72 
SK87ii 茶釜 内：ナデ→ヨコナデ

187 
5112 陶器

lllt 16.4 
外：ロクロナデ→施釉

密 呪緻
灰1'1l oY8/~ 

n申i2/12 瀬戸K窯期 R252 SK8776 ,:i 内：ロクロナデー施釉 釉昭褐 7.5R:l/4

188 
-!J20 凶器

Ill女
外：lul転ナデ→櫛II→施釉

密 咀緻
灰「I2.5¥'8/2 

＂贔l1/12 瀬,,大窯IVI R:!-18 
SK8i84 揺鉢 内：lul転ナデ→施釉 釉：暗.1,,灰 7.SR:l/1

189 
-!JI~ I: 師器

II樟 :l0.6 
外，ナデー•ヨコナデ

•I ,術; m含m•J ヽ 良 柑 IOYR7/6 II緑 l/12 中tu:南伊勢系 外面に煤付符 R261 
SE8741 キ）釜 内：ハケメ→ヨコナデ・ケズリ

190 
4Jl2 I. 師器

「l緑 :J8.~ 外：ハケメ→ヨコナデ -I 1,;; m含; m小 良 にぷい出橙 IOYR7/:l II緑2/12 中世南伊勢系 外面に煤l'iい） ROJO SE87~1 鍋B 内：~;ナデーヨコナデ

第V-10表 第7次調査区出土遺物観察表(5)
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1-l 
1111: 地区

器種 法1,t<cm) 調恨• 技法の特徴 胎 I. 焼成 色 調 残存I虻 備 考 住録沿
肘位•迫構

191 
5Jl0 閾器 n絃 15.3 外：ロクロナデ→糸1/JIJ→t, 台貼付ヨコナデ

粗 招緻 灰白 8/0
n絃2/12 山茶椀矧多・猿投紅台に

Rl58 pit3 椀 器店 5.4 内：ロクロナデ Ki台12/12籾位痕

192 
4Jl I. 師器

II粒 5.9 
外：オサエ・ナデ

-, 1密.. ;;, ,, ヽ 良 にぷt屯!7.5YR7/4 n籍 11/12中Ill南(JI勢系 RI81 pit2 小llll 内，ナデ

193 
4Jl3 I. 師器 I―l緑 10.2 

外： Iヽ ケメ→ヨコナデ→把手部付加 べ,,; 術.. 含,1, 良 にぶい黄橙 IOYR7/4 II絃9/12 中世南伊勢系 外面に煤 Rl6~ pit2 把Ht丸鍋 内：ナデ→ヨコナデ 把手6/12

194 
517 陶器

11絃 12.6 
外，ロクロナデ→ケズリ→施釉

密 弔緻
灰白 IOYRB/2

Illゑ1/12 iflll; 大窯期 Rlf>O 
ビット xiこl茶椀 内：ロクロナデ→施釉 釉：黒 10YR2/l

195 
4Jl 陶器

n舷 12.0 
外，ロクロナデ→餡辿弁文→施釉

密 竪緻
灰白 IOYR8/2 「l絃5/12 瀬,;大窯貼付高台か？高

RI97 
pill 椀 内：ロクロナデ→施釉 釉：淡緑 甜台 12/12合内面にトチン跡

196 
4J6 I. 師器

n紺i 25 7 
外， 1ヽ ケメ→ヨコナデ 細砂粒

良 にぷい貨橙 IOYR7/4 n枯3/12 中l町南(JI勢系 外面に煤 Rlll:l 
ピット 鍋 内：ナデ→ヨコナデ 含

197 
416 陶器

II舷 8.6 
外：ロクロナデ→糸切り

2ゞ1密; 呵含,,, ヽ 腎緻 灰白 7/0
n1女4/12

u,111 硯芙 Rln 
迫構外 小Jill 内：ロクロナデ 底 12/12

198 
5K5 陶器

I―I絃 8.8 
外；ロクロナデ→糸切り

-: う（密；皿含,,, ヽ 良 灰白 7/0
[I象女H/12 tltDll知多・猿投内面に漆f.t

RIH:l 
ill構外 ,JヽJUI 内：ロクロナデ ~~12/12 行、外面に煤

199 
4Jl I 閾器 n絃 16.2 外：ロクロナデ→糸切り→店台貼（寸ヨコナデ

-.1 ,密; m含m小 堅緻 灰白 7/0
111:i: 1/12 

Ill茶椀洞美店台に籾殻艇 Rl5H 
追構外 椀 器麻 5.6 内：ロクロナデ 甜台 12/12

200 
4Jll 陶器 n絃 15.6 外：ロクロナデ→糸切りー晶台貼付ヨコナデ

-:! (術1 in. ,m, ? 小 明緻 灰白 7/0
nl点2/12

LIi茶椀紐芙 RI55 
姐構外 椀 器甜 5.1 内，ロクロナデ 新台 12/12

201 
5J8 囮器 I―I緑 15.8 外：ロクロナデ→糸切り→iけ台貼付ヨコナデ

-:.! ,祖, 皿含,,Jヽ 咆緻 灰白 8/0
11紺5/12

111茶椀洞叉 Rl61 
迫構外 山茶椀 器甜 5.7 内：ロクロナデ ，灯廿 12/12

202 
5Jl:l 園器 11籍 14.4 外：ロクロナデー糸切り→晶台貼l・lヨコナデ

-I ,密; m含m•J ヽ 日債t 灰白 BIO
II象t2/12 山茶椀知多・猿投紅台に籾殻

Rla7 
泣構外 椀 器，l'I; 5.1 内：ロクロナデ 店台 12/12痕

203 
5J4 I. 師器

II絃 19.0 
外： /¥ケメ→ヨコナデ 砂粒多

並 にぷい黄橙 10YR7/4 111ゑ6/12 中,,,南伊勢系 外面に煤
R08i -

遺構外 鍋 内：ナデーヨコナデ 含 2 

204 
5116 磁器

II縁 8.6 
外.i\/E文+[~棉2条

密 昭緻
白1'8/0 Ill女2/12

叫代,1化（染付） R25:i 
逍構外 小nn 内．柑fl文+I軋緯2条ケズリ出し益廿．硲台仕付きは熙柏 釉： ~1- l~i!I 店廿:l/12

5K25 陶器 外：ロクロナデ→ケズり―•施釉 灰l'I2.5Y8/2 11糸t3/12 
205 
逍構外 小Ull

11絵 10.4 
内：ロクロナデー施釉

密 咆緻 袖にぶい4湛 5YR-1/:1
!~fl 4/12 

瀬1<k窯期全面施釉 R2•17 
黒褐5YR2/I

206 
516 陶器

底
外：ロクロナデ→糸切り→施釉

密 幣緻 釉；赤灰 25YR4/l a~12112 nn部と摘部取り付く Rl96 
迫構外 水滴 :i.:i 内：ロクロナデ

5JIO 園器 外：ロクロナデーケス:•1 →施釉 灰白 IOYR8/2
207 迫ヽIJ2構外

"'''茶椀
n緑 15.l 

内．ロクロナデ→施釉
密 呪緻

釉：褐 7.5YR4/3
11阜点 1/12 瀬t1k窯期 R251 

208 
416 I: 師器

II籍 7.2 外内：：オナサデエ・ナデ -•'I="~ ll ヽ' •I ヽ 良 淡貨25Y8/3 II阜}5/12 中fltrli伊勢系 RIR4 
姐構外 小皿

209 
5J8 I: 師器

II舷 10.6 
外：オサエ→ヨコナデ

密 良 灰黄褐 10YR6/2 II緑2/12 巾jlt南伊勢系
1<182 -

氾構外 台f.t椀 内：ハケメ→ヨコナ千 I 

210 
5117 I師器

II籍 10.6 
外．オサエ・ナデ→ヨコナデ

•I 1"; m含' m•J ヽ 良 にぷい貨橙 IOYR7/-l n1≪2112 中flt南伊勢系 Rl88 
遺構外 茶釜蓋 内．ナデ→ヨコナデ

211 
4J6 I師器 II絃 116 

外：オサエ・ナデ→ヨコナデ
-I ,術,m.,m, , 小 良 にぷい黄橙 10YR7/3 rll女ヽ1/12 中II¥南伊勢系 Rl8fi 

pill 茶釜益 内：ナデ→ヨコナデ・/Iii部付/JU

212 
5Kl0 I: 師器

II緑 115 
外：オサエ・ナデ→ヨコナデ

•I 1密; m含m小 良 橙7.5YR7/6 II絃:l/12 ,i,~t南伊勢系 Rl8Y 
追構外 茶釜蓋 内．ナデ→ヨコナデ・摘部付Im

21:J 
5J20 I師器 I―I籍 14.8 

外；オサエ・ナデ→ヨコナデ
密 良 にぷい黄位 lOYR6/4 111女4/12 •I'll! 南伊勢系 RHJI 

逍構外 茶釜益 内：ナデ・ヨコナデ

4113 I師器 外：ナデ→ヨコナデ 密
214 
姐構外 茶釜

「l緑 14.2 
内：板ナデ→ヨコナデ

-1“血；；,,1ヽ 良 にぷい黄橙 IOYR7/3 nu  4/12 巾!It南伊勢系 Rl7:l 

215 
5116 l師器

n枯 11.6 
外：ハケメ→ヨコナデ→把手部付/JU

-a/密,皿・,ヽu, lヽヽ 良 11/1黄褐 10YR7/6
n籍9/12

中世南伊勢系 外面に煤 Rl70 
迫構外 把Ht丸鍋 内：ナデーヨコナデ 把:r,12/12 

i16 
4J9 I: 師器

II緑 22.6 
外：オサエ→ハケメ→ヨコナデ

密 良 橙7.5YR7/6 「I象点 1/12 
中世南伊勢系

Rill 
逍構外 イ渭IV) 内：ナデ→ヨコナデ 穿孔が2.4cmflll隔で 2個残る

217 
512 I. 師器

II紺 18.3 
外：ナデ→ヨコナデ

-,/術, ,▲ 皿,ヽ, 小 良 浅黄橙7.5YR8/4 rll合2/12 中世南伊勢系 Rl74 
逍構外 鍋A 内：板ナデ→ヨコナデ

218 
5Kl0 I: 師器

11緑 19.1 
外：ナデ→ヨコナデ・ケズリ

-c/密,,．m,、, , 小 良 にぷい貨橙 lOYR7/:l 「l象女:l/12 巾lit南伊勢系 Rl71 
追構外 鍋C 内．ナデ→ヨコナデ

219 
4111 I師器

II舷 32.6 
外．ナデ→ヨコナデ

-a {i密m含m小 良 にぶ9ヽ貨橙 IOYR7/4 II象t2/12 ,i,~t南伊勢系 外面に煤 RIG:l 
追構外 鍋B 内：板ナデ→ヨコナデ・ケズリ

220 
5117 I師器 II籍 28.2 外； /¥ケメ→ヨコナデ

-I｛術，皿含"''ヽ 良 にぷ9ヽ橙7.5YR7/4 Ill点2/12
中111:南伊勢系 短鍔キl釜

RW4 
迫構外 羽釜 鍔部 31.7 内：板ナデ→ヨコナデ 外面に煤

221 
5Jl9 「師器

II緑 2i.6 
外；ハケメ→ヨコナデ

-a/ 密,皿・,~ n, 小 良 にぷい黄橙 10YR7/4 ＂緑 2/12 中!ff:南伊勢系 ROIi 
遺構外

'"' 
内： IIケメ→ヨコナデ

511 外：タテ 9ヽ ケ→突llff寸Illヨコナデ→ヨコハケ Ill 
222 
遣構外

~I問埴輪 突帯 23.l 
内：オサエ・ナデ -:i1, ;皿,-,小 良好 にぷい黄橙 10YR7/4 突llf2/12 Ln!i買 R241 

22:i (5礫SJEll'-lH5 742) 1'11,1M輪 ）＆底 17.0 
外：タテハケ→突JIH、tlnlヨコナデ→円形透かし孔

-:<'訊叩",9 "' Iヽ 良好 にぶい黄橙 IOYR7/4 底4/12 Pl形透かし孔 1ヶ所残存 R242 
内：オサエ・ナデ

224 
5112 'l(I~ 埴綸 店部

;ia1離のため調整イ澗l外r/!iにはJI,部付近に突帯がめ _ , ,れヽ,~ool ,ヽ,, ,, ヽ 軟 貨橙 lOYR8/6 店部片 R24:l 
退構外 ぐる

225 
5J3 1; 製品

残u 11.1 研lf!1ll14,m~,11 部分に/Ji(/,からの切り出し舷残る 浅貨25Y7/3 ほぽ完Ii 泥店 RO-II 
il'1構外 砥h

221う
表採

{iFI t([! 各 28.0 l1ll面は8分割 :J/8 火成府!'i(ヘンマ柑'/) RI5:i 
追構外

227 
5KIO ・{ih輪

幅 13.9 空輪の・部と風輪のみ残Ii J: 部I',・ 飲町の砂沼製 R251i 
SD8738 塔

228 
5}1-2 ・I.iii輪

残艮 41.5 “材は 15.4cmX 16.7 cmX 415 cm調整は粗雑 ほぼ1W
軟門の砂計閲

R255 
SK8744 塔 水・地輪破隊面の地輪側に煤付れ

229 5J4SX8781 和鏡
o'(f怜 11.l 直角式中絃、中線叫叫菊州中隆紐。亀甲地。以

良好 rn,1, 地以雀鐙 R2fil 
れi 0.75雀

第V-11表第7次調査区出土遺物観察表(6)
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第 7次調査遺構(1) 写真図版V-1
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写真図版V-2

SB8791 (北から）
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第7次調査遺構(3) 写真図版V-3

中世古道 (SD8737-39) (西から）
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第 7次調査遺構(4)

南部（北から）

SX8781 遺物出土状況 鏡、
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第 7次調査遺物(1) 写真図版V-5
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写真図版V-6 第7次調査遺物(2)
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第 7次調査遺物(3) 写真図版V-7
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写真図版V-8 第 7次調査遺物(4)

，
 

j
 

＼
 

,
L
f
 

69 

111 

75 

.// 

78 

［
 

120 

126 

97 132 

98 

-138-



第 7次調査遺物(5) 写真図版V-9
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写真図版V-10 第 7次調査遺物(6)
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VI 史跡斎宮跡出士資料の保存処理と自然科学的調査

はじめに

斎宮歴史博物館より史跡斎宮跡出土資料7点を保

存処理・分析業務委託としてお預かりし、調査を行

う機会を得たので報告する。対象資料は以下のとお

りである。

・No.1 釦(133次出土）

・No.2 馬具(5次出土）

・No. 3 毛彫馬具(137次出土）

・No.4""'7 銅銭4点(130次出土）

保存処理及びそれに伴う観察・調査は山岡奈美恵が、

機器分析調査は菅井裕子と渡辺智恵美が実施した。

1 保存処理作業

保存処理の工程とその概要は次のとおりである。

(1)処理前調査

写真撮影ならびにX線透過試験を実施した。この

結果、 No.4""'7の銅銭は「和同開弥」であること、

そのうちNo.6は他の 3点よりも腐蝕が進行し脆弱な

状態であることが確認できた。また、肉眼観察より、

No.1には両面に装飾が施されていることも確認でき

た。なお、 X線透過試験は以下の条件で出力〈電圧〉

を調整しながら実施した。

• 装置： X線透過試験装置MG225型（フィリップ

ス社）

・フィルム： Fuji -X-ray film IxlOO 

• 増感紙：鉛増感紙 LF0.03 

・焦点フィルム間距離： 100cm 

• 電流： 2 mA 

(2)第 1次クリーニング

1 ""'3は地金の銅の劣化が激しくかなり脆い状態

だったため、第 1次クリーニングは殆ど行っていな

い。 4"-'7は、表面にこびりついた土を、エタノー

ルを染み込ませて軟らかくしながら、竹串や筆を使っ

て除去した。

(3)洗浄

ポリエチレン製のネット（ダイオネット：ダイオ

化成）で遺物を包んで養生し、有機溶剤（キシレン・

アセトン・酢酸エチルの混合液）の中に浸漬して表

面に付着する油脂分や土等の不純物を除去した。

(4) BTA処理

今回保存処理した遺物は全て銅製品であったため、

銅の安定化処理法であるBTA処理を実施した。こ

れは、化学反応により錆の進行を抑える方法である。

BTA溶液（ベンゾトリアゾール・ 3%アルコール

溶液：片山化学）に浸漬した状態で減圧含浸を実施

した。

(5)樹脂含浸

遺物強化と防錆のために、フッ素系アクリル樹脂

(Vフロン ・L559溶液／大日本塗料（株））による減

圧含浸を 3回実施した。

この工程の終了した時点で、 No.6が数点の破片に

分割されていることが判明した。 X線写真を見ても

脆弱であることは予想されたため、充分に養生を施

した上で処理作業を行ったのだが想定していた以上

に脆く、とくに縁部分が細かく割れてしまった。文

字部分は地金が他よりも分厚い構造であったため、

ほぼ状態を保った状態であった。今後このような事

がないよう、遺物の状態にはさらに注意を配り、養

生の方法について改善を図らなければならない。

(6)第2次クリーニング

第 1次クリーニングで除去しきれなかった錆・土

の除去と、 No.1、3については鍍金面の表出を行っ

た。ただし、地金の強度が充分でない箇所について

は欠損する恐れがあったので、鍍金面の表出を行わ

なかった。

鍍金面の表出は、実体顕微鏡を覗きながら、電子

工具 (ENGRAVER/DREMEL社）や竹串、

筆を用いで慎重にクリーニングを行った。その結果、

No. 1の表面は表が金、裏が銀による装飾であること

が判明した。またNo.3については、線刻を施した黎

の痕跡が詳細に分かるようになった。これらの分析

調査については後述する。

(7)樹脂塗布

防錆効果を上げ遺物を保護するために、含浸時の

2倍に希釈した樹脂を 2回遺物に塗布した。
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第VI-3図分析結果(3)
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(8)復元・整形

No.6の接合は、シアノアクリレート系接着剤 (1781/

スリーボンド社）を用いて行い、 No.3・6の空隙

部分や欠損部にはエポキシ系樹脂（アラルダイト

XNR/H6504) を充填して復元・ 整形を行った。

(9)樹脂塗布

樹脂塗布を 1回行った。

(10)仕上げ

樹脂含浸や樹脂塗布による光沢を、艶消し剤（ヒッ

トスプレー／〈昧〉カンペハピオ）を用いて抑え、復

元部には水溶性アクリル絵の具（アクリラ／ホルベ

イン社）を用いて周囲と違和感の無い程度に彩色を

施し、処理後の状態を写真撮影して処理を完了した。

3 自然科学的調査

(1)分析対象と内容

・No. 1 第133次出土釦、表面装飾技法

・No.3 第137次出土毛彫馬具、表面装飾技法、

線刻観察

(2)分析

分析に用いた装置は以下の通りである。

・走査型電子顕微鏡

（以下SEM、日立製作所昧 S-3500N) 

・電子線マイクロアナライザー

（以下EPMA、味堀場製作所製 EX-300)

条件：加速電圧25kV 真空度 1,......,5 Pa 

・エネルギー分散型ケイ光X線分析装置

（以下XRF、セイコーインスツルメン

ツ昧製 SE A5230)条件は各スペクト

ルに記載

XRF分析で照射するX線は透過力が強いため、試

料の厚みによっては最表層に加え下層の情報も得ら

れる。今回の測定条件はカリウム (K) より重い元

素をみることを目的にしている。一方、 EPMAでは電

子線を当てるため、 XRFに比べて表層の情報が得ら

れる。軽元素および低エネルギー側の特性X線の検

出に適している。

今回の分析では、試料の状態に応じて2つの手法

を使い分けて調査した。

(3)結果と考察

第133次出土資料 (No.1) 表面は金色を呈して

おり、裏面は部分的に銀白色である。地金と考えら

れる部分①は緑色の腐食生成物に覆われており、こ

の部位からはXRFで主に銅 (Cu) を検出した（第VI

-1図）。このことから地金は銅製であると考えら

れ、他にヒ素 (As)、ビスマス (Bi)、銀 (Ag)、ア

ンチモン (Sb) を含む。

表面の金色部分②からは金 (Au)、水銀 (Hg) を

検出した（第VI-2図）。 SEM観察およびEPMA分析の

結果では、銅の上に金と水銀を含む層が存在してい

た。この層の表面は平らであり、平滑に磨かれたよ

うな状態を呈していたが (SEMl)、部分的にア

マルガム粒子とみられる箇所 (SEM2) を確認し

た。 (I)このことから、銅の上に金アマルガムを用い

た鍍金で装飾しているものと考える。

一方裏面③は銀 (Ag)を顕著に含んでおり、金 (Au)

と水銀 (Hg) は検出されなかった（第VI-3図）。

この部位の表層からは銀 (Ag)、塩素 (Cl)、臭素 (Br)

を検出し（第VIー 4図）、立方体が重なり合ったよ

うな結晶様であったため (SEM3)、臭化銀や塩

化銀などのハロゲン化銀であるとみられる。本来は

鍍金層

銅地金

銀板

VI-7図断面構造略図

¥

I

 

、
、

明不
ア
は造構の部端
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銀であったものが、土中のハロゲンと結合したと考

えられる。加えて、④の部分には銅の腐食生成物に

覆われた銀を含む層が存在する (SEM4) ことか

らみて、この資料の裏面は銀の板（又は箔）により

装飾されたと考える。但し、銀板の末端の様子は明

瞭ではなく、当初から裏面のみ銀板を付けたのか、

表面の縁まで巻き込んでいたのかは不明である（第

VI-7図）。

第137次出土資料 (No.3) 地金①は主に銅 (Cu)

を含み、銅製である（第VIー 5図）。他にヒ素 (As)、

ビスマス (Bi)、銀 (Ag) を含む。表面の金色部分

②からは金 (Au)と水銀 (Hg)とを検出した（図6)。

SEM観察とEPMA分析では銅の地金の上に金の層が存

在することは確認できたが、今回の観察ではNo.Iの

ようなアマルガム粒子はみられなかった (SEM6)。

四隅の鋲の周囲の凹部③では金箔が重なっているよ

うな状況 (SEM7、8)であり、この資料は銅地

金の上に水銀（又はアマルガム）を用いて金箔を貼

り付けたものである可能性が想定される。

金具周囲の線刻文様の溝④には緊痕とみられる条

痕があり（カラー図版）、実体顕微鏡による観察で

は断面構造はU字型で幅は約0.6mm、条痕のピッチは

約0.3mmであった。また、溝は 3-----5回の緊打ちで

彫られていることがわかった。

（山岡奈美恵•菅井裕子•渡辺智恵美

財団法人 元興寺文化財研究所）

4 分析結果をうけて

第133次出土資料については、表面が銅地金に金

メッキを施していた。一方、裏面は銀の板か箔での

装飾が施された入たことが確認できた。当初から裏

面のみに銀板を付けたのか、表面の縁まで巻き込ん

でいたのかは不明という結果であった。

第137次出土資料については、銅地金に金箔を貼

りつけた金メッキであることが判明した。実体顕微

鏡の観察から表面に施されているキザミは3-----5回

の嬰打ちで彫られたものであることが判明した。材

質もさることながら、肉眼では確認できない製作技

法の復原まで、踏み込むことができたのは大きな成

果であると考える。

文末ではあるが、協力をいただいた山岡奈美恵・

菅井裕子・渡辺智恵美（ともに財団法人 元興寺文

化財研究所）の各氏にお礼申し上げる。

（小濱学）

註

(1)村上隆、新山栄：古文化財の科学、 38、45-54(1993) 
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第 5・130次調査遺物 写真図版VI-1 

No.2 馬具処理前 No.2 馬具処理後
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No.4~7 銅銭処理前 No.4-7 銅銭処理前（拡大）

⑭ 
に
a
 No.6 銅銭処理中 No.4-7 銅銭処理後
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写真図版VI-2 釦• 毛彫馬具顕微鏡写真

SEMl SE M 2 

SEM3 SEM4 

SEM5 SEM6 

SEM7 SEM8 
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（第 136次）

斎宮跡
多気郡明和町
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学術調査
斎宮• 竹川 -34°32'30" -136'37'37" -20030331 （第 137次）

92 rr/ 

（第 139次）

所収遺跡名 種 別 主 な 時 代 主 な 遺 構 主 な 遺 物 特記事項

掘立柱建物 土師器
寮庫と類似する

斎宮跡第136次 官 街 奈良平安 土坑 須恵器
遺構配置

区画溝 緑釉陶器

竪穴住居 弥生土器土師器 大型掘立柱建物

斎宮跡第137次 官術・集落
奈良平安鎌倉 掘立柱建物 須恵器緑釉陶器 （東西6間、南北

室町以降 土坑 土城墓 陶器（山茶椀•山皿） 2間以上）を検出。

地鎮遺構 馬具（帯飾金具・轡） 初期斎宮関連か。

竪穴住居
土師器 奈良古道の道路

斎宮跡第139次 官 衝 奈良～鎌倉 道路（側溝）
須恵器 側溝検出。

井戸

奈良平安 竪穴住居 土師器
奈良古道の道路

斎宮跡第7次 官街・集落 鎌倉室町 掘立柱建物 須恵器
側溝検出。

以降 土坑 道路跡 中世陶磁器•和鏡

*VIは、（財）元興寺文化財研究所山岡奈美恵•菅井裕子・渡辺智恵美各氏の協力をえた。
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